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　気がつくと、それは動き出していた。

　運命と言おうか、あるいは時代と呼ぶべきか──それは長く停てい滞たいし、淀よどみ、腐ふ敗はいしていた川が、投げ込まれた小石一つで再び流れ出すようだった。

　その流れを、大切に守り育ててきた。




　止まってしまわぬように。

　横に逸それてしまわぬように。

　吞のみ込こまれてしまわぬように。

　犠ぎ牲せいにした命は多く、怨えん嗟さの声は地じ獄ごくの果てまで届くだろう。だが恨うらみに満ちた血を注いでこそ、流れはあらゆるものを吞のみ込こむ力を得る。




　ああ──。




　詠よみ月つきの魔ま女じよ──偉い大だいなるソーレナ。

　お前の魂たましいをこの風に、この大地に、この世界に感じる。




　星せい瞰かんの魔ま術じゆつ師し──命短き観測者アルゲントゥム。

　お前はきっと、地じ獄ごくでも世界の観測を続けているのだろう。




　かの者達の命に見合うだけの変革が、今この世界に訪れようとしている。

　機は熟した。

　今こそ大おお舞ぶ台たいの幕を上げよう。




「さあ──我輩の出番だ」
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　戦争には名前がつきものだ。

　誰だれがそんなもんに名前をつけて回ってるのかは知らないが、およそ世の中に知られている戦争にはどれもこれもご大層な──あるいは極きわめて適当な──名前がついている。

　だからきっと、この戦争にも名前がつくんだろう。

　そう、例えば──。

「神父としての見解を述べさせていただくなら、〝第二次聖せい魔ま戦争〟が有力だと思いますよ」

　というのは、教会の代表たる神父の弁だった。

　聖せい魔ま戦争ってのは言うまでもなく、五百年前に起こった魔ま女じよと教会の大戦争だ。

　しかし、その五百年後である現在、再び魔ま女じよと教会が戦争状態になったからって、〝第二次聖せい魔ま戦争〟なんてのは安直すぎるし、大おお仰ぎようすぎる。

　だが俺おれの渋じゆう面めんになど目もくれず──そもそも神父には見えないんだが──両目を眼帯で覆おおった神父は、まるで神のお告げか何かのように〝未来の歴史〟を語り出す。

「概がい要ようはこうです。〝陸路の中心であるウェニアス王国が魔ま女じよアルバスの手に落ち、教会への弾だん圧あつが幕を開けた。教会はこれを憂ゆう慮りよし、総勢八万の教会騎き士し団だんを派は遣けん。総力をあげてウェニアス王国を奪だつ還かんした〟」

「待つのだ神父よ。それは教会が戦争に勝った場合の話だろう？」

　神父の持論に異をとなえたのは、我が雇やとい主ぬしにして天才魔ま女じよ──泥どろ闇やみの魔ま女じよゼロだ。

　現在地は、ウェニアス王国北東──東の街道からはずれた場所にある廃はい村そんだ。数百年も前に打ち捨てられた廃はい村そんは、森に吞のまれて見る影かげもないが、木の幹に半ば埋うまった廃はい屋おくなんぞは、雨風をしのぐのに丁度いい。

　月明かりの照らす森の中、ゼロは家屋と一体化した大木に背を預け、古ぼけたひと振ふりのナイフを月光にかざしながら神父を見た。

「魔ま女じよが勝てば、また概がい要ようも変わってくる。例えば、こうだ。〝勇ゆう敢かんな魔ま女じよアルバスの率いる魔ま法ほう使つかい達の働きにより、ついに世界は教会の支配から解き放たれた〟──どうだ？　それらしいだろう」

　神父はゼロの言葉に心持ち不快そうに唇くちびるを引き結ぶ。

「教会が負ける？」

　ありえない、と神父は嘲ちよう笑しようさえ交えて言った。

「負けるどころか……ウェニアス王国が今も存在していられるのは、ひとえに国土を囲む山脈のおかげです。外界に通じる坑こう道どうが崩ほう落らくした事で、辛かろうじて教会との正面衝しよう突とつを回かい避ひしているにすぎません。坑こう道どうが開通すれば、このウェニアス王国から魔ま女じよは一いつ掃そうされる」

「果たして、そうと言い切れるか？　教会の侵しん攻こうを阻はばむため、十三番が坑こう道どうを崩ほう落らくさせて今日で月がひとつ巡めぐった。教会は崩ほう落らくした坑こう道どうを掘ほり進すすめるべく力を尽つくしているだろうが、その間にウェニアス王国は迎げい撃げきの準備を整えられる。坑こう道どうを再度開通させて飛び込んだ先に、魔ま法ほう使つかい達が強力な罠わなを張っていたら？　──どうなると思う？　傭よう兵へい」

「さてなぁ。──どう思う？　チビ」

　突とつ然ぜんゼロに振ふられた質問を、俺おれはそのままリーリに受け流す。

　ネズミの獣けもの堕おちであるリーリはひょろりとした尻尾しつぽを揺ゆらし、

「しるかバーカ」

　と、慣れた調子で明るく答えた。

　神父に「馬ば鹿かげた質問には〝知るか馬ば鹿か〟とでも答えておけ」と入れ知恵されたリーリは、最近こう答える事が多くなってきた。

　悪い影えい響きようを与えちまった気もするが、些さ細さいな冗じよう談だんも本気にとってオドオドしていた頃ころに比べればマシだろう。

　ゼロはそんな俺おれ達の〝我関せず〟な態度に気分を害する事もなく、「だそうだ、神父」と繫つながらない会話を無理やり続けてみせる。

　神父はそんな俺おれ達に著いちじるしくやる気を削そがれたらしく、「真面目に話した私が馬ば鹿かでした」と、あっさりと敗北を認めた。

「俺おれは歴史家じゃねえからな。戦争の名前だなんだってのはどうでもいい。目的は一つで、その目的を果たすための仕事は何か。俺おれにとって重要なのはそれだけだ。──つか、分かってんだろうな？　この戦争には名前がつかないのが理想だって」

「無論だとも。我わが輩はい達が力を尽つくせば、この戦争の名は、ついたとしても〝三日間戦争〟だとか〝肩かた透すかし戦争〟になるだろう。誰だれの記き憶おくにも残らない間の抜ぬけた戦争にすべく、まずはわっぱをたぶらかすサナレをぶち殺さねば」

　おぞましい瘴しよう気きをまとって、ゼロが邪じや悪あくに微ほほ笑えんだ。

　こういう瞬しゆん間かん、俺おれはいつもゼロと十三番の間に明確な血の繫つながりを意識する。

　密ひそかに表情を引きつらせた俺おれと神父をよそに、リーリはゼロに同調するように小さな拳こぶしを振ふり上あげた。

「リーリも！　お父さんとお母さんいじめたあいつ、許さない。ぶち殺す！」

「ああ……神父だけじゃなく魔ま女じよからも悪あく影えい響きようを……チビは殺人になんぞ意気込まなくていいんだよ。ほら、味見」

　晩飯の鍋なべをかき混ぜていた俺おれは、柔やわらかくなった野菜をリーリの口に放り込む。

　リーリは熱そうにハフハフと口を動かし、きちんと野菜を飲み込んでから、毅き然ぜんとした態度で「もっと甘あまく」と鋭するどく指し摘てきした。

　さすがリーリだ。俺おれももう少し甘あまい方がいいと思ってた。

「傭よう兵へいよ、何か忘れているのではないか？　我わが輩はいにも味見を頼たのむのが道理ではないのか？」

「お前のは味見じゃなくてつまみ食いだろうが。引っ込んでろ」

「ず、ずるいぞ！　傭よう兵へいは最近、ネズミのばかりを贔ひい屓きしている！　これは明確な浮うわ気きだ！」

「俺おれはいつでも料理に本気だ」

　スープに甘あまみのある植物の根を削けずり入いれると、理想の味にぐっと近づく。

「本当は、ここに香こう辛しん料りようでも入れられりゃいいんだがな」

「贅ぜい沢たくは言えませんよ。坑こう道どうが崩ほう落らくして、物資の流通が止まったんですから。──そもそも、どこかの誰だれかが狼おおかみの獣けもの堕おちに瀕ひん死しの重傷を負わせたかどで、我々は目下罪人扱あつかいです」

「うむ。おかげで宿も取れずに、こうして野宿で凌しのぐ日々だ。我わが輩はい、野宿は嫌きらいではないが、街で食材を買い足せないと食糧事情が悪化するとは盲もう点てんだった……」

　山脈の坑こう道どうが通行不能になった関係で、ウェニアス王国は閉へい鎖さされた国になり、あらゆる物資の流通が停止した。この混乱は凄すさまじくでかい。

　幸いにして、食糧は国内に豊富にあった。

　ウェニアス王国の豊かな土ど壌じようは、不作や飢き饉きんとは縁えん遠どおい。鉱こう石せきの類も、ウェニアス王国では豊富に採れた。水源も問題ない。

　そもそも、何百年もの間、山脈の中だけで完結してきた国家だ。すべての流通が止まったところで、誰だれも死なないようにできている。

[image: ]

　だが、海に面するクレイオン共和国から運ばれてきていた鮮せん魚ぎよの類は、瞬またたく間に国内から消え去った。川魚は普ふ通つうに獲れるが、相対的に需じゆ要ようが高まったせいで価格が高こう騰とうし、庶しよ民みんには手が出ない。

　そして当然、海を経由して運ばれてきていた香こう辛しん料りようの類もウェニアス国内では育たない。

「しかし幸いにも傭よう兵へいが食材収集の知識を持っているので、こんな状じよう況きようでも美う味まい食事にはありつける」

　そう言いながら、ゼロはナイフをしまって自分用の食器をさっと用意し、じりじりと俺おれの鍋なべに近づいてくる。そろそろ完成したのではないか、と期待に満ちた目で俺おれを見るゼロから器うつわをひったくり、たっぷりそそいで突き返してやると、ゼロはいそいそと匙さじを口に運び始める。

　次がリーリで、その次が神父だ。料理人の矜きよう持じとして──いや本職は傭よう兵へいなんだが──自分の分は最後によそう。

　その頃ころにはゼロがすでに一いつ杯ぱい目めを平らげているので、おかわりをよそうまでが一いち巡じゆんだ。

「まぁ、それもサナレを殺すまでだ。お姫ひめさんの居場所はとっくに割り出してある。──あとは、十三番が動くのを待つばかりってな」

「リーリ、待ちくたびれた……」

　キィ、と情けない声を上げ、リーリは大きな耳をぺたりと伏ふせた。

　サナレを殺すと一口に言っても、そもそも最初から死んでいる奴やつをどうやって殺すのかって問題があった。

　ゼロが言うには「方法はある」らしいが、それにはまず、王女の体からサナレを追い出す必要があった。

　正確に言えば、〝サナレが王女の体に戻もどる瞬しゆん間かん〟を押おさえる必要があるらしい。

　サナレは自由に体を変える。

　人形、死体、生きた人間と、選より取どりみどりの選びたい放題だ。

　だがサナレは今、確実に王女の体に固こ執しつしている。

　王女には魔ま法ほうの才能があり、その身に宿す魔ま力りよくはゼロをもって「天才」と言わしめるほどだ。【ゼロの書】の魔ま法ほうが〈却きやつ下か〉されてはいるが──そもそも、サナレには【ゼロの書】の魔ま法ほうに関して才能がない。

　だが、サナレは独自の魔ま法ほうを生み出している。つまりサナレにとって重要なのは、王女が死し霊りよう術じゆつを扱あつかうのに申し分ない、豊富な魔ま力りよくを蓄たくわえているという事だ。

　さらに、俺おれ達が王女の体を傷つけまいとしているとなれば、サナレが王女の体をそう簡単に手放すわけがない。

　それは俺おれ達にとって厄やつ介かいな問題で──同時に、それこそが俺おれ達の勝機になる。

　サナレが確実に王女の身体に戻もどってくるなら、そこに罠わなを張ればいい。

　そこで、今回の計画だ。

　まず十三番がアルバスにちょっかいをかけ、サナレがアルバスのそばにいなきゃならない状じよう況きようを作り出す。

　その間に俺おれ達が王女をかっさらい、何も知らずにのこのこ戻もどってきたサナレの魂たましいに一発かましてやろうって算段だ。

　さてここで問題になってくるのが、王女の意思なんだが……。

　ちらと、俺おれは神父に視線を投げた。

「……なんです？」

　優ゆう雅がとも言える動作で匙さじを口に運んでいた神父が、俺おれの視線に気づいて不快そうな声を出す。

「いや何、おまえを殺して差し出すのが一番簡単なんだがなーと思ってな」

　サナレの言葉が真実なら、王女は自分の意思でサナレに体を貸している。

　誰だれよりも尊敬し、慕したっていた師し匠しようを、ここにいる眼帯神父に殺された結果、神父と教会への復ふく讐しゆうを誓ちかったらしい。

　戯ざれ言ごとだと思えりゃいいんだが、従者のラウルが今も王女に付き従っているのが何よりの証しよう拠こだろう。

　つまり、サナレが王女の体から離はなれたところで、王女自身が俺おれ達の敵になるって事だ。

　まあ、戦せん闘とう力りよくの面では特に心配してないんだが……もし、何らかの形で王女がサナレに俺おれ達の出現を伝えたら、計画はおしまいだ。

「それを言うなら、詠よみ月つきの魔ま女じよアルバスを殺すのが一番簡単ですけどね」

　と神父が吐はき捨すてれば、

「それを言うなら、我わが輩はいが世界を滅ほろぼせばすべては解決だ」

　と、ゼロが冗じよう談だんに聞こえない冗じよう談だんで混ぜ返す。

「物ぶつ騒そうな事言い出すんじゃねえよ、洒落しやれにならねぇぞお前が言うと」

「洒落しやれではない。昔──お師し匠しよう様が十三番に殺される前、穴ぐらでそういう議論をした事がある。いかにして魔ま女じよと教会の争いを終結に導き、この世界に真の安あん寧ねいをもたらすか」

「その結論が、〝世界を滅ほろぼす〟だったのか？」

「机き上じようの空くう論ろんながら、中々綿密に計画を立てたのだぞ。詳くわしく解説を聞きたいか？」

「遠えん慮りよしておく。悪夢を見そうだ」

　世界を滅ほろぼす算段を、まさにその力を持っている魔ま女じよの口から聞くなど御ご免めんこうむる。こうして改めて聞いてみると、ゼロの師し匠しようってのも中々とんでもない性格をしていたようだ。

　十三番に殺されたと言うが、そんな物ぶつ騒そうな事を考えていた魔ま女じよなら死んでくれてありがたい。

「まあ、実際の話、俺おれ達の〝監かん視し役やく〟という名目で教会から派は遣けんされている神父を殺したらいろいろとまずい。それくらい理解してるからご安心いただいて結構だぜ」

　つまり俺おれ達にできるのは、王女が俺おれ達に気づく前にその意識を奪うばい、事が済むまで眠ねむってていただく事だけだ。

　そういうわけで、俺おれ達は十三番がアルバスと無事接せつ触しよくし、サナレを王女の体から引きずり出す時まで、こうして森の片かた隅すみで息を潜ひそめてるってわけだ。

　王女の居場所や状態については、リーリの〝お友達〟ことネズミの集団に常時監かん視しさせている。ネズミってのはどこにいても怪あやしまれないからな。

　ネズミが集めてきた情報によると、サナレが体から離はなれている時、王女は無心に魔ま術じゆつについての本を読よみ漁あさっているようだ。

　場所は古い地下坑こう道どう──つまり、もともとゼロの魔ま術じゆつ師し団だんの本ほん拠きよ地ちであった〈学舎〉だ。

　ゼロの魔ま術じゆつ師し団だんが崩ほう壊かいし、指導者である十三番がラテットにあった〈学舎〉への入口を潰つぶして別の場所へと繫つなぎ直なおした結果、この一年〈学舎〉に寄り付く者はいなかったという。

　もともと〈学舎〉を根城にしていた古き魔ま女じよは、魔ま女じよ狩がりでとっくに滅ほろびた。この大陸のあちこちには、そうして持ち主を失った魔ま女じよの隠かくれ家がが数多くあるという。

　そこには魔ま女じよ達の英知の結けつ晶しようとも言える本が多くあり、時に魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しは、それらを求めて旅に出る事すらあるらしい。





──〈弓ゆみ月つきの森〉の穴ぐらも、私とゼロが戻もどらなければそういう隠かくれ家がの一つになる。






　そう、十三番は言った。





──そうして失われた魔ま女じよの英知が多くある。魔ま女じよが教会のように結束し、その知恵と知識を共有していれば、あるいは戦争に負ける事もなかったのやもしれん。






　そんな十三番の言葉に、俺おれは以前ゼロに聞いた話を思い出した。

　ゼロは、魔ま女じよが戦争に負けた理由は、魔ま術じゆつが面めん倒どうくさいからだと言っていた。

　覚えるのに時間が掛かかり、使うのも大仕事。だから魔ま術じゆつは広まらないし、だから五百年前の戦争に負けたのだと。

　だが、教会の人間は魔ま術じゆつも魔ま法ほうも使えない。

　五百年前っつったら爆ばく薬やくだってまともになかったはずだし、食糧事情も今よりずっと悪かったはずだ。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が持ってるトンデモ武器どころか、当時は〈女神の浄火デア・イグニス〉すら存在していなかった。

　それでも、教会は魔ま女じよに勝った。

　それは確かに結束の力だったんだろう。同じように魔ま女じよが結束していれば、魔ま女じよに軍配が上がっていたんじゃないかと考えるのは、そんなに突とつ飛ぴな事じゃない。

　結束して、お互たがいの知識を共有していれば、魔ま法ほうだってもっと早く見つかっていたかもしれないんだ。

　そして今、魔ま女じよ達は静かに結束を強めている。──魔ま法ほう国家ウェニアスの誕生によって。そして、〈不完全なる数字セストゥム〉の暗あん躍やくによって。

　対する教会騎き士し団だんは、大陸中から集った総勢八万人。だが、これは公こう称しよう人数にすぎない。実際にはもっと大勢いるだろう。

　教会騎き士し団だんだけでなく、熱心な教会信者である各国の領主が私兵を送り込むから、騎き士し団だんの規模は十万にのぼると思っても考えすぎとは言い切れない。

　教会の結束力は、五百年経っても健在らしい。

「あいつは……勝てると思ってるのか？」

　独り言のような俺おれのつぶやきに、ゼロが「さてな」と反応する。

「狼おおかみのは、わっぱが〝悪役になる事を決めた〟と言っていた。──我わが輩はいの知る限り、悪役とは最後に正義に倒たおされる」

　ぱきん、と焚たき火びの薪まきが爆はぜた。と同時に、何かに気づいてリーリがぱっと立ち上がる。

　その視線の先に、ずんぐりとしたドブネズミが一いつ匹ぴき、静かに俺おれ達を凝ぎよう視ししていた。

　逃にげるでもなく、近づくでもなく俺おれ達を見ている様子には、ネズミにあるまじき威い厳げんすら感じられる。

　明らかに、普ふ通つうのネズミではなかった。ちらとゼロに視線をやると、ゼロは静かに首しゆ肯こうする。

「──十三番の使つかい魔まだ」

　ゼロの言葉に、俺おれ達の間に緊きん張ちようが走った。ネズミは全員が自分に気づいたのを確かく認にんすると、後ろ足で立ち上がって伸び上がるようにした。

　そして、




「明朝決行する」




　と、十三番の声で短く言った。





２






「明朝決行って、いきなりすぎんだろうが！　こっちにも心の準備ってもんがだなあ……！」

「心の準備が必要なのは、あなたではなく私です。脇わき役やくの分際で、偉えらそうに文句を言わないでもらいたいものですね」

　俺おれが十三番への苛いら立だちを吐と露ろすると、なぜか俺おれに同意して然しかるべき立場にある神父に冷れい酷こくに切り捨てられた。

　地味に傷ついて俺おれが黙だまると、ゼロが励はげますような勢いでひと振ふりのナイフを俺おれの胸に押おし付つけた。ゼロが「貸せ」と言うのでここしばらく預けておいた、テオのナイフだ。

「心配せずとも、君は主役だ。──鍵を確かに任せたぞ」

「別に心配とかしてねぇし……実際、王女捕ほ獲かくの主役は神父だ」

　まずは王女が抱いだく神父への憎にくしみを利用して、王女を〈学舎〉からおびき出す。

　そこでゼロが待まち伏ぶせし、王女を〈岩蔵エトラーク〉で閉じ込めた上で、結界でサナレとの接せつ触しよくを封ふうじるという計画だった。

　その上で、王女の代わりとなる〝器うつわ〟を偽ぎ装そうし、サナレをその器うつわにおびき寄せる。

　当然、王女に逃にげられたらこの作戦は失敗だ。

　さらに結界には複雑な魔ま法ほう陣じんが必要で、それを王女達のすぐそばでちまちまと描かいているわけにもいかないので、王女をあらかじめ用意した結界までおびき寄せる必要がある。

　俺おれはあくまでその補ほ佐さであり、もしもの場合の肉の壁かべだ。いかにも傭よう兵へいらしい仕事で結構な事だが、脇わき役やくと言われても仕方のない役回りではある。

　王女はゼロによってすべての魔ま法ほうを〈却きやつ下か〉されているわけだから、俺おれが必要になる可能性はかなり低いんだが……なんにしても、万ばん全ぜんを期すに越こした事はない。

　何せ、従者には馬の獣けもの堕おちであるラウルがいる。

「忠告しとくがな、神父様よ。ラウルは冷静で頭がいいし、王女のためならなんでもやりますって感じの忠臣だ。まともにやり合ったら〈女神の浄火デア・イグニス〉でも分が悪い。油断するなよ」

「余計な忠告をどうも。適当に襲しゆう撃げきして、適当にやり合って、折を見て撤てつ退たいするふりをすればいいんでしょう？　ご心配なく。そもそも魔ま女じよ狩がりは我々〈女神の浄火デア・イグニス〉の領分です」

「そういうのが油断だっつってんだがな……」

「そういうのが余計な忠告だと言っているのが伝わりませんでしたか。もう少し分かりやすい言葉で言うべきでしたね。──図ずう体たいに似合わず、細かい事を気にしすぎなんですよ」

　なるほど、俺おれの忠告に軽口を返すくらいの余よ裕ゆうはあるらしい。

　俺おれは脇わき役やくらしく、口を閉じているとしよう。

　ゼロは森の開けた一角に気の遠くなるような魔ま法ほう陣じんを描かき出だしながら、「はてこの文様でよかっただろうか」とか「待てよここの象しよう徴ちようは蛇へびではなかった気がする」とか「これだから魔ま術じゆつは嫌いやなのだ。魔ま法ほう陣じんを描かくのが面めん倒どうすぎる」とかぶつくさ呟つぶやいている。

　前に十三番がやったみたいにぱぱっと描かけないのか聞いてみたら、「あんな化物と一いつ緒しよにするな」と怒おこられた。どうやら魔ま法ほう陣じんというものに関しては、十三番はかなりのところで特とく殊しゆな才能を有しているらしい。

　リーリはネズミ達の言葉に耳を傾かたむけ、引き続き王女を監かん視ししている。

　空を見上げれば、漆しつ黒こくの夜が藍あい色いろの朝へと向かっているのが感じられた。もうすぐ、森の木々の向こうから朝日が昇のぼるのが見えるだろう。

「──よし、できた！」

　明るく言って、地面に這はいつくばっていたゼロが立ち上がった。

　地面には木の枝で描かかれた魔ま法ほう陣じんがあり、そこにゼロが絞しめた鳥の血を滴したたらせる。すると魔ま法ほう陣じんは一いつ瞬しゆん鈍にぶく輝かがやいて、跡あと形かたもなく消えてしまった。

「消えたぞ、おい」

「不可視化したのだ。罠わななのでな」

「なんでもありだな」

　俺おれが呆あきれにも似た感情を込めて呟つぶやくと、ゼロが嫌いやそうに片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「誰だれにでもできる事だと思うな、傭よう兵へい。我わが輩はいこれでも天才魔ま女じよだ。──と言いたいところだが、幼少期に十三番と罠わなの張り合いをした経験が生きたという感じだな。我わが輩はいは天才だが、こと魔ま法ほう陣じんに関する部分では十三番に歯が立たなかった。奴やつは呪じゆ文もんのみで魔ま法ほう陣じんを描かき上あげ、範はん囲いの拡大、遠えん距きよ離りへの転写、複数の魔ま法ほう陣じんの複合などなど、常識では考えられないような事を呼吸するようにやってのける。穴ぐらでそれができたのは、お師し匠しよう様と十三番の二人だけ。それに対たい抗こうするために、我わが輩はいは魔ま法ほう陣じんを消す事を考えた」

　そういえば、十三番とゼロが血を分けた兄妹きようだいだと知ってはいても、実際二人がどんな風に育ったのかは一度も聞いた事がない。

　いや、ラテットで少しだけ、かくれんぼがどうのという話を聞いたが……まあ、その程度だ。

　だがあれだけゼロを溺でき愛あいしている十三番を思えば、ガキの頃ころはさぞ仲のいい兄妹きようだいだったんだろう事がうかがえる。

「で？　十三番は罠わなにはまったのか？」

　くっくと、ゼロは楽しげに笑った。

「はまらなかった」

「ダメじゃねえか」

「奴やつめ、我わが輩はいの研究資料を盗ぬすみ読よみし、我わが輩はいの先手を取ったのだ。我わが輩はいは激げき怒どし、数年ほど穴ぐらの奥おくに引きこもった。ああ──そう、確かその時だ。十三番がお師し匠しよう様から強制召しよう喚かんの指南を受けたのは。我わが輩はいを穴ぐらの奥おくから引きずり出すためにな」

「可愛かわいげの欠片かけらもねぇ兄妹きようだい喧げん嘩かだな……」

「さすがに、我わが輩はいが自主的に籠ろう城じようをやめるまでには習得できなかったようだがな。強制召しよう喚かんには、極きわめて複雑な魔ま法ほう陣じんが必要になる。この一件で魔ま法ほう陣じんに対する興味を失った我わが輩はいは、習得を目指す事もしなかった」

「──お兄ちゃん！」

　急に、リーリが俺おれを呼んだ。

　説明されなくても理由は分かる。

　神父は無言で立ち上がった。その顔に緊きん張ちようの色はない。

「──さて」

　ごきりと、神父は肩かたを鳴らした。

「では、魔女狩りしごとに行ってきます」





†††






　無む駄だな事を、と思う。

「殺してしまえばいいんですよ、最初から」

　木こ漏もれ日びの中を散歩するような足取りで歩きながら、神父は杖つえを大おお鎌がまへと変形させた。

　ゼロはサナレを罠わなにはめるため、王女の代わりとなる器うつわを偽ぎ装そうすると言った。

　それならば〝王女そのもの〟は必要ない。

　わざわざ生いけ捕どりになど、する必要がどこにある？

　操あやつられているだけならまだしも、王女は自分の意思でサナレに体を貸しているらしいではないか。

　ならば、同情の余地はない。

　不意をつくのは得意だ。ラウルとかいう馬の獣けもの堕おちがどれほど強かろうと、忍しのび寄よって王女の首を切り落とすのはそう難しい事ではない。

　神父の足元には案内役のネズミがいた。

　ネズミが道案内をかって出るなどおとぎ話でしかないと思っていたが、ネズミの獣けもの堕おちであるリーリの力をもってすれば、夢の世界も現実に飛び出してくるらしい。

「──と……なんだ？」

　とん、足に何かが触ふれて、神父は立ち止まった。

　指で確かく認にんすると、それが枯かれ草くさ混じりの泥どろの塊かたまりだと分かる。大きさは人間の子供くらいだろうか。

「……虫の巣？」

　恐おそらく、アリ塚づかか何かだろう。この手の虫の巣を壊こわすと厄やつ介かいな事になる。

　神父がそっと土の塊かたまりから距きよ離りを取ると、そのふくらはぎにも、また泥どろの塊かたまりがぶつかった。

　どうやら、そこかしこに同じものがあるらしい。

　すると、ネズミがキィと声を上げ、神父の靴くつを嚙かんで引っ張った。

　ネズミの誘ゆう導どうに従って歩くと、いつの間にか泥どろの塊かたまりの群れを抜ぬけ、ほどなくして、朽くちたレンガ造りの小屋にたどり着いた。ぽっかりと開いた入口からは、じめっとしてかび臭くさい空気が漂ただよってくる。

　これが地下坑こう道どう──〈学舎〉への入口だ。

　神父は小屋へと足を踏ふみ入いれ、地下への階段を一歩、また一歩と踏ふみしめた。足音は鳴らない。そういう材質の靴くつであるし、そういう訓練もされている。

　しばらく降りると、ロウソクの臭においがした。それは人の気配でもある。

　階段を降りた先は、どこまでも続く細い通路だった。

　手の平で壁かべを撫なでる。坑こう道どうの壁かべ一面にぎっしと本ほん棚だなが並べられているらしく、ざらりとした背表紙の感かん触しよくがあった。

　火を放ってしまうのが定じよう石せきだが、湿しめり気けを帯びたこの空気の中では、羊よう皮ひ紙しも本ほん棚だなもろくに燃えはしないだろう。

　何より、サナレをおびき出すに当たって、〈学舎〉が燃えていてはいらぬ警けい戒かいを招く事になりそうだ。

　神父は慎しん重ちように、細く息を吐はいた。

　カロン、と。蹄ひづめの音が聞こえたのはその時だった。ガシャガシャと鎧よろいが擦こすれる音が、通路の奥おくからわんわんと響ひびいてくる。

　進むか、引くか──悩なやんだのは一いつ瞬しゆんだ。

　神父は踵きびすを返し、元きた道を駆かけ出だした。それに気づいたように、蹄ひづめの音が猛もう烈れつな勢いで近づいてくる。

　気づかれていた。

　最初から待まち伏ぶせされていたのだ。通路は細く、正面から大おお鎌がまでやり合うには不向きだ。糸を使えば応戦できるかもしれないが、蹄ひづめの音から推測するに、相手は馬の獣けもの堕おち──つまり、全身を甲かつ冑ちゆうで固めた槍やり使つかいだ。

　通路を駆かけ抜ぬけ、階段を登りきる。

　それと同時に、追いつかれた。獣けものの体温と槍やりの冷たさが肉にく迫はくし、神父は一いつ瞬しゆんの判断で階段に体を伏ふせた。

　その頭上スレスレを、馬の蹄ひづめが飛とび越こえていく。

　すかざす体勢を立て直してレンガ小屋から転がり出て、神父はゆっくりと体をこちらに向けた馬の獣けもの堕おち──ラウルと正面から対たい峙じした。

「不意をつく作戦は失敗したようですね……まるで私がくる事を知っていたようだ」

　神父が苦々しく言うと、ラウルは優やさしげな仕草で少し首を傾かたむけた。

「不自然なネズミの数に、その動き──僕ぼくだって獣けもの堕おちです。分かりますよ、監かん視しされていた事くらい。相手までは予想できませんでしたが……相手があなたでよかった」

「獣けもの堕おちに歓かん迎げいされるいわれはないと思いますが？」

「あなたは姫ひめ様の師し匠しようを殺した。あなたを殺せば、姫ひめ様は島に帰ります」

　ラウルがどんな表情をしているのか、神父には分からない。

　だが兜かぶと越ごしに放たれる硬こう質しつなその声には、〈女神の浄火デア・イグニス〉さえぞっとさせる冷たさがあった。

　それはまるで、狩かるべき魔ま女じよを前にした自分の声を聞くようで──。

　ラウルが槍やりを腋わきに挟はさみ、ぐっと姿勢を低くした。その蹄ひづめが地を蹴けった瞬しゆん間かん、鋭するどい槍やりの先せん端たんが神父の眼前にまで迫せまっている。

　串くし刺ざしにされるスレスレでどうにか避よけたが、掠かすめた槍やりが頰ほおを裂さいた。

「獣ケダモノの相手をしている暇ひまはないんですけどね……！」

　神父は一足飛びでラウルから距きよ離りを取り、同時に大おお鎌がまをラウルに向かって投げつけた。しかし刃はは避よけられ、地面に深々と突つき刺ささる。

　それを見て、ラウルは申し訳なさそうに肩かたを竦すくめた。

「すみません。武器を手放しても、見み逃のがしてあげるわけにはいかないんです」

「構いませんよ。武器を捨てたわけじゃありませんから」

　──やはり。

　やはり、ラウルには糸が見えていない。

　くぐもった声の質感から推測するに、ラウルの兜かぶとは顔全体を覆おおうものだ。つまり視界は狭せまく、しかも半身が馬であるラウルは自分の足元が見えていない。

　獣けものを捉とらえる罠わなと同じだ。

　糸でゆったりとした円を地面に描えがき、獲え物ものが円に入ったら強く糸を引っ張る。そうすると、足を絡からめ取とられた動物は身動きがとれなくなる。

　ラウルが再び地を蹴ける瞬しゆん間かん、神父は拳こぶしを握にぎり締しめ、大おお鎌がまと指の間に渡わたされた糸をキツく張はり詰つめた。

　糸に後ろ足を取られラウルの体が大きくよろめいたが──さすがに獣けもの堕おちとそこいらの動物とでは、その力も重量も桁けた違ちがいだ。

　勢いで神父の体もいくらか引きずられたが、神父はすかさず地を蹴けって、よろけたラウルの首に腕うでを絡からめて地面へと引ひき倒たおした。

　はずみで兜かぶとが脱ぬげて地面に転がり、そのほっそりとした首が剝むき出だしになる。

「しまッ──！」

「実戦経験は少ないようですね。馬ば上じよう槍やり試じ合あいじゃないんですよ、これは」

　これは勝利宣言だった。

　傭よう兵へいのような獣けもの堕おちが相手ならば話は別だが、ラウルの首をへし折る事くらいわけもない。

　だが。




「そう──これは一対一の試合ではないのですよ、神父」




　何かが鋭するどく風を切る音に混じって聞こえた冷れい酷こくな女の声が、神父の手を止めさせた。

　ラウルの首をへし折る前に避よけなければ、こちらが危ない。

　その判断は一いつ瞬しゆん──神父はラウルから飛とび退のいた。

　鋭えい利りな刃は物ものの切っ先が神父の腕うでを掠かすめ、血の飛沫しぶきがラウルの鎧よろいに降りかかる。

「ああ……残念。腕うでを切り落としてやろうと思ったのに」

　さほど残念がっている風もなく──それでいてこれ以上ない悪意と憎ぞう悪おのこもった声で、女は独り言のように呟つぶやいた。

　この声には聞き覚えがある。

「黒こく竜りゆう島とうの王女……！」

　そう言ってから、神父は嘲ちよう笑しよう混まじりに言い直した。

「ああ──いえ。国を捨てて私し怨えんに走り、外げ道どうに堕おちたのでしたね。では黒こく竜りゆう島とうの魔ま女じよと呼ぶのが正解でしょうか」

「──立ちなさい、ラウル」

　神父の言葉には答えず、王女は静かな声で言う。

　純じゆん粋すいな力比べになれば、人間である神父にラウルを拘こう束そくし続ける事は難しい。

　神父はラウルを拘こう束そくする糸を自ら緩ゆるめ、地面に突つき刺ささった大おお鎌がまを回収した。

　ガシャガシャと騒そう々ぞうしい音を立てながらラウルが立ち上がり、カツカツと何度か蹄ひづめで地面を引ひっ搔かく。

「怪け我がは？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ですから、どうか──」

「隠かくれていろ、とは言わせませんよ。あれはわたくしの獲え物ものです。それにお前に任せていては、下手に慈じ悲ひをかけて簡単に殺してしまいそう」

　王女の言葉に、神父は失笑した。

「ゼロに魔ま法ほうを奪うばわれて、戦う力を失った〝魔ま女じよくずれ〟に一体何ができると？　せいぜい静かに目を閉じて、死を受け入れる事くらいでしょう。眠ねむりながら私に首を落とされた、あなたの師し匠しようと同じようにね」

　神父がアルゲントゥムの事を口にした瞬しゆん間かん、王女の全身の筋肉が緊きん張ちようし、わずかに呼吸が浅くなるのを感じた。

　神父は王女の激高を期待した。

　だが王女が見せた反応は、神父の失笑を真ま似ねした嘲あざけりだった。

「ああ、失礼。ただ、少し憐あわれで。──魔ま術じゆつも魔ま法ほうも知らない浅せん学がくな神父では、可能性にさえ思い至らなかったのでしょうね。〝〈不完全なる数字セストゥム〉の一員となった結果、【ゼロの書】以外の魔ま法ほうを覚えているのではないか〟って」

　それはひどく奇き妙みような感覚だった。

　生物の気配はどこにもない。呼吸の音も、心臓の音も、骨の軋きしみも聞こえない。

　それだというのに、ただ、足音だけが近づいてくる。

　陽の光の中では、神父は敵を目視する事ができない。だがもし今が夜ならば、その異様な光景に言葉を失った事だろう。

　土の塊かたまりが意思を持って立ち上がり、枝の剣けんを手にしたような──そんな異様な戦士の群れが、自分を取り囲んでいる光景に。

「古い文ぶん献けんを漁あさっていたら、泥どろ人にん形ぎように生命を与える魔ま術じゆつについての記述を見つけたのですよ。サナレの死し霊りよう術じゆつと組み合わせれば魔ま法ほうに転用できると考えて、その成果がこの、わたくしのかわいい奴ど隷れい達。個々の力はお世辞にも強いとは言えないけれど、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえすうち、膨ぼう大だいな数になってしまいました。森にもたくさん、泥どろの塊かたまりが転がっていたでしょう？」

　神父は森の中でぶつかった、虫の巣に似た泥どろの塊かたまりを思い出した。

　あれがすべて動き出し、襲おそいかかってくるのだとしたら少々厄やつ介かいだ。

　ふ、と浅く息を吐はき、神父は広い範はん囲いに糸を巡めぐらせた。次の瞬しゆん間かん、のそのそと不気味な足音を響ひびかせていた無数の土人形が弾はじけ飛とび、バラバラと地面に崩くずれる。

　拍ひよう子し抜ぬけするようなもろさだった。

「こんなゴミクズで、一体何が──」

「何ができるか、お前で試させてもらいましょう。細い木の枝で何度も突つけば、屈くつ強きような男も弱るかしら？　動けなくなったら口や鼻に潜もぐり込こんで、息の根を止められるかしら？　それとも逃にげ惑まどう足に絡からみついて、転ばせて、じわじわと嬲なぶれるかしら？　偉い大だいな魔ま術じゆつ師しを殺した罪を悔くいて泣きながら、命いのち乞ごいを叫さけばせる事ができるかしら？　時間はかかるかもしれないけれど、疲つかれを知らない泥どろ人にん形ぎようならいつか達成できると思いません？」

　何より、と王女は穏おだやかな声で続けた。

　周囲を見回すような間を開けて、ふ、と息を吐はいて笑う。

「泥どろ人にん形ぎようは、壊こわしたところで死んだりはしませんから」

　──どうりで、数が減っていないわけだ。

　再び飛びかかってきた泥どろ人にん形ぎようを、神父は叩たたき落おとす。だが砕くだけ散ちった泥どろがうぞうぞと寄り集まり、再び形を成して何度でも飛びかかってくる様は、文字通り切りがない。

　舌打ちを一つ残し、神父は踵きびすを返した。

「あら、逃にげるのですね。思ったより骨のない──ラウル、追いなさい」

　静かに命じて、王女はひらりとラウルの背に飛び乗った。

「姫ひめ様、深追いは──」

「いいえ、ラウル。あれは見み逃のがせばまたわたくしを狙ねらうでしょう。今殺すのが最善なのです」

　ラウルは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、「早く」と促うながされて軽かろやかに走り出す。

　結果的に、ゼロの計画通りの運びになりつつあった。

　無数の泥どろ人にん形ぎようの随ずい伴はん付きではあるが、王女は今、確かに自分の意思で神父を追ってきている。

　あとは無事、王女を罠わなまで誘ゆう導どうできれば計画は成功となるが……もうすぐ、〈学舎〉へ向かう道中にぶつかった、泥どろの塊かたまりの群れに行き当たる。

　あれがすべて王女の泥どろ人にん形ぎようだとするなら、それを突とつ破ぱできるか。──突とつ破ぱできたとして、もたついている間に後ろに追いつかれる可能性が高い。

　王女を殺せば、この泥どろ人にん形ぎようも動きを止めるだろうか？　いや、無数の泥どろ人にん形ぎように追い回されながら、ラウルの背にまたがっている王女を殺すのは難しい。

　何より、神父が逃にげればこうして追ってくるが、追えば逆にラウルは逃にげるだろう。

　確実に殺せる状じよう況きようでないのなら、やはり逃にげて魔ま法ほう陣じんに誘さそい込こむしかない。

　──それまでに、私が殺されなければですが。

　その時だった。

　森全体がざわめくのを感じた。

　泥どろ人にん形ぎようの無機質な気配とは違ちがう、呼吸と心音、小さな足音──。

　普ふ通つうならば嫌けん悪おや恐きよう怖ふを抱いだくだろうその無数の気配に、少なからず安あん堵どした自分を、神父は心底忌いま々いましく思った。

「余計な事を……」

　そうとでも吐はき捨すてなければ、まったくやっていられない。

　またこうやって──自分はあの忌いま々いましいネズミの獣けもの堕おちに救われるのか。

「あれは──一体!?」

「ネズミです。危ないですから、姫ひめ様。頭を低く」

　愕がく然ぜんとして声を上げた王女に、ラウルが落ち着いた声で答えた。神父を追う速度を少し落とすと、その周囲を泥どろ人にん形ぎようが取り囲み、波のように押おし寄よせるネズミの大群の盾たてとなる。

　おかげで神父は、ネズミの群れが泥どろ人にん形ぎように群むらがり、嚙かみ付つき、再生するそばから次々とバラバラにする中を、悠ゆう然ぜんと走はしり抜ぬける事ができた。

　抜ぬけると同時に、木の枝にしがみついて震ふるえている小さな気配に気づき、神父は顔を顰しかめた。

　このいかにも気弱そうな気配の正体こそが、恐おそるべきネズミの大群の元げん凶きようだというのだから、呆あきれるよりほかない。

　神父は狙ねらいをいくつかの枝に定めて糸を絡からめ、力を込めて切り落とした。

「え？　え？　や、や、やぁああぁ！」

　情けない悲鳴とともに、リーリが頭上から落ちてくる。

　走はしり抜ぬけながらその体を受け止めて、混乱して暴れるリーリを荷物よろしく肩かたに担かつぎ上あげた。この状じよう況きようで、まるでゼロを担かつぐ傭よう兵へいのようだとなどと思ってしまい、神父はいっそう不快感に表情を険しくする。

「し、神父様、なんで……！」

「連中があなたに気づかないわけがないでしょう。これだけの事をしておいて、逃にげずにいたら確実に殺されます。まったく──一体何をしにきたんです！」

「た、助けに……？」

「誰だれが獣けもの堕おちなんぞに助けを求めるんですか！　足手まといなんですよ！」

「そ、そんな事ないもん！　リーリ、強いもん！」
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　違ちがう。

　強いのはリーリ本体ではなく、使し役えきしているネズミの大群だ。

　本体を叩たたかれれば一いち撃げきで死ぬだろう事を、この小さな毛玉はまるで理解していない。

　それに何より、ラウルは「ネズミを使し役えきしている何者か」の存在に気づいている。その状じよう況きようでネズミの獣けもの堕おちを見つければ、どんなに鈍にぶくとも「なるほどこれが元げん凶きようか」と思うだろう。

　そして、案の定。

「神父が獣けもの堕おちを使し役えきしているとは面おも白しろい。──まずあれを始末しましょう。そうすれば、この目め障ざわりなネズミも散るでしょうから」

　状じよう況きようをよく理解できていないはずの王女でさえも、そういう結論を下したようだ。

　リーリにもしっかり聞こえたらしく、あうあうと言葉にならない声を上げながら、神父にしがみつく指に力を込める。

　はっきり言って、邪じや魔まだった。

　神父は傭よう兵へいと違ちがって力ちから自じ慢まんではない。リーリがいくら小さいと言っても、子供一人分の重量は十分にあるのだ。

　それを抱かかえて走っては、当然速度は大きく落ちる。

　──ならば自分はなぜ、最初からこのネズミを捨ててこなかったのか。

　捨てろ、今なら間に合うと頭の中で声がした。これは〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官としての声だ。任務を遂すい行こうするのに邪じや魔まな存在は、それが自分を助けにきた恩人だろうと害悪でしかない。

　どちらが正しい？

　このままもろとも殺されるのと、獣けもの堕おち一いつ匹ぴきを犠ぎ牲せいにして任務を遂すい行こうするのと。

　答えは明白だった。

　捨てるのが正しい。

　だというのに、神父は気づいてしまった。背後に迫せまるラウルが、リーリ目め掛がけて槍やりを投げ放った事に。そして自分がリーリを捨てれば、間ま違ちがいなくそれがリーリの命を奪うばう事に。

　咄とつ嗟さに──本当に咄とつ嗟さに体が動いていた。

　リーリを庇かばって体を捻ひねり、その肩かたに突つき飛とばされるような衝しよう撃げきを受ける。

「神父様！」

　リーリが甲かん高だかい悲鳴を上げた。槍やりは急所を外れて神父の肩かたの肉を削そぎ落おとし、地面に深々と突つき刺ささる。

　衝しよう撃げきと激痛によろけて倒たおれそうになるのを、神父はどうにか踏ふみとどまった。

　背後から、王女の楽しげな笑い声が聞こえてくる。

「ラウル、槍やりを回収するのを忘れてはいけませんよ？　ほら、あそこ」

「はい、姫ひめ様」

　まるで狩かりを楽しむ貴族のように優ゆう雅がだが、獲え物ものにされているこちらとしては笑えない。

「ど、ど、どうしよう……！　血、ちが、たくさん、血……！　あの、リーリ、降り……」

「暴れるな！　傷に響ひびく！」

　神父の肩かたから降りようとするリーリを鋭するどく怒ど鳴なり、神父は痛みを意識から遮しや断だんしてどうにか走り続けた。

　痛みだけならば、さほど大きな障害にはならない。問題は出血だった。

　ゼロと傭よう兵へいが待つ魔ま法ほう陣じんまで、もうさほど距きよ離りはない。だが走れば血が早く巡めぐり、出血はより激しくなる。

　全血液量の半分を失うまで死にはしないが、それよりもっと早い段階で体に力が入らなくなる。あのバカみたいに頑がん丈じような獣けもの堕おちの傭よう兵へいならまだしも、人間でしかない神父にはどうあがいても限界というものがある。

　実際、すでに走る速度が大おお幅はばに落ちつつあった。すると泥どろ人にん形ぎように追いつかれて、ますます走りにくくなる。泥どろ人にん形ぎようがリーリを狙ねらってくるものだから、よりいっそうやりにくい。

　ラウルの速度ならばとっくに追いついているはずだった。だが、蹄ひづめの音は一定の距きよ離りを保ったまま、距きよ離りを詰つめる気配はない。

　──なるほど、狩かりですか。

　確かにラウルは慎しん重ちようだ。獲え物ものが完全に抵てい抗こうできなくなるまで、不用意に距きよ離りを詰つめたりはしないらしい。加えて、王女は神父を長く苦しませる事を望んでいる。

　ならば、立ち止まりさえしなければ計画は成功する。神父は口角を吊つり上あげた。

　森を抜ぬけ、開けた場所に出たのはその時だった。

　魔ま法ほう陣じんの中心までは、およそ十五歩。ゼロが〈岩蔵エトラーク〉を発動させるのは、王女を魔ま法ほう陣じんに十分に引きつけてからだ。

　ラウル達は間ま違ちがいなく、神父の後をついてきている。計画の成功はもはや揺ゆるぎないもののように思えた。

「神父様！　後ろ！」

　リーリの警告と、投なげ槍やりが風を切る音と、耳に届いたのはほとんど同時だった。獲え物ものが開けた場所に躍おどり出でて、恰かつ好こうの的になったという事だろう。

　いつもならば避よけられる状じよう況きようだが、まとわりつく泥どろ人にん形ぎようのせいで反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。

「ッ──お兄ちゃん！」

　助けて、とリーリが叫さけんだ。いくらネズミの大群でも、この速度で飛んでくる槍やりを受け止める事はできないらしい。

　だがこの状じよう況きようで傭よう兵へいが助けに出てきたら、罠わなだと気づかれてしまうだろう。

　それは計画の失敗を意味する。

　馬ば鹿かな事を、と神父は思った。傭よう兵へいが助けに出てくるわけがないだろう、と。

　半ば死を覚かく悟ごした神父の耳に、ガキン、と鋭するどい金属音が響ひびいた。すでに神父を貫つらぬいているはずの槍やりの衝しよう撃げきは襲おそってこず、代わりにひどく間ま抜ぬけな声が聞こえてくる。

「あー……やべぇ、出てきちまった」

　それは本当に、〝やっちまった〟と言うような口調だった。
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　こいつは、全部リーリのせいだ。

　俺おれは神父を見捨てるつもりだったのに、リーリが名指しで「助けて」なんて叫さけぶもんだから、ついつい助けに出てきちまった。

　ラウルが投げた槍やりを剣けんで叩たたき落おとして神父を救った俺おれは、客観的に見ても、主観的に見ても格好いいが、ラウルと王女は俺おれの登場に明らかに数歩下がった。

　神父にたかっていた不気味な泥どろ人にん形ぎようどもも、波が引くように離はなれていって王女の周りをぐるりと囲む。

「あなたは……本当に……馬ば鹿か……なんですね……」

　怪け我がのせいか、走ってきたせいか、はたまた俺おれの尋じん常じようならざる馬ば鹿かさ加減への呆あきれのせいか、神父が途と切ぎれ途と切ぎれに俺おれへの最終評価を下す。

　この恩知らずを助けるために計画にヒビを入れたわけだから、確かに俺おれは真しん正せいの馬ば鹿かだ。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん！」

　リーリだけがキラキラと目を輝かがやかせ、興奮して俺おれの名──名前じゃねえけど──を連呼する。

「どうするつもりです……？」

「……ま、どうにかするだろ」

「どうにかって──」

「魔ま女じよがな」

　咄とつ嗟さに飛び出してきただけの俺おれである。

　当然、事前にゼロと何か打ち合わせをしたわけではない。──それでも、茂しげみの方に視線を投げれば、ゼロはすでになんらかの魔ま法ほうの詠えい唱しようを終えていた。

　地面から無数の植物が飛び出してきて、王女とラウルに襲おそいかかる。──だが、ラウルは呆あつ気けに取られたようにその場から動かない。

「ラウル!?　何をしているのです、走って！」

　王女に強く命じられて、ラウルはようやく大きく前足を上げた。体の向きをぐるりと変えて走り出すが、ゼロの魔ま法ほうから逃のがれられるわけもない。無数の植物がラウルの足に絡からみつき、その巨体を引ひきずり倒たおした。

「さすがは稀き代たいの天才魔ま女じよだ。信じてたぜ！」

　俺おれが飛び出した時点で、ゼロが何か手段を講じないわけがない。

　笑って、俺おれは剣けんを手に駆かけ出だした。

　不気味な泥どろ人にん形ぎようどもが、二人を拘こう束そくする植物を切るべく殺さつ到とうするのを蹴け散ちらして、俺おれはラウルの背中に飛び乗った。

「シロ──お前ッ……！」

　王女が憎にく々にくしげに俺おれを睨にらんだ。

「悪いなお姫ひめさん。もうちょっと穏おん便びんにやる予定だったんだが……神父がああなっちまったらこうするしかない」

　そう言って、俺おれは王女に絡からみついている植物を切った。

「姫ひめ様！」

　と、ラウルが悲ひ壮そう感かん溢あふれる声で王女を呼ぶが、俺おれは構わず、奪うばい取とった王女の体を魔ま法ほう陣じんに向かって放り投げる。

「き──きゃぁああぁ!?」

「いいぞ魔ま女じよ！　やれ！」

　俺おれが合図を叫さけぶより前に、すでにゼロの魔ま法ほうは発動していた。

　王女が地面に背中から落下するのと同時に、その四方の土が猛もう烈れつな勢いで盛り上がり、あっという間に王女の体を土の箱に閉じ込める。

　箱の大きさは、およそ宿屋の一室程度──ラウルもろとも押し込める予定だった事を考えれば、王女一人で狭せますぎるって事はねぇだろう。

　泥どろ人にん形ぎようが土の箱に殺さつ到とうし、王女を救い出そうと暴れ始めたが、ゼロが姿を現して軽かろやかに指を弾はじくと、途と端たんにピクリとも動かなくなった。

　魔ま女じよとしての格と年季の違ちがいを感じさせるその仕草に、俺おれは口笛さえ吹いて賞賛を贈おくる。

　するとゼロはそんな俺おれを咎とがめるような目で軽く睨にらみ、

「何が〝いいぞ魔ま女じよ、やれ〟──だ。我わが輩はいに相談もなく飛び出していきおって」

　と文句を吐はいた。俺おれは尻尾しつぽを持ち上げて、肩かたを押おさえて座り込んでいる神父を指す。

「文句なら、俺おれじゃなくてあっちに言えよ。しくじったのはあいつなんだからよ」

　しかしゼロは妙みような顔をして、

「神父はしくじってなどいないぞ？」

　と片かた眉まゆを吊つり上あげる。

　その言葉に、肩かたの傷を押おさえてぐったりしていた神父も、不思議そうに顔を上げた。

「仮にも〈女神の浄火デア・イグニス〉に魔ま女じよを生いけ捕どりにしろなどと命じて、その通りに動くわけがないだろう。神父は王女を殺しにかかるだろうし、そうすれば馬のが全力で抵てい抗こうするはずだ。何より、サナレも王女も馬ば鹿かではない。襲しゆう撃げきに対する備えは想定してしかるべき──すなわち神父は、どちらにせよ撤てつ退たいを迫せまられる事になる。ならば最初から〝殺す気〟でかかった方が、生存率も上がるというものだ。すべて我わが輩はいの計画通り──むしろ、ここまで引きつけてきたのは大だい健けん闘とうだったと言えるだろう」

　ゼロの言葉に顎あごを落としたのは、行動をすべて予測され、まさに予測通りに行動しちまった神父だ。

「あ……あなたはつまり、私には王女を殺せないと……そう、最初から判断して──」

「逆に聞くが、なぜ君は自分一人で勝てると思っていたのだ？　相手は獣けもの堕おちの従者と、才能溢あふれる魔ま女じよの二人組──さらに言うなら、狡こう猾かつなサナレが不在中の備えをしていないわけもない。最初から、神父一人でどうこうできる相手ではなかったのだ。いくら〈女神の浄火デア・イグニス〉が、魔ま女じよと単たん騎きで戦う訓練をされていたとしてもな」

　呆ぼう然ぜんとするしかない神父に肩かたを見せろと短く命じて、ゼロは神父の傷を〈癒手コーディア〉で治ち療りようする。見る間に傷が塞ふさがって、神父は安あん堵どとも嘆なげきともつかない深いため息を吐はいた。

「じゃ、神父がここまでラウルとお姫ひめさんを引っ張ってこれなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「神父が倒たおれればネズミのが動くだろうし、そうすれば傭よう兵へいも動くだろう、ならば我わが輩はいも状じよう況きように応じて手段を講じる──まさに、つい先ほどのようにな」

「すごい！　臨機応変！」

　リーリ、お前意外と難しい言葉知ってんな。

　俺おれは「無計画」って表現したいけどな、この場合。

　いやまあ……結果的に上う手まくいったんだから、なんだっていいんだけどよ。

「何か言いたい事でもありそうだな、傭よう兵へいよ」

「いやいやいや別に何もございませんとも。それよりラウルはどうすんだ？　今いま更さらお姫ひめさんと一いつ緒しよに閉じ込めるのは無理だろう？」

　俺おれは植物に縛しばり上あげられ、身動きできずにいる馬の獣けもの堕おちに顎あごをしゃくる。

「殺せばいいじゃないですか」

　と冷たく言い放った神父に、ゼロは呆あきれた視線を送った。

「馬ば鹿かを言うな。一番の功労者を捕つかまえて、感謝こそすれ殺すなど」

　俺おれは笑った。

「確かに、神父に怪け我がさせたって事を考えりゃ功労者だな」

「そうではない」

　神父に対するのと同じように呆あきれた口調で否定され、俺おれはむっとして口を閉じる。

　賢かしこいラウルはもがいても無む駄だだと悟さとったのか、じっと地面に伏ふせて、俺おれ達の出方をうかがっているようだった。

　柔にゆう和わな顔立ちを緊きん張ちようでこわばらせ、怯おびえた目をしてじっとこちらを見つめるラウルに、ゼロは静かに歩み寄った。

「……サナレが戻もどってきて、この状じよう況きように気づいたら姫ひめ様を殺そうとします」

「そうならないために、ああして王女を結界に閉じ込めた。我わが輩はいはあれの師である、魔ま術じゆつ師しアルゲントゥムに王女を託たくされた。サナレごときに殺させはしない」

「ですが……！」

「ラウル」

　──珍めずらしく、ゼロが他人の名を呼んだ。

　ラウルばかりが、俺おれまではっとしてゼロを見る。

　ゼロはその場に膝ひざを突つくと、子供にそうするようにラウルの髪かみを撫なでた。

「よくぞ王女をここまで連れてきてくれた。我わが輩はいを信じた君を、我わが輩はいは決して裏切らない」

「……はぁ？」

　ラウルが王女を連れてきた？

　そりゃ、確かに王女を背中に乗せてたのはラウルだが、ゼロの口ぶりはまるで、ラウルが俺おれ達の計画を知っていたかのようだ。

　俺おれが疑問をたたえた目でゼロを見ると、ゼロは笑って俺おれを見上げた。

「どこかの時点で、馬のは計画の影かげに我わが輩はい達を見たのだろう。そして馬のは、王女の従者であってサナレの手下ではない。王女を救うのに従うべきは、サナレか我わが輩はいか──答えは明白だ。だから馬のは神父をあえて深追いしたし、我わが輩はいの〈蔦籠カプラタ〉から逃のがれる事に、わずか一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。しかもすべて、我わが輩はい達がしくじった時、決して疑われない範はん囲いでな」

「そうなのか!?」

　俺おれが聞くと、ラウルは疲つかれたような曖あい昧まいな笑みを浮うかべる。

　明確な答えはなかった。

　ただ──。

「前にラテットで、みなさんがネズミの獣けもの堕おちを連れているのを見たので……動物の言葉は、僕ぼくも分かりますし」

　え、とリーリが驚おどろきの声を上げる。

「うそ、うそ……だってみんな、そんなの言ってなかったし……！」

「分からないふりをしてましたから」

　えー、とリーリが不満げな声を上げる。

　無理もないが、どうもリーリはラウルにかなり反感を持っちまったらしい。

「じゃあ、最初から全部分かってたって事か？　俺おれ達がお姫ひめさんをここにおびき出そうとしてる事も？」

「全部というほどでは……みなさんが姫ひめ様をどう扱あつかうつもりか測りかねていましたし……それに、神父様は姫ひめ様を殺す気でした。みなさんが味方だという確信はなかったです。なので、みなさんが敵でも、神父様さえ殺せれば……とは、思っていました」

　これについては神父の自じ業ごう自じ得とくなので、特にラウルを責める気はない。

　神父は王女にとって師し匠しようの仇かたきだし、王女がサナレの手下になったのは、神父と教会への憎にくしみが原因だ。

「さっきの槍やりで神父様を殺せていたら、僕ぼくはそのまま逃にげ去さったでしょう。ですが、傭よう兵へいさんが出てきた時点で、神父様を殺せる可能性はなくなりましたから……」

　そのまま逃にげれば、王女は今までどおりサナレの手下に戻もどるだけだ。だからゼロが〈蔦籠カプラタ〉を使った時、生いけ捕どりにする気なのだと察して逃にげるのを躊ちゆう躇ちよしたらしい。

「わざと捕つかまったつもりはなかったんですけど……似たようなものかな。確かに僕ぼくは、誰だれかが姫ひめ様をサナレから救ってくれること期待していました。きっと姫ひめ様は怒おこるでしょう。──でも僕ぼくは姫ひめ様に憎にくまれても、姫ひめ様を守りたいんです」

　どこかの犬面狼おおかみに、爪つめの垢あかでも煎せんじて飲ませてやりたい忠臣ぶりだ。

　ラウルに抵てい抗こうする気はないと見て、ゼロはラウルを蠢うごめく植物から解放してやる。ラウルはすぐさま立ち上がり、王女が閉じ込められている土の箱へと走り寄った。

「空気穴はあるんですか？　姫ひめ様、窒ちつ息そくしませんよね？」

　ラウルは土の壁かべに耳をつけて、中で暴あばれ狂くるっているだろう王女の声をじっと聞く。

「空気穴はないが、心配せずとも窒ちつ息そくする前に片かたをつける。さあ、サナレを罠わなにはめる最終準備に取とり掛かかるぞ。君が協力してくれるのなら、成功率は極きわめて高い」

「協力と言っても、僕ぼくにできる事なんて道案内くらいしか……」

「いるだけでいいのだ、いるだけで。我わが輩はいは今から王女の身代わりを作る。その傍かたわらに君が侍はべっていれば、サナレはそれが本物の王女だと疑いもしないだろう。さあ、急ぎ〈学舎〉へ向かうぞ。神父はここで待機していろ」

　神父は両りよう腕うでを軽く掲かかげて、

「喜んで」

　と不ふ機き嫌げんそうに答える。

　傷は治っても、流した血はそう簡単に戻もどらない。今の状態の神父を連れて行っても足手まといだ。

「ネズミのは、神父が王女を殺さないよう見張っていてくれ。──なに、少々駆く除じよに手間がかかる害虫を潰つぶしに行くだけだ。少し時間はかかるだろうが……」

　そうだな、とゼロは一いつ瞬しゆん考え、

「遅おそくとも、昼食までには戻もどれるだろう」

　と、まるで散歩に行くような気軽さで宣言した。










【幕まく間あい　外側の世界】










　時は少し遡さかのぼる。

　クレイオン共和国──聖都アクディオス。

　その領主である聖女フェーリアのもとに、教会からの手紙が届いたのは、ウェニアス王国の坑こう道どうが崩ほう落らくしてからすぐの事だった。

「まったく、穏おだやかじゃない話だな。教会騎き士し団だんの連中が、ウェニアス王国との全面戦争に向けて癒いやしの聖女の参戦を要よう請せいしてる。そして教会上層部としては、是ぜ非ひ聖女様の奇き跡せきで兵士どもを鼓こ舞ぶしていただきたいらしい」

　上質な羊よう皮ひ紙しに、高級なインクで綴つづられた手紙は、ご丁てい寧ねいにも主教の封ふう蠟ろうで届いた。これを撥はね除のければ、聖女認にん定ていを受けたフェーリアであっても叱しつ責せきは免まぬかれない。

　窓まど際ぎわに腰こし掛かけて、凶きよう悪あくな鉤かぎ爪づめに挟はさんだ手紙をひらひらとさせながら、鷹たかの獣けもの堕おち──カルは翼つばさを軽く開いて閉じた。

「そうなの？　じゃあ、支し度たくしなくちゃ」

　柔やわらかなベッドに半身を起こし、カルの言葉におそろしくあっけらかんと答えたのは、聖女フェーリアその人だ。

「おい、お前ちゃんと分かってるのか？　戦争に出てこいって言われてるんだぞ？」

「いくらわたしが馬ば鹿かだって、それくらい分かってるわよ。だけど、主教様からの手紙を無視する事はできないじゃない」

「言い訳はどうとでもでっち上げられる。具合が悪いとかなんとか言ってな」

「でも、わたしが行けば、戦争で傷ついた人を助けられる。──そうでしょう？　アクディオスには有能なお医者様がたくさんいるけど、戦争になったらきっと人手が足りないわ」

「それでも、賛成はできないな。お前が教会の兵士を治ち療りようしてると知られたら、ウェニアスの連中は全力でお前を殺そうとする」

「もう、過保護なんだから」

　フェーリアはわざと拗すねたような表情を浮うかべてみせると、たっぷりとした薄うす緋ひ色いろの髪かみを耳にかけ、見せて、と言って手を伸のばした。

　過去に起こした奇き跡せきの影えい響きようで、フェーリアは足が動かず、目も見えない。

　だが最近、少しずつ視力が回復しつつあった。まだ人の介かい助じよなしでは動けないが、それでもフェーリアはいろんなものを見たがった。

　手て渡わたされた手紙に顔をほとんど付けるようにして、うーん、と不満げな声を上げる。

「──だめね。紙に黒い線が引いてあるようにしか見えない」

「それでも、何も見えなかった頃ころに比べりゃはるかにマシだ。少しずつ良くなってる。だからきっと、いつか足も動くだろ」

　明るく言って、カルはフェーリアのそばに腰掛ける。フェーリアはそんなカルに手を伸のばし、すべすべとした鳥の羽をそっと撫なでた。

「……ウェニアス王国にはトーレス様もいるのよね？」

「それだけじゃない。近きん隣りん国家のお偉えら方がたが捕つかまってる。おかげで、教会に賛同すべきか、それとも魔ま女じよに寝ね返がえるべきか、判断できずに困ってる小国が片手じゃ足りん」

　魔ま女じよにつくか、教会につくか──それを見み極きわめるべく、各国の権力者がウェニアス王国で開かれた建国記念の祭りに出向いたのだ。

　だというのに、持ち帰るべき情報も得られぬまま、教会とウェニアス王国は戦争状態に突とつ入にゆうした。

　多くの小国は、大国の動きを見て舵かじを切る。

　ここで聖女フェーリアが教会の要よう請せいに応じれば、クレイオン共和国は教会についた形になる。──それは、次期元首と噂うわさに名高いトーレスの考えに即そくしているのだろうか。

　フェーリアは政治に明るくない。

　だがフェーリア自身も、聖女という肩かた書がきを得ているだけの魔ま法ほう使つかいである。

「……ねえ、カル。カルは空を飛べるわよね」

「鳥だからな」

「じゃあ……もしかして、カルならウェニアス王国に行けるんじゃないかしら？」

「何!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声で聞き返したカルに、フェーリアは穏おだやかに微ほほ笑えみかける。

「無理だ無理無理！　飛んで山を越こえるってのがどんだけ大変か分かってないだろ！　空の上は風が強いし、山の周りなんて気流が乱れて、下手すりゃ山に激げき突とつだ」

「けど、鳥はみんな山を越こえて飛ぶでしょう？」

「いや、だからそりゃ上じよう昇しよう気流を捕つかまえて上う手まい事やってるからで……！」

「無理なの？」

　うぐ、とカルは言葉を詰つまらせた。

　いかにも落らく胆たんしたようなフェーリアの表情に、どうしてか自分が意地悪をしているような気になってくる。

「ごめんなさい。軽い気持ちで言っちゃって……トーレス様と少しでも連れん絡らくが取れれば安心するかなって、そう思っただけだから」

　最初、トーレスはフェーリアを嫌きらっていた。トーレスが雇やとっていた庭師とその娘が、フェーリアのせいで命を落としたからだ。

　だがフェーリアが自分の罪を自覚し、聖女として──あるいは守護の章の才能を持つ魔ま法ほう使つかいとして振ふる舞まうようになってからは、トーレスはフェーリアの良き後見人だった。

　トーレスが無事かどうか、という情報は確かに欲しかった。そしてもし接せつ触しよくできるなら、彼から得られる情報はクレイオン共和国の今後を決める。

　カルはしょんぼりとしているフェーリアを見下ろし、天てん井じようを見上げた。

「……不可能ってほどじゃない」

「──え？」

「ウェニアスの情報は教会だって欲しがるだろうし……徒歩で山を越こえるよりは、俺おれが飛んだほうが早いし確実だ」

「でも、危ないんでしょう？」

「誰だれかさんを助けるために、燃える屋や敷しきに突つっ込こむほどには危険じゃないさ。お前がもうちょい軽ければ、墜つい落らくもしなかったかもな」

　冗じよう談だんめかして笑ったカルに、フェーリアは子供のようの頰ほおを膨ふくらませる。

「いじわる……！」




　その日のうちに、カルはウェニアス王国へと飛んだ。空からはいろんなものがよく見える。

　ウェニアス王国を囲む教会騎き士し団だんは、総勢八万人。

　当然、その数の兵士を食わせるだけの食糧が必要だが、短期決戦を決めて大群を送り込んだ教会騎き士し団だんには長期戦に対する備えがない。

　早さつ急きゆうに坑こう道どうを開通させる必要があったが、気位の高い教会騎き士し団だんは「我々に坑こう夫ふの真ま似ね事ごとなどできるわけがない」と言って開通作業には手を貸さない。

　すると近きん隣りんの国家から人員を雇やとい入いれて坑こう道どう開通作業に当たらせる事になるが、そうするとますます多くの食糧が必要になってくる。

　もちろん教会は金を持っているし、民からの寄付もある。飢うえない程度に食糧の補給は行われるが、人間、支給される食糧だけで満足できるわけもない。

　そこで、教会騎き士し団だんの野営地を中心に店が集まり始めた。商人が寝ね起おきする急ごしらえの家が作られ、旅人のための宿屋ができた。その、村とも呼ぶべき人間の集合体を、人はフルウィネスカと呼ぶ。意味は〝魔ま女じよの絞こう首しゆ台だい〟──実に、ふさわしい名めい称しようだ。

　東西南北にあるすべての坑こう道どうで同じように村ができ、きたるべき魔ま女じよとの戦いに備えてさまざまな魔ま除よけの装備が作り上げられているという。

　坑こう道どうの崩ほう落らくから、まだ月が一周りもしてない。




　──にもかかわらず、世界は目まぐるしく変化していた。
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　その日、王都プラスタ──否、ウェニアス王国全土に激げき震しんが走った。

　ゼロ達が王女アムニルを〈岩蔵エトラーク〉に閉じ込める前夜。

　十三番が使つかい魔まを放ち、作戦の決行を伝える少し前。

　町のパン屋が窯かまの火を落とす夜に、行方知れずだった王子が王城の門を叩たたいたのである。

　あたかも、少し視察に出ていたよ、とでも言うような気安さで。

「殿でん下か──いや、陛へい下かのご帰き還かんだ！　王が城にお戻もどりになられた！」

　この知らせを受けて、一番驚おどろいたのはアルバスだった。

　十三番に監かん禁きんされていたはずの王子が、なぜ、どうして戻もどってくる事ができたのか。十三番はどうなったのか。隙すきを見て逃にげてきたのなら、すぐに警備を強化しなければ。

　すでに寝ね支じ度たくを整えていたアルバスは、慌あわてて〝辛かろうじて失礼でない程度〟の身み支じ度たくを整えると、王子が待つ執しつ務む室しつへと急いだ。

　長い廊ろう下かを走って進み、扉とびらに張り付いて中の様子をうかがう使用人を押おしのけて、先王が倒たおれてから使われる事のなかった〈思惟しゆいの間〉──すなわち王の執しつ務む室しつへと飛び込む。

「殿でん下か！」

「──〝陛へい下か〟だよ、アルバス」

　飛び込んで開口一番、面おも白しろがるような穏おだやかな声に迎むかえられて、アルバスははっとして足を止めた。

　その姿は、アルバスより先に駆かけつけていた多くの臣下に囲まれて、視界には入らない。

「アルバス。こちらへ」

　その言葉と同時に、王子を──王を取り囲んでいた臣下がさっと退き、アルバスはひどく懐なつかしく思える青年と正面から向かい合った。

「陛下……ご無事で何よりです。よく、お戻もどりに──」

　数歩王に近づいて、アルバスは突とつ如じよ背筋に走った悪お寒かんに表情をひたと凍こおりつかせた。

　王の近くに魔ま術じゆつ師しがいた。──見た事もないほど美しい、息を吞のむような美男だ。

　腰こしまで伸びた長い髪かみは銀糸のようで、窓から差さし込こむ月明かりにキラキラと輝かがやいている。

　報告に上がっていた、魔ま法ほう使つかいを集めて反乱を目もく論ろんでいるという魔ま術じゆつ師しは、一度見れば決して忘れないほどの美男だという。

　きっとこれほどの美しさなら、誰だれもがそう評するだろう。

　では、なぜ、王はそんな魔ま術じゆつ師しを連れて城に戻もどったのか──いや、いいやそれよりも。

　アルバスはこの魔ま術じゆつ師しが誰だれだか知っていた。

　その手にある巨きよ大だいな杖つえを見なくとも、この粘ねばりつくような、不気味でおぞましく、総毛立つような魔ま力りよくの気配に相対すれば嫌いやでも分かる。

「……なんで、ここに──」




　十三番が、いるのだ。




　そう言葉にしないだけの分別が、アルバスにもまだあった。

　王を取り囲む臣下達は、顔面蒼そう白はくで立たち尽つくしているアルバスを不ふ審しんげに見るばかりだ。

　王は穏おだやかに微ほほ笑えむと、

「はずしてくれ。アルバスと話がある」

　と、ほかの臣下を有う無むを言わせず退室させた。

「……脅おどされているんですか？」

　最後の一人が部屋を出て、しっかりと扉とびらが閉まるのを確かく認にんしてから、アルバスは出だし抜ぬけに言った。

　王が十三番を連れて城に戻もどるなど、ほかに理由が考えられない。

　きっと十三番は王子を脅おどして城へと戻もどり、またこの国を乗っ取ろうとしているのだ。臣下の目を欺あざむくべく、ご丁てい寧ねいに姿形まで変えて。

　だが、王の答えは否だった。

「少し城を離はなれている間に、不幸な行いき違ちがいがあったらしい。だから改めて言うけれど、私は自分の意思で今まで城に戻もどらなかった」

「ですが、先王が身み罷まかられて玉座は空席になりました！　王がいなければ国は立ち行きません。だから僕ぼくは、お戻もどりくださいとお願い申し上げた！」

「暗殺の危険があるから戻もどれないと、君も理解していたと思うのだけどね。最後に残った王族である私が死ねば、ウェニアス王国はおしまいだ。本来であれば、まだ戻もどるべきではないとすら思っているよ。そう……君が教会と戦争なんかを始めたりしなければ」

　王がアルバスを見る目は、ひどく冷たく、鋭するどかった。

　途と端たんに、胃の奥おくに石を詰つめ込こまれたような不快感がアルバスを襲おそう。

「……戦争は……だって……どうせ、いつかは……」

「〝いつか〟起こるのだから〝今〟起こせばいいなどというのは、まるで十年後には死ぬのだから今死ねばいいと言っているようなものだと思わないか、アルバス」

「いいえ、陛へい下か！　いつか起こる大きな戦争に向けて、今こそ小さな戦争を起こすべきでした。それで敵と味方が明確に見分けられる。この小さな戦争で我々についた国家と結束を強め、我々にそむいた国家の権力者を人ひと質じちに使えば──」

「教会との戦争に勝てる？　この小さな国が？」

　王の失笑に、アルバスは怯ひるんだ。

　こんな笑い方をする男だっただろうか。アルバスが知っている王は──まだ王子だった頃ころの青年は、死んだ先王と同じく穏おだやかで、聡そう明めいで、優やさしかった。

　十三番が城に入り込んだ時、真っ先に魔ま術じゆつを学び、魔ま法ほうを覚えたのはこの男だったと聞いている。

　魔ま法ほうの才能に秀ひいで、先王に魔ま女じよとの共存を強く進言してくれたのもこの男だ。

　アルバスはこの男が好きだった。

　先王と同じくらい好きだった。

　それなのに。

「さっき騎き士し団だん長ちようから報告を受けたけど、君が〈許可〉を出した魔ま法ほう使つかいの数は、この一年で五十人──うち三十人は、もともと魔ま術じゆつを学んでいた古き魔ま女じよだ。残りの二十人は、もと〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉。そのほとんどは警備や治安維い持じに割かれていて、戦争ができるような魔ま法ほう軍ぐんとは言いがたい。試験段階の獣けもの堕おちを使った警備も問題が多いようだし──地下には聞くもおぞましい家か畜ちく小屋があるそうじゃないか」

　王は手にした羊よう皮ひ紙しの束をバサバサと振ふりながら、淡たん々たんとした口調でアルバスを責めた。

　その背後に立つ十三番は、相変わらずの無表情で、何を考えているのか分からない。

　アルバスは唇くちびるを震ふるわせ、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「理由が……あります……すべての行動に、理由と目的が……」

「分かっているよ。ただ、その理由がお粗そ末まつなんじゃないかな、って話。敵と味方を見み極きわめるために、小規模な戦争を──か。もっともらしく聞こえるけど、私としては〝そんな手段を使わなければ敵と味方も見分けられないのか？〟と言いたいね」

「それは──！」

「言い訳は聞かないよ、アルバス。私は結果を重視する。私が城に残っていたら、こんな事態を許しはしなかっただろう。なぜ十三番の言葉に従わなかった？　どうして彼を疑って、あまつさえ殺そうとしたんだ。一体誰だれの入れ知恵だ？」

「入れ知恵なんかじゃない！　全部自分で考えたんだ！」

「それなら、君を処しよ罰ばつするしかないね」

　ああ──。

　そうかと、アルバスは気づいた。

　十三番の弟子であった男が、自分の意思で、十三番を連れて王として城に戻もどったのだ。ならばもう何を言っても、王はアルバスの言葉を受け入れてはくれないだろう。

　つまり自分は、十三番に負けたのだ。

「僕ぼくを……処しよ刑けいするんですか……？」

「処しよ刑けいだって？」

　驚おどろいたように聞き返し、王は明るい笑い声を響ひびかせた。どうしてかそれが嘲ちよう笑しようのように聞こえて、アルバスはかっと赤くなる。

「君を処しよ刑けいして何になる？　結界が消えて、余計厄やつ介かいな事になるだけじゃないか」

「あぁ、そう……だったら永久幽ゆう閉へいとか？」

　アルバスの問いは、ほとんど挑いどむようだった。

　王はそんなアルバスの態度を咎とがめもせずに、「どうだろうね」と穏おだやかに返す。

「まあ、今重要なのは君の処しよ遇ぐうよりも教会への対応だ。どうすれば教会との正面衝しよう突とつを避さけられるかだけど──幸いな事に、逃げ道は結構ありそうだな。トーレスに協力してもらえれば、教会との穏おん便びんな接せつ触しよくの足がかりができるかもしれない」

「陛へい下か！　僕ぼくは──！」

「──君ならどうする？　十三番」

　アルバスの言葉を遮さえぎって、王は十三番に声をかけた。

　十三番の目が、初めて真まっ直すぐにアルバスを見る。

　その口から発せられるどんな言葉も聞きたくなくて、アルバスは〈思惟しゆいの間〉を飛び出した。

　王はアルバスを止めもしない。

　いらないのだ、もう。アルバスの事など、王は必要としていない。




　──君の処しよ遇ぐうよりも教会への対応だ。




　まるで、子供のしでかした失敗の尻しり拭ぬぐいをするような反応だった。

　決死の覚かく悟ごで引き起こした戦争だった。悩なやみ抜ぬいて、考かんがえ抜ぬいて、迷まよい抜ぬいての決断だった。それを、王はまるで「どうとでもなる小さな失敗」とでも言うようだ。

　自分がひどく矮わい小しような存在に思えた。自分に見えている世界がおそろしく小さく、自分の理解が及およぶ範はん囲いが信じられないほど狭せまく感じられる。

　自分が間ま違ちがっていたのか？

　敵と味方を見分ける事が目的だったのに、気づけば周りに味方がいない。

　どうすれば良かったと言うのだ。

　何が正解だったと言うのだ。

　涙なみだが溢あふれて止まらず、敗北感と無力感で押おし潰つぶされそうだった。

「ッ──うわ！」

　自分の足元を睨にらみながら、早足で歩いていたアルバスは、何者かにぶつかって足を止める。顔を上げると、白い狼おおかみの獣けもの堕おち──ホルデムが、心配そうにアルバスを見下ろしていた。

「お嬢じようさん？　陛下のところに行ったんじゃ──」

「うるさい！　お前には関係ないだろ！」

　わけもなく腹が立って、アルバスはホルデムを突つき飛とばした。気き迫はくに怯ひるんで数歩下がったホルデムを押おしのけて、アルバスは走り出す。

「お嬢じようさん!?　どうしたってんだよ突とつ然ぜん……！」

「ついてくるな！　お前だって僕ぼくの事、おばあちゃんと比べて馬ば鹿かにしてるくせに！」

　アルバスを追おうとしたホルデムの足が、その言葉でぎくりと止まる。

　そうとも、ホルデムがアルバスの世話を焼くのは、本来の主人である偉い大だいなるソーレナに頼たのまれたからだ。

　孫を頼たのむと託たくされて、だから嫌いや々いやアルバスの命令を聞いている。アルバスが何かわがままを言うたびに、ホルデムはいつもうんざりしたような顔をした。これがソーレナの直系かと、呆あきれて落らく胆たんするように。

　何度も「もう自由になっていい」と言っているのに、ホルデムはソーレナへの忠誠心から、決してアルバスを見捨てない。

　アルバスはそれが嫌いやだった。ソーレナの直系である事でしか自分の価値を示せない、そんな自分が嫌いやで仕方がない。

　だから必死で努力したのだ。──なのに、どうして。

「おばあちゃん……おばあちゃん……！」

　ぐしぐしと涙なみだを拭ぬぐいながら、アルバスは城を飛び出して森へと駆かけ込こむ。

　その足は、自然といつもの隠かくれ家がに向いていた。




〈思惟しゆいの間〉でアルバスを見送った王──ナナはやれやれと息を吐はき、疲つかれを帯びた表情で手にした羊よう皮ひ紙しの束を書しょ卓たくに置いた。

「城に戻もどった途と端たん、臣下達が目の色変えてありとあらゆる報告を上げてくるんだから、先王の死を悼いたむ暇ひまもありやしない。つい昨日までアルバスがこの立場にいたのかと思うと、もっと早く戻もどってくるべきだったとすら思うよ」

「詠よみ月つきはそれをこなせるだけの能力を持っていた。アレは賢かしこく優ゆう秀しゆうだ。強い意思と勇気もある。本来であれば──な」

　十三番の言葉に、ナナは軽く肩かたをすくめる。

「まったく、君のアルバスに対する評価の高さときたら、嫉しつ妬とすら抱いだくよ」

「それゆえ、精神の未熟さを考こう慮りよしなかった。……これは私の失態だ」

　過去、アルバスは十三番がどれほど揺ゆさぶりをかけても揺ゆらがなかった。十三番に協力するくらいならば火か刑けいを選ぶ──それほどの強さが確かにあった。

　そのアルバスの心に入り込み、無能を演じさせる者が現れるなど、十三番はまるで想像もしなかったのだ。

　これは十三番の慢まん心しんだった。自分にできなかった事をできる者が、そうそういるはずがないと思い込んでいた。──こと、他人の心を揺ゆさぶり、騙だます事に関しては。

「その失態を取とり戻もどすために、君はここにいるんだろう？　アルバスは今までの行動を私に否定され、唯ゆい一いつ縋すがれる者のところに逃げ込むはずだ。君はそれを追い、引きつけ、のちに解放してゼロ達に託たくす。──しくじってくれるなよ、十三番」

「無論だ」

　短く答えて、十三番は長い外がい套とうを翻ひるがえし、アルバスを追って歩き出した。そのあまりにもそっけない後ろ姿を、ナナは悪戯いたずら心ごころに呼び止める。

「暗殺される危険がある弟子に対して、一言〝気をつけろ〟くらい言えないのか？　君がゼロとアルバス以外に興味がないのは知ってるけれど、心配するふりだけでもして欲しいものだね」

「心配などするくらいなら、貴様を城に戻もどしはしない」

　それだけ言い残して、十三番は足も止めずに〈思惟しゆいの間〉を後にする。

　ナナはしばし目を瞬またたき、立ち去った十三番の見えない背中をじっと見る。

　それからふふと笑って、背もたれに深く背を預け、体ごと天てん井じようを仰あおいだ。

「賛辞として受け取っておくよ、師し匠しよう。それも、最大級のね」

　そして、立ち上がる。

　アルバスは馬ば鹿かではない。何者かにたぶらかされて馬ば鹿かをやらかしてはいるが、あらゆる状じよう況きようを考こう慮りよした〝逃にげ道みち〟が周しゆう到とうに用意されている。

　本人には決して言えないが──その周しゆう到とうさに、少しだけ十三番の影かげを見た気がした。





２






　ウェニアス王国の大半は、手つかずの森だった。

　一部は狩しゆ猟りよう林りんとして猟りよう師しに開放され、一部は保護森として立ち入りを厳しく制限されている。

　そして十三番は今、王都プラスタにほど近い保護森の只ただ中なかで立たち尽つくしていた。

　アルバスを追って城を出て、その気配をたどってしばらく森を歩くと、突とつ然ぜんふっつりとその気配が途と絶だえて消えた。

　魔ま力りよくをたどろうとしたが上う手まくいかず、まるでこの世から消え果てたように、気配の欠片かけらも見つからない。

　闇やみ雲くもに数歩歩いて、きた道を無意識に引き返そうとしている自分に気づいた時、十三番はすべてを理解した。

「──やはり、ここか」

　予想はしていた。アルバスの心の拠より所どころとなる場所が、ソーレナの隠かくれ家が以外にあるはずないと。だが実際に直面してみると、これはひどく厄やつ介かいだった。

　ソーレナの隠かくれ家がは、救いを求める者を導き入れる。だが救いを必要としない者は、何なん人ぴとたりとも隠かくれ家がに近づく事はできなかった。

　それは、ソーレナの張った〝生きた結界〟だった。

　数百年の時をかけ、森の成長とともに複雑さと力を増したその結界は、もはや知覚する事もできない粋いきに達している。力ちから技わざで森を吹き飛ばしたところで、結界の範はん囲いだけが〝知覚されないまま残る〟──そういう領域のものだった。

　ウェニアス王国が山脈に閉ざされていた頃、陸路の中心として世に知られるはるか以前より、ソーレナはこの森に住んでいたという。

　ソーレナの森が王都の近くにあるのではない。ソーレナの森の近くに町ができ、それが王都になったのだ。それほどに、ソーレナという魔ま女じよはウェニアス王国の要かなめだった。

　ソーレナが死してなお消える事のない結界は、まるで肉体など、彼女にとっては魂たましいの飾かざりにすぎないとでも言うようで、十三番はかの古き魔ま女じよへの畏い怖ふと畏い敬けいの念を強くする。

　今もこの森に、確かにソーレナの気配が感じられた。

　この森は、その偉い大だいな魔ま女じよの聖域だ。

　──だが、そこに潜もぐり込こんだ害虫がいる。

　それを駆く除じよしなければならない。

「私の声が聞こえるか、偉い大だいなるソーレナ」

　呼びかけに応える声はなく、わずかな葉は擦ずれの音だけが、囁ささやき声ごえのように夜明け前の暗い森に広がっていく。

　十三番は杖つえを地面に突つき立たてて、残された右みぎ腕うでを空くうに捧ささげ伸のばした。

「私がこの森にふさわしくない事は承知のうえで冀こいねがう。どうか、私をお前の直系のもとへと導いてほしい」

　柔やわらかな風が、十三番の指先を掠かすめていった。

　背中を押おされた気がして、十三番は歩き出す。足元に赤い花が落ちていた。──吹いた風で落ちたのだろう。

　顔を上げると、森の中に赤い花が点々と落ちている。それは森から離はなれる方向に向かって、十三番を導いているようだった。

　十三番は赤い花をたどって歩いた。

　するといくらも歩かないうちに、赤い花でできた道の向こうから、何者かが駆かけてくるのが見える。

　人ひと影かげは十三番からかなり離はなれた位置で足を止め、軽く鼻をヒクつかせて低く唸うなった。

「……顔は違ちがうが、臭においで分かるぜ。てめぇ、十三番だろ」

　それは白い毛並みの、狼おおかみの獣けもの堕おちだった。アルバスの従者にして、城の正せい規き騎き士し──名はホルデム。

「詠よみ月つきの下げ僕ぼく……か」

「ソーレナの下げ僕ぼくだ」

　間ま違ちがえるなとばかりに、ホルデムは吐はき捨すてた。

「お嬢じようさんの様子がおかしいと思ったら、てめぇが原因か。お嬢じようさんに何をした！」

「ソーレナの隠かくれ家がへ」

　質問には答えず、十三番は要求を口にする。

　途と端たんにホルデムは威い嚇かくするように顔を顰しかめ、ふと足元の赤い花を見て力を抜ぬいた。

「……ソーレナは、森に入った俺おれを呼よび戻もどす時、いつもこうして花を落とした。そんでその花が今、あんたの周りを囲んでる」

　言われて、十三番は初めて自分の足元を見た。

　十三番の足元だけが、花で絨じゆう毯たんでも作ったように真っ赤に染まっている。

「──気づいていたのか。ソーレナの魂たましいに」

　十三番の言葉に、ホルデムはぺたりと耳を伏ふせる。

「これでも、魔ま女じよの下げ僕ぼくをやって長い。だが、こんなにはっきり〝いる〟って分かったのは初めてだ。そこまでして、ソーレナは俺おれをあんたのところに連れてきたかったらしい」

「殺させるために？」

　ホルデムは笑った。

「ソーレナは、俺おれに戦えと命じた事は一度もない。ましてや、格上相手に散ってこいなんて言うわけがない──ついてこい。俺おれはあんたが嫌きらいだが、ソーレナが案内を望んでる」

　淡たん々たんと言って、ホルデムは十三番を追おい越こして歩き出した。

　そんなホルデムの頰ほおを、風がなでるように吹ふき抜ぬけていく。ホルデムはそんな風を、懐なつかしげに視線だけ追いかけた。

「……お嬢じようさんを殺すのか？」

　森の中を迷いなく歩きながら、ふとホルデムが聞いた。

　答えなくても、ホルデムは案内をやめたりはしないだろう。分かっていたが、十三番は答えていた。

「いいや」

「じゃ、塔とうに永久幽ゆう閉へい？」

「いいや」

「──お咎とがめなし、か？」

「……いいや」

　主席魔ま法ほう使つかいの座は退かざるを得ないだろう。サナレの介かい入にゆうがあったとは言え、アルバスは自分の意思で教会との戦争を決めた。

　たとえどれほど正当な理由があったとしても、教会との和解を進める上で、アルバスの存在を教会は許容できまい。

　ウェニアス王国の魔ま法ほう使つかいは、名と姿を変えた十三番が統とう括かつする。幸いにして、国には〝銀ぎん髪ぱつの魔ま術じゆつ師しが魔ま法ほう使つかいを集めている〟という噂うわさが広まっていた。

　ならば十三番はその魔ま術じゆつ師しを名乗り、〝十三番を殺して王を救い出した〟ように見せかけるのが最善の策だ。

　無論教会は、教会信者であるところの貴族の子息を処しよ刑けいし、近きん隣りん国家の権力者を拘こう束そくしたアルバスを強く糾きゆう弾だんするだろう。

　だが、それも根回しは済んでいる。アルバスが保持していた〝隠かくし玉だま〟を効果的に利用すれば、巨額の賠ばい償しよう金きんと、魔ま法ほう国家に対するいくらかの制限、不ふ名めい誉よな内政干かん渉しようなどの条件を前提に、この戦争を早期に終結に導けるはずだ。──無論、それらの賠ばい償しようをすべて言われるがままに支し払はらう気はないが。

　誰だれも──教会ですら、ウェニアス王国を相手取った長期戦など望んでいない。

　だが、全面降こう伏ふくで敗戦するわけにはいかない。

　重要なのは、この戦争をきっかけに教会と和平を結ぶ事だ。

「──お前は何か気付かなかったのか？」

　前を歩くホルデムの背中に、ふと十三番は問いかけた。

「〝おばあちゃん〟の存在に？」

「……そうだ」

　間かん髪はついれずに答えがあり、しかもそれが的を射たものだった事を少なからず意外に思いながら、十三番は頷うなずいた。

「気づいたよ。──ってか、お嬢じようさんから聞いた。嬉うれしそうに俺おれを隠かくれ家がに連れてってな、おばあちゃんが帰ってきたって……人形が喋しやべるんだそうだ。俺おれは人形が喋しやべってるところを実際に見たわけじゃねえが、どっちにしろ、ソーレナが人形なんかにとりつくとは思えなかった。だから俺おれは〝そいつはソーレナじゃない〟って言ったのさ。そうしたら、お嬢じようさんは俺おれを遠ざけるようになった。自分からも、隠かくれ家がからも」

　愚おろかな、と十三番は吐はき捨すてた。

　唯ゆい一いつ、確たる味方だったはずのホルデムを遠ざけたアルバスも、憎にくまれてでもアルバスを説とき伏ふせなかったホルデムも。

　そんな状じよう況きように気づかずに、おめおめとアルバスをサナレに奪うばわれた十三番自身もだ。

「俺おれは役立たずだ……」

　ぽつりと、ホルデムが呟つぶやく。

　すると突とつ然ぜん、その頭に硬かたい木の実が降ってきて、ホルデムは頭を押おさえてしゃがみこんだ。

「いってぇ！　なんだいきなり──！」

「魔ま女じよは自らの眷けん属ぞくを貶おとしめられる事を嫌きらう。命が惜おしければ、偉い大だいなるソーレナの下げ僕ぼくを〝役立たず〟などと罵ののしるのはやめておく事だ。たとえそれが事実で──」

　ゴツ、と鈍にぶい音がして、十三番のすぐ足元に木の実が落ちた。懸けん命めいな十三番はそれで静かに口を閉ざし、ホルデムは自分の頭に直ちよく撃げきした木の実を拾い上げて苦笑いを浮うかべた。

「……お前さえいなけりゃ、ソーレナは死なずに済んだんだ」

　責めるような口調ではなかった。ただ、ソーレナの死を惜おしんでいる。

　十三番も、素直に同意する。

「その通りだ」

「俺おれはお前を許さねぇよ。……けどお前なら、お嬢じようさんを助けられる」

　助けてくれるんだよな？　とは聞かなかった。

　それは質問ではなく断定で、十三番はこれにも静かに首しゆ肯こうする。

「──じき夜が明ける。隠かくれ家がはすぐそこだ」

　そう言って、ホルデムは再び歩き出した。





３






　アルバスは森を駆かけて隠かくれ家がへと飛び込んだ。

　飛び込んだ勢いのまま人形に駆かけ寄よって、しかし開いた口からは何も言葉が出てこない。

　そのまま人形を胸に抱だき、アルバスはずるずると床ゆかに座り込んだ。

「おばあちゃん……聞いてる？　僕ぼく、どうしたらいい……？」

　人形は答えない。

　それでも、アルバスは独り言のようにしゃべり続けた。

「陛へい下かが戻もどってきたんだ……十三番を連れて！　それで、まるで僕ぼくが悪いみたいに……教会と戦争を始めたのだって理由があるのに、陛下はそれを分かってくれない。今こそ戦わなきゃいけないって、少し考えれば分かるはずなのに……！　おばあちゃんもそう思うでしょ？」

　そもそも、すべては人形がアルバスに吹き込んだ事だ。

　十三番が王子を城に返さないと聞いて、人形は「妙みようだね」と言った。

　この局面で王子が城に戻もどらなければ、必然的にアルバスが国の乗っ取りを企たくらんでいると疑われる。十三番の目的はそれなのではないかと。──実際、すべて人形の言葉通りになった。

　アルバスの立場は急激に悪くなり、教会に扇せん動どうされた民衆が魔ま女じよを討うてと騒さわぎ始はじめるのは時間の問題だっただろう。

　教会の連中さえいなければ、と人形は言った。上う手まく彼らを国外へと追い出せれば、住み分けができるだろうにと。

　どうせ、いずれ戦争は起こるのだ。突とつ如じよ教会に攻せめられて慌あわてるよりも、こちらから始めてしまった方が犠ぎ牲せい者しやも少なく済む。

　すべては整然とした論理の上に導き出された、最良の答えだった。十三番さえ邪じや魔まをしなければすべて上う手まくいったはずなのに、なぜ王にはそれが分からないのか──。

「泣くんじゃないよ、可愛かわいい子。お前は強い魔ま女じよだろう？」

　布製の手にそっと目元を拭ぬぐわれて、アルバスははっと顔を上げた。

「おばあちゃん！」

「王子が城に戻もどったって？　十三番を連れて、王として」

　人形がちゃんと話を聞いていてくれたのだと分かって、アルバスは何度も頷うなずいた。

「そう、そうなんだ……！　それで、教会との戦争を阻そ止ししなきゃって……きっと、人ひと質じちもみんな解放する気なんだ。教会派の諸国に対する牽けん制せいなのに……！」

「かわいそうに……王は十三番にすっかり洗せん脳のうされてしまったらしい」

　ゆるゆると首を振ふる人形の言葉で、アルバスの胸にわだかまっていた不快感があっけなく弾はじけて消えた。

　そうか、と声に出して呟つぶやくと、安あん堵どで肩かたから力が抜ぬける。

　十三番がたぶらかしていたのだ。連れ去って、洗脳して、その上で王として城に戻もどした。──なんだ、ならば敵はやはり十三番だ。

「僕ぼくが……僕ぼくが陛へい下かの目を覚まさせなきゃ……！」

　アルバスは立ち上がる。

　少し考えれば分かる事なのに、動どう揺ようして逃にげ出だしてきてしまうなど、十三番の思うツボではないか。

「残念だけどねぇ……十三番は恐おそろしい魔ま術じゆつ師しだ。一ひと筋すじ縄なわではいかないだろうし、その洗脳を解く前に、この国は好き勝手に荒あらされてしまう」

「でも、じゃあ、どうすれば……！」

「あぁ──可愛かわいい子。こんな事を言いたくはないよ。優やさしいお前を苦しめる」

「ううん、教えておばあちゃん。僕ぼく、ちゃんとできるから」

　けどねえ、と人形は言いい淀よどむ。教えて、と再度頼たのむと人形は長々悩なやみ、ため息とともに渋しぶ々しぶ答えを口にした。




「王を殺すんだよ」




　アルバスは絶句して、人形を凝ぎよう視しした。

「……な、何言って──」

「十三番を殺すのは難しいけど、王なら暗殺できるだろう？　口さがない連中が噂うわさしていた事を、実行してしまうのさ。そうすれば、お前はこの国を守れる」

「で、できるわけないよ！　それは王位の簒さん奪だつだ！　ただでさえ人望なんてないのに、そんな事したら誰だれも僕ぼくになんかついてきっこない！」

「けど、誰だれもお前を殺せはしないんだよ。お前が死ねば、ウェニアスに張られた結界が消え、抑よく止し力りよくを失ったにわか魔ま法ほう使つかいどもが暴れ始める。それを、魔ま法ほうを使えない無力な人間達が歓かん迎げいすると思うかい？」

「ダメだよ！　だって……そんなの古き魔ま女じよが許すはずない！」

「許すさ。古き魔ま女じよも、魔ま法ほう使つかいもお前に従う。なぜならお前は、この偉い大だいなるソーレナの直系なのだから」

　アルバスは人形を取り落とした。

　初めて、人形が自らソーレナと名乗った。

　だがその瞬しゆん間かんに芽生えた、この違い和わ感かんは──。

「──にわか魔ま法ほう使つかいごときには知る由よしもないだろうが、〝偉い大だいなるソーレナ〟は他者がソーレナを呼ぶ敬けい称しようだ。魔ま女じよは決して、自ら敬けい称しようを口にする事はない」

　低く、粘ねばりつくような声が突とつ如じよ聞こえて、アルバスは飛び上がった。

　ここは神聖なソーレナの森だ。救いを求める者以外は決して入れないはずなのに──。

「十三番!?　どうしてお前がここに……！」

　驚きよう愕がくして声を上ずらせたアルバスは、その背後に立つ白い狼おおかみの獣けもの堕おちを見て絶句した。

　──そんな、まさか。

「ホルデム……お前よくも!!」

　髪かみを逆立てて放たれたアルバスの怒ど声せいに、ホルデムは怯ひるまなかった。

　悪びれる様子もなくひょいと肩かたを竦すくめて、

「ソーレナの命令だ、お嬢じようさん」

　と言う。

　それはまだソーレナが生きていた時、森で遊びたがるアルバスを無理やり家に引ひきずり戻もどす時に、ホルデムがよく口にした台詞せりふだった。

　ソーレナの命令は、いつだってアルバスの命令の上を行く。

　アルバスはキッとホルデムを睨にらみつけ、床ゆかに落とした人形を拾い上げた。

「デタラメ言うな！　おばあちゃんはずっとここにいたんだから、お前にそんな命令するはずない！」

「だから──そいつはソーレナじゃないって言っただろうが！　なんでお嬢じようさんがそんな事も分からねぇんだよ!?」

　怒ど鳴なりつけられて、アルバスは喉のどを引きつらせた。

　ホルデムがこんな風にアルバスに向かって声を荒あららげた事など、今まで一度でもあっただろうか。

　アルバスは手の中の人形を見下ろした。

　ソーレナが手ずから作ってくれた、思い出の人形だ。それが動いて喋しやべるというのに、アルバスを理解し、助けてくれているというのに──それがソーレナでなくて誰だれだと言うのだ。

　それに、何よりも。

「……おばあちゃんじゃないのに、ここにいるわけないじゃん……だってここは……」

「抜ぬけ道みちはある。私が獣けものの戦士に導かれてここにいるようにな。ましてや肉体を持たない死し霊りようならば、我々には見えぬ抜ぬけ道みちもあるだろう」

「うるさい！　お前にこの場所の何が分かるって言うんだよ！　何も知らないくせに……おばあちゃんを殺したくせに！」




「──アハハッ」




　突とつ然ぜん、場ば違ちがいな笑い声が聞こえた。

　それが腕うでに抱だいた人形のものだと気がついて、アルバスは困こん惑わくの表情を浮うかべる。

　人形は小刻みに体を震ふるわせ、身をよじり、ついにゲラゲラと笑い出した。

「キャハハハハハハ！　あーひーあーッははは！　ああ、嫌いやだわ笑っちゃったじゃない。これじゃ台無しよぉ」

「お……おばあちゃん……？」

「はいはい、なんだい？　可愛かわいい子。──愚おろかな子！　みんながこんなに必死にあんたを助けてやろうとしてるのに、おばあちゃん、おばあちゃんって、まるで赤ちゃんみたいじゃない。もう少し使えるかと思ったけど、ダメねぇ、十三番とじゃ格が違ちがいすぎるもの。この場所にまでこられたんじゃ、もう子守りなんかしてられないわ」

「おばあちゃん！」

　人形はまるで性格が変わったようにゲラゲラと下品に笑い、体をよじってアルバスの手の中から抜ぬけ出だした。

　床ゆかに転がってフラフラと立ち上がり、「じゃじゃーん」とわざとらしく両手を広げてみせる。

「初めまして、詠よみ月つきの魔ま女じよアルバスちゃん。あたしは〈不完全なる数字セストゥム〉にして〝あの方〟の直じき弟で子し──サナレっていうの。この度たびはぁ、あなたをたぶらかしてウェニアス王国と教会の戦争を始めさせ、激化させる任務をになってましたぁ！」

　アルバスは数歩よろめいてテーブルにぶつかり、かくりとその場に崩くずれ落おちた。

　胃の腑ふの奥おくに腐くさった肉にく塊かいを押おし込こまれたような不快感で喉のどが引ひき攣つり、強きよう烈れつな吐はき気けで息もできないのに、何も出てきてはくれない。

　ただ床ゆかに崩くずれ落おちて体を折り曲げ、胸を押おさえてもがいていると、ホルデムが駆かけ寄よってきてアルバスの肩かたを抱だいた。

　振ふり払はらおうとしたがその力もなく、背中をさすられてやっと涙なみだが溢あふれてくる。

「……なるほど。私はこれに負ける信しん頼らい度どだったのか」

　ため息を一つ吐ついて、十三番はゆるゆると首を振ふった。ぱきん、と軽かろやかに指を弾はじくと、途と端たんに小さな魔ま法ほう陣じんが人形の帽ぼう子しに焼き付けられる。

　人形は──サナレはその勢いでひっくり返り、ぺたぺたと帽ぼう子しを触さわって首を傾かしげた。

「なぁに？　何これ。なんの遊び？」

「その人形に貴様を閉じ込めた。いくらか聞きたい事がある」

　そう複雑な結界ではない、と十三番は加えて言った。それでも、わずか一いつ瞬しゆんで、離はなれた場所にある人形に結界を刻むなど、並なみの魔ま女じよ、魔ま術じゆつ師しにできる事ではない。

　だが、焼き付けられた結界など、人形を焼いてしまえば消えてしまう。サナレはさして慌あわてた風もなく、「すごいわねぇ」と感かん嘆たんの声を上げていた。

「さすが十三番。〝あの方〟ですら、あなたの魔ま法ほう陣じんを描かきあげる正確さとその速度には舌を巻いていたほどよ。ウェニアス王国を覆おおう結界を、転写拡大したその手しゆ腕わん！　元〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉として誇ほこらしい限りだわ！」

「私を挑ちよう発はつしても無む駄だだ。教会との戦争が目的だと言ったが──魔ま女じよにはまだ教会と戦えるだけの力はないはずだ。だが勝算もなく教会に全面戦争を仕し掛かけるほど、貴様らの長も愚おろかではあるまい」

「あら、勝算が聞きたいの？　それを聞けばあたし達に賛同してくれるわけ？」

「──聞こう」

　肯こう定ていでも、否定でもなかった。

　それでも、

「いいわ、聞かせてあげる！」

　聞かせたくてたまらないと言うように、サナレは早口で言った。

　誰だれかに自じ慢まんできる事が嬉うれしくて仕方がない──サナレが見せるそんな態度は、まるで子供のようにすら見える。

「ウェニアス王国はただのおとりよ。ウェニアス王国に集まった教会騎き士しを、〈不完全なる数字セストゥム〉に賛同した魔ま女じよやその国家が殲せん滅めつするの！　ウェニアス王国になだれ込んだ教会騎き士し団だんを、山脈内部に閉じ込めたっていいわ。〝あの方〟の力をもってすれば、そんな結界を張るくらいわけないもの。だけど十三番、あなたが手伝ってくれるなら心強いわ！」

「……おとり？　おとりだって!?」

　アルバスは愕がく然ぜんとした。

「教会騎き士し団だんを殺すために、ウェニアスの魔ま女じよを犠ぎ牲せいにするなんて──！」

「馬ば鹿かねぇ。このまま戦争を始めれば、どうせウェニアスは教会に攻せめ滅ほろぼされる。だったらそれを利用して、教会の戦力を削そぐってだけの話よ。そんな事も考えないで戦争を始めちゃうんだから、あなたが馬ば鹿かで本当に助かっちゃったわぁ」

「お前……よくも！」

「あら怒おこるの？　でもあなたが何を言ったって、戦争は止まりはしないわ。だってもう、貴族の子息を処しよ刑けいしちゃったものねぇ？　ほかならぬあなたが！　教会はウェニアス王国の魔ま女じよを許しはしないわ！」

　高笑いするサナレを、十三番は一いつ笑しように付す。

　途と端たんに、サナレは笑うのをやめて十三番を見た。

「詠よみ月つきを操あやつったつもりで、その実何も見えてはいなかったようだな。処しよ刑けいしたという触ふれ込こみの教会信者の小こ僧ぞうども──揃そろって無事に塔とうに幽ゆう閉へいされていた。私の処しよ刑けいを偽ぎ装そうした時と同じ手法をとったのだろう。なるほど、実際に殺してしまうより、〝殺した事にして隠かくしておく〟方がよほど有用だ」

「……なんですって？」

　サナレの声の調子が変わった。

　戦争のきっかけとなった、近きん隣りん諸国の貴族の処しよ刑けい──それがそもそも〝なかった〟とするのなら、状じよう況きようは大きく変わってくる。

「あたしはそのガキがどんなに馬ば鹿かか知ってるわ！　そんな知恵がまわるような、ご立派な頭を持っちゃいない！」

「そう思うのならば、それが貴様の愚おろかさの証左と言えよう。詠よみ月つきは幼く、短たん慮りよだ。しかし同時に、高潔で賢かしこくもある。貴様は確かに詠よみ月つきの弱さを上う手まくついたが、侮あなどりがすぎて長所を警けい戒かいするに至らなかったようだな。私ならば、貴様のような無能に重要な任務を任せたりはしないが──おかげで〈不完全なる数字セストゥム〉の程度が知れた」

「巫ふ山ざ戯けた事言わないで頂ちよう戴だい!!　あ、あ……あたしが無能ですって？　あなたが何を言ったって、戦争は始まったのよ。このあたしが始めさせたの！　今いま更さら〝実は処しよ刑けいはしてませんでした〟なんて言ったところで、教会は振ふり上あげた拳こぶしを下ろしたりしないわ！」

「かもしれんな。だがすぐに終わる。ウェニアスの魔ま女じよは教会と戦わない」

「まさか、全面降こう伏ふくでもするって言うの!?　正気じゃないわ！」

「正気の魔ま術じゆつ師しがどこにいる。だから貴様は無能だと言うのだ」

「──ダメよ！」

　サナレは叫さけんだ。

「ダメ、ダメ、ダメ、ダメ！　そんなの……そんなの〝あの方〟が許さないんだから……！　戦争は起こるわ。あなたと王を殺してでも！」

　アルバスの前では知的で穏おだやかだったサナレが、十三番の前ではまるで愚おろかな凡ぼん人じんのようだ。

　アルバスは静かに俯うつむいた。

　最初から、素直に十三番の助言に耳を傾かたむけていればよかったのだ。

　自分がもっと強ければ──強い心を持っていれば。憎にくい相手を利用してでも、ウェニアスの魔ま女じよを背せ負おって立つ覚かく悟ごを持っていれば。

　安い自尊心を捨てる勇気があれば。

　その時。




　突とつ然ぜん、空気が変わった。

　空気ばかりか、気温までもが急激に低下する。

　吐はく息が白くなり、植物で作られたソーレナの隠かくれ家がに霜しもが降りる。

「……馬ば鹿かな。ありえない！」

　叫さけんだのは十三番だった。いつも落ち着いている十三番にあるまじき驚きよう愕がくと狼ろう狽ばいに、アルバスの方がぎょっとする。

　十三番は長いローブを翻ひるがえし、家の外に飛び出していった。

「〝あの方〟だわ！　〝あの方〟がいらっしゃった！」

　サナレが喜々として叫さけび、転がるように家を出る。アルバスとホルデムもそれに続き、目に飛び込んできた光景に戦せん慄りつした。

　森が、とアルバスは顎あごを落とす。

「森が……凍こおってる……!?」

　豊かな緑を茂しげらせていた木々が白く凍こおり付つき、地面には真冬のような霜しも柱ばしらが立っていた。吸い込む息は肺はいを凍いてつかせるほどで、アルバスは口元を袖そでで覆おおう。




　ああ、と十三番が声を上げた。




　それは十三番らしからぬ、恐きよう怖ふと混乱の混じり合った、ひどく人間らしい声だった。その視線の先に、人ひと影かげが一つ。

　夢か幻まぼろしか冗じよう談だんか何かのように、空中で優ゆう雅がに腰を下ろしていた。

　存在しない椅い子すにゆったりと腰こしかけて、長い足を組み、その場にいる者すべてを睥へい睨げいするその姿には、絶対的な強きよう者しやの威い厳げんが満みち溢あふれている。

　十三番は口を開き、言った。

「お師し匠しよう様……！」

　アルバスは呆ぼう然ぜんとして、中空に浮うかぶその人ひと影かげを凝ぎよう視しした。

　足首にまで達する長い銀色の髪かみを持つ、絶世の美女だった。

　それは、アルバスが知る人によく似ている。

「……ゼロ？」

　──それにしては、少し年とし嵩かさすぎるだろうか。

　アルバスが呟つぶやくと、真しん紅くの──ゼロの青あお紫むらさき色いろとは違ちがう──瞳ひとみがアルバスに向けられた。

「お初にお目にかかる、若き詠よみ月つきの魔ま女じよよ。こちらに名乗る名はないが、あえて己おのれを定義しよう。我わが輩はいは泥どろ闇やみの魔ま女じよ。──無意味より意味を見み出いだし、無より有を生み出す泥どろ闇やみの魔ま女じよよ」
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「ビックリした？　驚おどろいた？　意外だった？　想像もしなかった？　そうよ、そうよ、そうなのよ！　〈不完全なる数字セストゥム〉を統とう率そつする〝あの方〟は、あなたのお師し匠しよう様なのよ！」

　不ふ愉ゆ快かいな虫の羽音にも似た、耳みみ障ざわりに甲かん高だかいサナレの声が、十三番の耳を通とおり抜ぬけていった。

　滲にじんだ汗あせが頰ほおを流れ落ち、空中で凍こおり付ついて地面で砕くだける。

　馬ば鹿かな、あり得ない。先ほど口にした言葉を、十三番は再び頭の中で繰くり返かえしていた。

　確かに、この手で殺したはずなのに──。

「馬ば鹿かねぇ、十三番。本当に愚おろかねぇ。あなたごときがお師し匠しよう様を──このあたしのお師し匠しよう様を殺せるわけがないじゃない！　全部お師し匠しよう様が仕組んだ事よ。頑がん迷めいを装よそおって、あなたに終わりを決めさせた──あなたに【ゼロの書】を奪うばわせた！　あなたに〈ゼロの魔ま術じゆつ師し団だん〉を作らせて、あなたに魔ま法ほうを広めさせた！」

　サナレは人形の腕うでを振ふり回まわし、歓かん喜きを全身で表しながらまくし立てた。

「自分で考えてると思ってた？　自分の決断だと思っていたのでしょう？　馬ば鹿かねえ！　全部お師し匠しよう様の手の平の上だったのに、賢かしこい魔ま術じゆつ師しの気でいたなんて大笑いだわ！」

「──サナレ」

「はあい、お師し匠しよう様！」

「喧やかましい」

　パキン、と泥どろ闇やみが指を鳴らすと、サナレはけたたましい悲鳴を上げてのたうちまわり、凍こおった地面を這はいずり回まわった。

　そのまま、パタリと倒たおれて動かなくなる。

　十三番は思わず人形に意識を向けた。もしサナレの魂たましいがあの人形から追い出されたなら、向かう先は王女だろう。

　ゼロ達がまだ王女を捕ほ獲かくできていなかったら、計画は失敗だ。

　人形がわずかに身み動じろぎするのを見て、十三番は安あん堵どする──安あん堵どしてしまってから、心臓を絞しめ上あげられるような緊きん張ちよう感かんに襲おそわれて、再び泥どろ闇やみの魔ま女じよを見た。

　そのすべてを見み透すかすような赤い目が、眠たげに十三番を見下ろしている。

　気づかれた。十三番の目的がサナレの足止めである事に。──ああ、だが今となってはサナレなどどうでもいい。

　十三番の師である泥どろ闇やみの魔ま女じよがこうして現れた以上、十三番が得られるのは敗北のみだ。

　なぜ、自分はこの魔ま女じよを殺せたなどと思っていたのだ。

　人体の機能を止める事は、方法さえ知っていれば極きわめて簡単だ。

　ペン一本──それさえあれば事足りる。

　あの時、十三番は確かに穴ぐらの魔ま女じよ達の──泥どろ闇やみの魔ま女じよの息の根を止めた。

　心臓は鼓こ動どうをやめ、当然ながら呼吸もなかった。

　だが、それはすなわち〝死〟ではない。

　まさに、ソーレナが魂たましいのまま、この森に生き続けているように。

　泥どろ闇やみの目が、サナレとアルバスを順に見て、最後に十三番を見る。

「久しいな、十三番。今までよくぞ働いた。お前はすべて我わが輩はいの望む通りに動いてくれた。喜んで〈不完全なる数字セストゥム〉に迎むかえようぞ」

　十三番は瞠どう目もくした。

「私を……迎むかえる……？　悪い冗じよう談だんだ……！」

「我わが輩はいは冗じよう談だんを好まぬし、お前もそうであったと記き憶おくしている。ゆえに我わが輩はいが今より下す命令も、無論冗じよう談だんなどではないぞ」

「命令など──！」

「詠よみ月つきを殺せ」

　十三番は息を吞のんだ。

　有無を言わせぬ力強い命令に、思わず膝ひざを折ってしまいそうになる。十三番はアルバスに振ふり向むいた。その体がびくりと跳はねたが、後ろには下がらない。

　初めて会った時から、アルバスという魔ま女じよはそうだった。どれほどの恐きよう怖ふや困難を前にしても、怯おびえ、竦すくみ、狼ろう狽ばいしても、決して逃にげ出だしたりはしない。

　それを、十三番は愚おろかだと思う。

「……詠よみ月つきを殺せば、結界が失われる」

　低く答えながら、十三番は頭の中で、まったく別の事を考えていた。

　一年前。

　ゼロとの対決。

　禁章の呪じゆ文もん──誤記。

　ゼロの詠えい唱しようは一字一句覚えている。できるはずだ、自分にも。





──アールドー・ゲールドー・イン・デ・コア・デイア・ゼイア






「ならばお前が結界を張り直せばよかろうて。未熟な詠よみ月つきが張った結界程度、お前に模も倣ほうできぬわけがあるまい？」

「そもそも殺す利点が見当たらない。生かした方が利用価値ははるかに高いはずだ」





──欲望と渇かつ望ぼうの辻つじより睥へい睨げいせし絶望の王の名に於おいて　泥どろ闇やみの深しん淵えんよりきたれ朽きゆう壊かいの門






「死んでこそだ、十三番。詠よみ月つきの名を背負う魔ま女じよにして、偉い大だいなるソーレナの直系──それでいて、死んだところで世界に影えい響きようを及およぼさぬ存在。それこそが我わが輩はいの求める魔ま女じよの心臓だ」

「魔ま女じよの心臓など、何に──」

「贄にえに」

　笑いもせず、泥どろ闇やみは答えた。

　魔ま女じよの心臓を贄にえとして使う魔ま術じゆつを、十三番は一つだけ知っている。師し匠しようである泥どろ闇やみが、過去にその魔ま術じゆつを研究していた事も知っている。

　その魔ま術じゆつを練り上げ、完成させるのに必要な年月はおよそ十年。

　記き憶おくと思考の断だん片ぺんがカチカチと組み合わさり、一つの答えが導き出された。

「世界を滅ほろぼすつもりか……我が師よ！」

「いかにも、そうだ。我わが輩はいはこの世界を破は壊かいする」

　素す晴ばらしい考えだろうと言うように、泥どろ闇やみは悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えんだ。そしてそれは、十三番から見ても素す晴ばらしい考えのように思える。

　それでも。




　──血と肉の契けい約やくに縛しばられし軋あつ轢れきの下げ僕ぼくよ　今こそ愚ぐ者しやの狂きよう宴えんに下りて喰くらえ




「生あい憎にくだが、我が師よ……これが私の答えだ！　禁章・最終頁けつ──〈黒虚セグトル・メディス〉！　承しよう認にんせよ、我は十三番！　終しゆう焉えんを執しつ行こうする者なり！」

　詠えい唱しようの終わりと同時に、十三番は泥どろ闇やみの魔ま女じよに向かってその右手を突つき出だした。十三番の周囲の景色がバラバラと崩くずれ落おち、暗い闇やみがぽっかりと口を開く。隠かく世りよから現世へと雪崩なだれ出だしてきた亡もう者じやの群れが、絡からみ合あった肉にく塊かいとなって泥どろ闇やみの魔ま女じよへと襲おそい掛かかった。

　殺せるとは思っていない。

　ただ、ほんの数秒を稼かせげれば──。

「逃にげろ詠よみ月つき！　私が時を稼かせぐ！」

「え、あ……」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたアルバスに先んじて、ホルデムが動いた。アルバスの体を抱かかえ上あげ、振ふり向むきもせずに走り出す。

　その背中を、退たい屈くつそうなため息が追いかけた。──泥どろ闇やみのため息だ。

　そうして、

「──では、我わが輩はいが」

　と一言。

　十三番が放った〈黒虚セグトル・メディス〉を正面から受けて、泥どろ闇やみは毛ほどの傷も受けてはいなかった。

　そればかりか、そのほっそりとした指先には、木の幹ほどもある巨大な氷柱つららがぎらぎらと輝かがやいている。

【ゼロの書】には存在しない魔ま法ほうだった。

　それも当然、ゼロは穴ぐらで【ゼロの書】を書き上げたのだ。十三番がその側にいたように、師し匠しようである泥どろ闇やみの魔ま女じよもまた、そこにいた。

　ならば泥どろ闇やみの魔ま女じよが、その理論を元に独自の魔ま法ほうを生み出していないわけがない。

　泥どろ闇やみが、氷柱つららに添そえた指先を軽く振ふり上あげ、すいとアルバスを指さした。そんな優ゆう雅がな所しよ作さからは予想もできないほど凄すさまじい速度で、氷柱がアルバスの心臓めがけて空くうを切る。

　ホルデムが攻こう撃げきに気づき、抱かかえていたアルバスを灌かん木ぼくに投げ込んだ。

　英断だった。氷柱の巨大さを考えれば、かばったとしてももろとも串くし刺ざしにされる。

　だが、氷柱は速度を緩ゆるめぬまま空中で方向を変え、アルバスを追つい尾びする。

「噓うそだろ──お嬢じようさん！」

　愕がく然ぜんとしてホルデムが叫さけんだ。その瞬しゆん間かん、凍こおり付ついた地面を押おし上あげて若木が隆りゆう起きし、アルバスをかばうように立ちはだかる。

　森を守る偉い大だいなるソーレナの加護だった。──だが、アルバスを守るには一手足りない。

　そう確信するや否いなや、十三番は地を蹴けっていた。

　わずか一秒足らずの間に、それらすべての事が同時に起きた。

　氷柱はアルバスをかばった十三番の心臓を貫つらぬき、隆りゆう起きした木の幹までも貫つらぬいて、アルバスの胸に先せん端たんが接する距きよ離りでぎりぎり止まる。

「……おや、まあ」

　泥どろ闇やみは意外そうに──それでいて、特に心を動かされた風もなく呟つぶやいた。

「十三番が死んだか」

「まだだ！　十三の数字を持つ者として──自分の終わりは自分で決める……！」

　心臓を貫つらぬかれ、木の幹に氷柱で縫ぬい止とめられた十三番は、怒ど声せいとともに鮮せん血けつを吐はいて氷柱を摑つかむ。その気き迫はくに、泥どろ闇やみはわずかに下がった。

「私の体を使えソーレナ！　奴やつをここから叩たたき出だせ！」

　十三番は疾しつ呼こした。ソーレナの魂たましいが十三番に流れ込み、凍こおり付ついた森がたちまち溶とけて元の姿を取とり戻もどしていく。

　死し霊りようであるソーレナが力を振ふるうという事は、その存在を削けずるという事だ。

　だが十三番の体を使えば、消費されるのは十三番の命のみ──そしてソーレナは、十三番の命に頓とん着ちやくしない。

「二人を相手にしては、さすがに分が悪い。我わが輩はい、少しばかり意外に思うぞ十三番。そこまでして詠よみ月つきを守りたいとは……まあ、いい。必要なものは、どうやら手に入った」

　そう言った泥どろ闇やみの手には、鮮せん血けつを滴したたらせる人間の心臓があった。それが自分の心臓である事を、十三番は知っている。

　泥どろ闇やみは赤い唇くちびるを吊つり上あげて笑い、呆ぼう然ぜんと震ふるえるばかりのアルバスを見た。

「今夜、月が満ちる。その時、世界に何が起こるか──よく見ておく事だ、詠よみ月つきよ。十三番が命を賭として〝残す〟と決めたその命、せいぜい無む駄だに散らさぬ事だ」

　最後まで言い終わるが早いか、空中に座していた泥どろ闇やみの姿が、氷のように砕くだけて消える。

　水すい滴てきが霧きり雨さめのようにしばし舞まい、森は静けさを取とり戻もどした。

　その静せい寂じやくを、アルバスが打ち破る。

「十三番！」

　叫さけぶ声には、危機を脱だつした事への歓かん喜きは微み塵じんも感じられなかった。
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　何が起こったのか、アルバスにはよく分からない。

　ただ分かる事があるとすれば、十三番の師し匠しようが現れ、アルバスを殺そうとした事と、十三番が守ってくれた事だけだ。──恐おそらく、ソーレナの力を借りて。

　泥どろ闇やみが去ると同時に氷柱つららが溶とけて、十三番の体は地面に落ちた。

　その体を抱だき起おこし、アルバスは今や土気色になり果てた十三番の顔を覗のぞき込こんだ。胸に開いた風穴に手を添そえて、〈癒手コーディア〉で傷を塞ふさぐ。

　大だい丈じよう夫ぶだ、傷は塞ふさげる。心臓だって再生させられるし、そうすれば助けられるはずだ。そう思うのに、体の震ふるえが止まらない。

　カタカタと小刻みに震ふるえるアルバスを気だるげな目でちらと見て、十三番はゆるゆると首を左右に振ふった。

「……無む駄だだ。もう、もたない……」

「そんな事ない！　ちゃんと傷は塞ふさがってる……心臓、だって……！　勝手に死なせたりしないぞ……こんなふうに僕ぼくを守って死んで、それで僕ぼくがお前を許すと思ったら大おお間ま違ちがいだ！」

「詠よみ月つき、聞け」

「黙だまってろよ！　後で聞くから……！」

「後はない！　聞け！」

　びくりと、アルバスは肩かたを跳はねさせる。

　そのアルバスに、十三番は右手を静かに差し出した。

「私の手を握にぎれ」

　アルバスは目を見開いた。

　死に瀕ひんした魔ま女じよの手を握にぎる事──それは魔ま力りよくを奪うばうという事だ。

　一人の魔ま女じよに力が集まりすぎぬよう、魔ま女じよによる魔ま女じよ狩がりが起きぬよう、古き魔ま女じよ達が取り決め、守り続けてきた不ふ文ぶん律りつであり、魔ま女じよ達の最大の禁きん忌きだ。

　何より、長く生きた魔ま女じよや魔ま術じゆつ師しは、その魔ま力りよくによって肉体を維い持じしている。奪うばえば十三番の肉体は朽くち果はてる事だろう。

　アルバスは首を左右に振ふって、静かに拒きよ絶ぜつの意思を示した。それでも、十三番は差し出した手を下ろしはしない。

「お前には力が必要だ。この国を守るための力が」

「……嫌いやだ……ッ」

「私が死んだあと、この国を守る者が必要だ……！　王は魔ま術じゆつ師しとしてあまりに未熟だ。お前の補ほ佐さが必要になる」

「嫌いやだ！　そんなの十三番がやればいいじゃないか！　僕ぼくじゃ無理だよ……無理だった！　分かってるだろ？　弱気にならないでよ。助かるんだから！　ねえ、おばあちゃんだっているんでしょ？　きっと、助けて……」

　くれるはずだから、と。最後まで言う事ができずに嗚お咽えつが漏もれた。

　助からない。それが分からないほど、アルバスも馬ば鹿かではない。本当ならばとっくに死んでいるほどの傷だった。

　ソーレナの力があるからこそ、今もこうして息を繫つないでいられる。──だがその力も、いつまで持つか。

「ごめん……」

　アルバスは十三番の肩かた口ぐちに額を押おし当あてた。

「ごめんなさい……ごめん、ごめん、ごめん……！」

　いくら謝あやまっても足りるものではなかった。

　十三番が魔ま法ほうをもたらした結果、ソーレナは死んだ。だが十三番が殺したわけではない事くらい、ちゃんと分かっていたのだ。

　十三番がウェニアスに魔ま法ほうを広め、内戦を引き起こした。だが内戦が起こらなければ、魔ま女じよはただ狩かられて滅ほろぶのを待つばかりだっただろう。

　十三番に罪がないとは思わない。それでも十三番は、確かにウェニアス王国とアルバスへの贖しよく罪ざいに身を捧ささげていた。

　──それに比べて、自分はどうだ？

　国のために何をした？

　魔ま女じよのために何をした。

　サナレの甘かん言げんに惑まどわされ、勝てる見込みのない戦争を引き起こし、隠かくれていた王子を城に引きずり出して暗殺の危険にさらし、十三番を死なせただけではないか。

「本当はもっと……いろいろ教えて欲しかったんだ……！　僕ぼくは……ッ！　おばあちゃんや、十三番みたいになりたくて……！」

「詠よみ月つき」

　呼ばれて、アルバスは顔を上げた。

「他者を目指すな。ただお前であればいい」

　ぽかんとしたアルバスの手を、十三番が強く摑つかんだ。慌あわてて振ふりほどこうとしたが、十三番の手はしっかりとアルバスを摑つかんで離はなさない。

「嫌いやだ！」

　アルバスは叫さけんだ。

「嫌いやだ！　待ってよ！　まだ話したい事があるんだ！　十三番──十三番！」

　繫つないだ手から、途と方ほうもない力が流れ込んでくるのが分かった。経験した事のない力の濁だく流りゆうに全身が熱くなり、十三番の記き憶おくや感情まで感じられる。

　十三番が殺し、力を奪うばった数々の魔ま女じよの記き憶おくまでも──。

「分かるだろう？　我輩は善良な魔ま術じゆつ師しではない」

　十三番が笑った。──初めて、笑った顔を見た。

　その勝気な笑顔はゼロによく似ていて、ああ、兄妹きようだいなのだとこんな時に実感する。

　十三番に摑つかまれていた手は、気づけばアルバスが強く握にぎり返かえしている。そうしなければ手を繫つないでいられないほど、十三番の体からは急速に力が抜ぬけていった。

「世界を救え、詠よみ月つき……魔ま女じよも、魔ま女じよでない者も……お前ならば救える……ゼロを探せ……教会との、戦争など……も……はや、些さ末まつな問題、だ……泥どろ闇やみは──我が師は……」
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　──この世界を滅ほろぼすつもりだ。




　その十三番の言葉は途と方ほうもなく、にわかには信じがたいものだった。

　だが死の間ま際ぎわに口にしたうわごとだとは、アルバスには思えない。どういう事なのか聞きたかった。どうすればいいのか聞きたかった。一いつ緒しよに問題を解決してほしかった。

　だが、もう甘あまえるわけにはいかない。

　アルバスはただ頷うなずいた。十三番は安あん堵どしたように息を吐はく。

「ああ──偉い大だいなるソーレナ」

　虚こ空くうを眺ながめながら、十三番が囁ささやくように言った。

「お目にかかれて、光栄だ……」

　それきり、黙だまる。

　十三番の呼吸が止まり、たちまちその体が灰のように白く崩くずれ落おち始めた。慌あわててその体をとどめようと伸のばした手は、崩くずれた灰にただ埋うもれる。風が吹くと灰は風に乗って森に消え、そこに十三番の杖つえと、棒切れのような義足だけが残った。

　呆ぼう然ぜんとしていると、背後にホルデムが立つ気配を感じて、アルバスは振ふり向むいた。

「……ホルデム、王に報告を。十三番が死んだ」

　十三番の杖つえを手に立ち上がり、命じたアルバスの表情に迷いはない。

「王の身辺警護を任せたよ。僕ぼくはもう、自分の身は自分で守れる」

　力が溢あふれて止まらない。結界を維い持じしながらも、今まで以上に高位の魔ま法ほうを呼吸するように使える気さえした。

「お嬢じようさんは？」

「一番速い馬でゼロを迎むかえに行く。〈学舎〉にいるなら、魔ま女じよの道を使ってすぐに合流できるはずだ。ラテットにあった道は、十三番が繫つなぎ変かえたらしいけど──」

　アルバスは涙をぬぐい、笑った。

「今の僕ぼくなら、いくらだって元に戻もどせる」










【幕まく間あい　永遠の罰ばつ】










　十三番が死に、結界の効力が消えた結果、サナレは無事に王女の体に戻もどる事ができて上じよう機き嫌げんだった。

　予定通りには進まなかったが、むしろ良い方向に進んだのだから文句はない。十三番が死んでしまったウェニアス王国など、好きなように操あやつれる。

「ああ、さすがお師し匠しよう様だわ。有能な弟子である十三番を、あんなにあっけなく切り捨てるなんて。あんなに簡単に殺すだなんて」

　自分ならば、手て駒ごま惜おしさに十三番を生かしてしまったかもしれない。その結果、十三番に足元をすくわれたかもしれない。

〝あの方〟の──泥どろ闇やみの冷れい酷こくなまでの無む慈じ悲ひさは、絶対的な自信からくるものだ。

　十三番など惜おしくはないと断言できる揺ゆるぎない力と知性が、泥どろ闇やみには確かにある。そして自分は、その強きよう者しやに必要とされている。

　それを思うと、サナレの心は幸福に満たされた。〝あの方〟のためならばなんでもしよう。どんな汚きたない事でもしよう。〝あの方〟に信じてついていきさえすれば、そう遠くない未来、魔ま女じよの世がやってくる。

「ラウル！　お湯の用意をして頂ちよう戴だい！　今日はとってもいい事があったのよ？」

　カロン、と蹄ひづめの音が地下坑こう道どう──〈学舎〉に響ひびいた。その姿を探して周囲を見回し、サナレは違い和わ感かんに気づく。

「……なあに、ここ。物置？」

　地下坑こう道どうを改造して作られた〈学舎〉には、所々にその名残なごりがある。最深部に位置する物置がまさにそれで、周囲には木箱や木材がごたごたと積み上げられている。

　サナレが肉体を離はなれている間、王女アムニルは自由に動き回れる。どこに行こうがどうでもいいが、こんな物置に一体なんの用があるというのか──。

「不用品を、しまおうと思ったんです」

　ラウルが静かに答える。

「ふーん、そう。作業の途と中ちゆうだったのかもしれないけど、あたしはやらないわよ。そんなのもうやめにして、お風ふ呂ろの支し度たくよ、ほら急いで。あたしは綺き麗れい好ずきなんだから」

　くすりと、笑い声が地下室に落ちた。

　ラウルが笑ったのかと思ったが、その顔はどこまでも無表情だ。

　──誰だれか、いる。

「そのナリで綺き麗れい好ずきとは、なかなか面おも白しろい事を言う」

「その声は……！」

　サナレは振ふり返かえった。そこに、美しい銀ぎん髪ぱつの魔ま女じよが立っている。サナレの師とは違ちがう、もう一人の泥どろ闇やみの魔ま女じよ──。

「ゼロ!?　どうしてここにあんたが……」

「君の帰りを待っていた。馬のに茶も出してもらったぞ、存外に趣しゆ味みがいい。我わが輩はい、この茶葉が気に入った。君が保管していた【ゼロの書の写本】とともに、帰りに根こそぎもらっていくとしよう。どうせ、その体ではもう茶などたしなめまい」

　そこで、サナレは初めて違い和わ感かんに気づいた。

　体が、何か。

　サナレは自分の手を見る。美しい王女の細い指の代わりに、黒ずんだ泥どろの指があった。

　体を見ると、泥どろでできた不ぶ恰かつ好こうな体がある。

「これは……これ、は……!?」

　王女が魔ま術じゆつ研究で作っていた、死し霊りようで動く泥どろ人にん形ぎよう──それが、こんな姿をしていなかったか。

　改めて周囲を見回すと、床ゆかにびっしりと刻まれた魔ま法ほう陣じんが目に入る。

　ふらふらと体を動かし、数歩進むと、結界に弾はじかれて仰あお向むけに転がった。

「王女の作った泥どろ人にん形ぎようの出来がよくてな。馬のの助力もあって、さほど手をかけずに王女の身代わりを用意できた。その分結界も、予定よりも少しばかり強力だ」

「身代わりですって!?　冗じよう談だんじゃないわ……！　本物のアムニルはどこに行ったのよ！」

「捕とらえ、閉じ込め、結界で隠かくした。助けならば期待しても無む駄だだぞ。我わが輩はいは今後永遠に、貴様を王女に近づかせはしない。たとえ王女のすべての記き憶おくを奪うばう事になったとしてもな」

　さぁ、とゼロは残ざん忍にんな笑みを浮うかべた。

　それは、手足をもがれた虫けらを、どうやって痛めつけようか考える子供の笑顔だ。

「永遠を始めよう、サナレ。永遠の孤こ独どくと永遠の悔かい恨こんを。死ねないその体を憎にくらしく思うほどの、退たい屈くつという名の拷ごう問もんを。君は痛みも空腹も渇かわきも感じはしない。眠ねむる事もできない。無限に続く時の中で、どれだけ自我を保てるか──我わが輩はい、極きわめて興味深い」

　こんな──こんな事があるわけがない。すべて上う手まくいっていたはずだ。

　どこかに逃にげ道みちがあるはずだ。結界のほころびが。死し霊りようがすり抜ぬけられる程度の小さな隙すき間までかまわない。

　サナレは死しに物もの狂ぐるいで結界の穴を探す。あるはずがないと思いながら、祈いのるような気持ちで探し──信じがたい事に、それを見つけた。

　そうか、とサナレは得心した。ゼロは十三番ほど魔ま法ほう陣じんを描かく力に優すぐれてはいない。ソーレナの結界にすら隙すき間まがあったというのに、ゼロの結界に穴がないわけがないのだ。

　にやりと笑って人形の体から飛び出し、サナレは結界のほころびに向かって突とつ進しんした。

　だが。

「──傭よう兵へい」

　ゼロの言葉に従って、控ひかえていた獣けもの堕おちが前に出た。

　バカめ、と思う。

　死し霊りようを力ちから技わざでどうこうできるわけがない。だというのに、その獣けもの堕おちは愚おろかにもナイフを振ふり上あげた。

　迷いなく振ふり下おろされたそれは、床ゆかに深々と突つき刺ささる。

　その瞬しゆん間かん──穴が消えた。

　サナレは結界に弾はじかれて人形に逃にげ戻もどり、何が起きたのか分からずただ混乱するしかない。

「なに？　なによ!?　なんで出られないの？　だって今結界に穴が……！」

「我わが輩はいの結界に穴はない。あるのは一つ──扉とびらだけだ。その扉とびらの鍵かぎを、いま閉しめた」

「鍵かぎですって!?　ナイフを床ゆかに刺さしただけじゃない！」

「ただのナイフではない。我わが輩はいが三十日間、月光にあてて儀ぎ式しきを施ほどこした。それは〝門番〟を宿した儀ぎ礼れい具ぐだ」

「見覚えはねぇか？」

　ゼロの言葉に続けて、獣けもの堕おちが低く唸うなった。

　ナイフなどどれも同じだ。見覚えなどあるわけがない。

　けれども。

「テオのナイフだ。てめぇが死なせたガキのな」

〝門番〟と──さっきゼロはそう言ったか。サナレは改めて、地面に突つき立たてられたナイフを見る。

　意識を集中して見れば、そこに立つ死し霊りようが見えた。

　そばかすの散った顔と、前歯の一本足りない口元──だがいつも笑っていたその顔は、今は冷ややかにサナレを見つめ、足りない前歯を見せてはくれない。

「テオですって……？　そんなガキが……門番!?　馬ば鹿か言わせないで！　ちゃんちゃら可お笑かしいわ！　そんな死し霊りよう、あたしの力でどうとでもできるわよ！」

「ならば試してみるがいい。そのための〝門番〟だ。我わが輩はいは慈じ悲ひ深ぶかい魔ま女じよなのでな。なんの救済もなく、貴様をこんな物置に永遠に封ふうじ込こめたりはしない。貴様が門番を退けるか──あるいは門番が貴様を許せば、結界の門は開かれる。──しかし君は勘かん違ちがいしているぞ。もっとよく見てみろ。よぉくな」

　人形であるサナレには、肺も、心臓も、歯もない。

　それでも息が苦しくなるようで、心臓が痛み、歯がカチカチと鳴る思いだった。

　ゼロの言葉通り、よくよくナイフに目を凝こらせば、そこにいるのがテオだけではないことが分かる。

　テオの背後に立つ、一組の夫婦は両親か。

　クレイオン共和国で聖女の被ひ害がいによって死んだ死し霊りよう達に、海運国家テルゼムでサナレが操あやつる裁定官の手で殺された死し霊りよう達──。

　それらすべての死し霊りようが、結界の門番としてサナレの前に立ちふさがる。

「ああ……あぁああ……あぁああああぁああ！」

　サナレは叫さけんだ。泥どろの手で泥どろの顔をかきむしり、ボロボロと体が崩くずれていく。

「嫌いやよ！　嫌いやよ、嫌いや、嫌いや、嫌いや！　あたしは魔ま女じよのためにやったのよ！　魔ま女じよの世の中のために！　なのになんであたしがこんな扱あつかいされなきゃいけないのよ!?」

「我わが輩はいが言うのもなんだが、体の扱あつかいには気を付けた方がいい。その体が壊こわれた瞬しゆん間かん、君はこの世界における〝実在〟を失う。死し霊りようの状態で自じ我がを保ち続けられる者など、千年の時を生きた古き魔ま女じよくらいのものだ。それこそ偉い大だいなるソーレナほどのな」

　サナレは肉体を捨て魂たましいだけの存在となったが、常に何かにとりついていて、肉体を持たない状態で長時間過ごした事はない。

　肉体がないまま時間を過ごすと、風に自分が吹き散らされそうな恐きよう怖ふを抱いだき、とてもそのままではいられなかった。

　その恐きよう怖ふを思い出し、サナレは崩くずれ落おちた体の破は片へんをかき集めた。

「こんな事したって無む駄だよ……きっとお師し匠しよう様が助けてくれる……！　あたしは有能なんだから！　お師し匠しよう様にとって、あたしは……！」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、その実サナレ自身が一番「助けてくれるわけがない」と分かっていた。

　十三番を殺したあの冷れい酷こくさ──。

　泥どろ闇やみは自分に従わない者や、失敗した者を決して許さない。

　そして自分は失敗したのだ。

　カロン、とラウルの蹄ひづめが地下室に響ひびく。

「行きましょう。姫ひめ様が心配ですし、もうここに用はない」

　ああ──〝不用品をしまう〟とは、そういう事か。ラウルにとってサナレなど、その程度の存在でしかない。

　憎ぞう悪おの対象ですらないのだ。

　ゼロが長い外がい套とうを翻ひるがえし、白い獣けもの堕おちがそれに続く。

　呆ぼう然ぜんとするサナレの視界の外で、扉とびらの閉まる音がした。重たい錠じようが下り、遠ざかる足音以外なにも聞こえなくなる。

　サナレは門番を見た。──サナレを睨にらむ無数の死し霊りよう達を。

　その中で、死し霊りようが一つ動いた。

　ナイフの持ち主、テオだ。その表情はサナレを憐あわれむようで、門番の立ち位置から退いて部屋から去って行こうとする。

「許してくれるの……？　あたしの事……」

　テオは振ふり向むいた。

　その唇くちびるが動く。




　──お前なんかどうでもいいし。




　その言葉だけを残して、テオは消えた。きっとサナレへの復ふく讐しゆうよりも、ゼロ達とともにいる事を選んだのだろう。

　サナレはぺたりと座り込んだ。泥どろの体は、地面の冷たさを感じる事もない。

「……アハハ」

　あっけない幕引きに、サナレは笑った。笑う事しかできない。

　力ない笑いは少しずつ大きくなり、いつもの哄こう笑しようへと変化する。

　ゲラゲラ、ゲタゲタとサナレは喉のどを反らして笑い続けた。

　いつも他者を嘲あざけり嗤わらって生きてきた。そしてこの笑いは、無様な自分へと向けたものだ。

　ああ、とサナレは息を吐はく。

「……役立たずのあたしにふさわしい、なんて無様な幕引きかしら」
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「──あっけないもんだったな」

〈学舎〉を出てしばらく無言のまま歩き、俺おれはふと口を開いた。

「あれで本当にサナレを封ふう印いんできたんだよな……？　もうあそこから出られないんだよな」

「永遠にではない。百年か、二百年か──すべての〝門番〟が許した時、自我を保っていられれば自由の身だ」

「門番、ねぇ」

　俺おれは〈学舎〉に置いてきたテオのナイフの事を思い、少しだけ振ふり向むいた。

「テオのナイフが気になるか？」

　ゼロに聞かれて、俺おれはぺたりと耳を伏ふせる。

「まあ、な……俺おれは結局、またテオを置いてきたんじゃないかって……」

「君が置いてきたのは、ナイフであってテオではない。君が想像しているよりも、死者というものは極きわめて自由だ。場所や物に縛しばられている死し霊りようですら、自らがそうと望んで縛しばられる」

「よく分かんねぇな」

　俺おれが耳に合わせて尻尾しつぽを垂らすと、葉は擦ずれの音が笑い声のように降ってくる。

「──姫ひめ様は、もう大だい丈じよう夫ぶなんですよね？」

　ラウルが俺おれ達の少し後ろを歩きながら、不安げな声を上げた。

「もう、サナレに乗っ取られる心配は……」

「ない」

　ゼロの断言に、ラウルはようやく表情を和やわらげる。

「しかし、王女の問題は根深いぞ、馬の。サナレは封ふうじたが、王女は自らの意思で〈不完全なる数字セストゥム〉の一員となったのだろう？　場合によっては、我わが輩はいは王女の記き憶おくを封ふうじる必要がある」

「魔ま法ほうに関する、すべての記き憶おくを？」

　ゼロは頷うなずいた。

　魔ま術じゆつ師しアルゲントゥムを師として魔ま法ほうを習得し、〈女神の浄火デア・イグニス〉によってその師し匠しようを殺された王女は、アルゲントゥムを殺した教会への憎にくしみで行動している。

　それならば、そもそも「魔ま法ほうを習った」という記き憶おくごと消さなければ、王女は死んだ師し匠しようを探し続ける事になるだろう。

　だがラウルはさして深刻にとらえている様子もなく、どちらかと言うと穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「きっと、その心配はないと思います」

「いや、心配しかねえだろうが……実際、お姫ひめさんは神父を全力で殺しにきてたぞ」

「神父様を殺す事は、〈不完全なる数字セストゥム〉にいなくてもできますから」

　本当にこいつは、さらりと恐おそろしい事を言ってのけるな……。

　黒こく竜りゆう島とうで初めて会った時は爽さわやかな好青年って感じだったが、サナレを「不用品」と言い切った辺りも含ふくめ、意外と腹黒いところがありそうだ。

「姫ひめ様は賢かしこい人だから、何が最善なのかちゃんと分かってるんです。今までサナレに体を貸していたのだって、最初こそ神父様への恨うらみが理由でしたが、途と中ちゆうからは〈不完全なる数字セストゥム〉の内情を知るためだった」

「内情だぁ？」

「〈不完全なる数字セストゥム〉の規模や目的、その方法。──元々魔ま術じゆつ師しアルゲントゥム様が所属していた組織ですから、姫ひめ様は〈不完全なる数字セストゥム〉に強い興味があったんです。サナレはなんでも話してくれましたし……」

　ちょっと口が軽すぎますよね、とラウルは苦笑いした。

「少し前から、姫ひめ様は〈不完全なる数字セストゥム〉に見切りをつけ始めていました。ですが、下手に逃にげようとすれば殺されてしまいますから……傭よう兵へいさん達がきてくれてよかった」

　しばらく歩いて森を抜ぬけると、王女を閉じ込めた巨大な土の箱が視界に飛び込んでくる。

　その周囲には魔ま法ほう陣じんがあり、特に変わった様子はない──と、言えればよかったんだが、俺おれはそこに広がっている光景に絶句した。

「な……なんだこりゃ!?」

　王女を閉じ込めていた土の箱に、ぽっかりと穴が開いていた。一いつ瞬しゆん逃にげたのかと思ったが、中から神父と王女の声が聞こえてくるのでそういうわけでもなさそうだ。

　リーリは穴の横にぺったりと座り込み、焚たき火びにかけた鍋なべをぐるぐるとかき混ぜている。

　火の周りでは、串くしに刺さした動物の肉がこんがりと焼けて、ぽたぽたと油を滴したたらせている。

　匂においからすると鹿しかだろう。そう言えば腹減ったな──じゃなくてだな。

「おいリーリ！　どうなってんだこりゃ！　神父とお姫ひめさんは？」

　俺おれが声を荒あららげると、リーリは真しん剣けんに鍋なべをかき混ぜながら、

「おおげんか」

　と、美味そうに焼けた鹿しか串ぐしを一本引ひっこ抜ぬいてむしゃりと食べた。

「喧けん嘩かって……」

　俺おれが引きつっていると、いつの間にかゼロとラウルが穴の中を覗のぞき込こんでいる。

　遅おくれて俺おれもその背後から覗のぞき込こむと、なるほど確かに〝おおげんか〟だった。

「おまえは何も分かっていないようですね。教会が行っているのはただの恐きよう怖ふ政治です。むろん恐きよう怖ふが民を統とう率そつするのに有効な事は心得ていますが、だからと言って教会の教えを押おし付つけていては、この世界は停てい滞たいするばかりだとなぜ分からないのです？」

「何も分かっていないのはそちらの方です。世界の停てい滞たい？　おおいに結構！　平和な世界が続く事に、一体何の不満があるというのです？　むろん教会に問題がないとは言いません。ですがそれは教会の内部で解決すればいい事──魔ま女じよやら魔ま術じゆつやら魔ま法ほうやらの出る幕ではないのだと、少し考えれば分かる事だと思いますがね？」

　などという、極きわめて不毛な言い合いが繰くり広ひろげられてはいるが、少なくとも殺し合いに発展する様子はない。

　しかもその大おお喧げん嘩かが、鹿しかの串くし焼やきにがっつきながらというんだから、雰ふん囲い気きはますます酒場の片かた隅すみのささやかな怒ど鳴なり合あいって感じだ。

　それも〈岩蔵エトラーク〉の中でやってるわけだから、まあ何の問題もないんだが……。

　って言うかまず、なんで〈岩蔵エトラーク〉に穴が開いてんだ？

　そして、なんで神父がその中に入ってるんだ？

　その状じよう況きようで、どうして当然のように飯が食えるんだ？

　俺おれが頭の中を疑問でいっぱいにしていると、リーリが焼けた鹿しかの肉を俺おれ達に差し出した。

「鹿しか、神父様が捕つかまえたの。お兄ちゃん達、帰ってきたらお腹減ってると思って……リーリが料理して……ちゃんと気を付けたから、たぶん病気、大だい丈じよう夫ぶ」

「……そうか」

　だがそういう事を聞いてるんじゃねえんだ、リーリ。とは言え確かに腹は減っているので、串くし焼やきはありがたく受け取っておく。

　ついでに、リーリが〈岩蔵エトラーク〉の中に運び込もうとしていた鍋なべも運び込んでやる。

　すると鹿しかの肉を塩と野菜で煮に込こんだ鍋なべからいい香かおりが漂ただよって〈岩蔵エトラーク〉の中に充じゆう満まんし、神父と王女は一時、言い争うのをやめて鍋なべの方に目を向けた。

　そして、

「ごはん」

　とリーリが宣言する。

　光のない〈岩蔵エトラーク〉の内部で飯を食うのか？　と一いつ瞬しゆん思ったが、ゼロと王女以外は全員夜目が利きくし、魔ま女じよ二人組は光なんぞなくても平気だろう。

「冷めちゃう。はやくはやく」

　とリーリが言うと、神父は光から逃にげるように〈岩蔵エトラーク〉の奥おくに移動し、黙だまってその場に腰こしを下ろした。

　するとラウルが俺おれの横をすり抜ぬけて、王女に近づいてそっと腰こしを下ろす。それに合わせて王女もその場にぺたりと腰こしを下ろし、ラウルの馬体に上半身を預けて、少しだけ肩かたの力を抜ぬいた。

　俺おれとゼロがその場に座ると、リーリが鍋なべの中身を器うつわに注いで俺おれとゼロと神父に配る。

　それからラウルに駆かけ寄よると、「ん」とその小さな両手を差し出した。

　意味が理解できずにラウルが首を傾かしげると、

「器うつわ」

　と答える。

　ラウルは〈学舎〉から出る時、荷物を一式持ち出している。催さい促そくされて、ラウルは慌あわてて荷に物もつ袋ぶくろの中から一人分の器うつわを取り出した。

　するとリーリはリスのように頰ほおを膨ふくらませ、

「もういっこ！」

　と怒おこる。

「あの、僕ぼくは……」

「リーリ、馬の人、嫌きらい。けど、仲間はずれもっと嫌きらい」

　だから一いつ緒しよに食べろと言うのだろう。いつもより野菜の量が多いと思ったが、ラウルが草そう食しよく獣じゆうである事を想定して作ったらしい。

　それを察してか、ラウルは大人しく自分の器うつわも差し出す。リーリは全員分よそい終えると、自分の分を最後によそい、神父の近く──と言っても微び妙みように距きよ離りをあけてだが──にちょこんと腰こしを下ろした。

　その時点で、やはりゼロはさっそくおかわりに手を出している。

　そういやあ、リーリが一人で作った料理を食うのは初めてだなと思いながら一口食うと、匂においから想像できた通りの味がする。

　肉は柔やわらかく、野菜は甘あまく、味付けは薄うすめだが上品で、香こう草そうの香かおりが豊かだ。──当然だが、リーリの母親が作った料理の味に雰ふん囲い気きがよく似ている。

「──それで？　神父よ」

　ゼロが鹿しか肉にくをもごもごと頰ほお張ばりながら、話の口火を切った。

「これは一体、どういう状じよう況きようだ？　無論、飯を食っているという答えはなしで、だ」

　ざっくりとした質問だったが、ほかに適切な質問も浮うかばない。

「見ての通りですよ」

　ゼロの質問に合わせたように、神父も実にざっくりとした答えを返す。

「しばらく壁かべ越ごしに話していたのですが、声も通りにくいですし、埒らちが明かないので穴を開けさせていただきました」

「開けさせていただきました、じゃねえよ……それで王女が結界の外に出て、サナレに計画がばれちまったらどうする気だったんだよクソ神父」

「逃にげようとした場合は、殺せばすむ事ですから」

「いかにも、そうです」

　しれっと吐はかれた神父の恐おそろしい言葉に臆おくする事なく、むしろ同調したのは、殺すと宣言された当の王女本人だ。

「今のわたくしは【ゼロの書】の魔ま法ほうを封ふうじられ、死し霊りよう術じゆつに連なる魔ま法ほうをようやく少し使えるようになった程度……その上ラウルの護衛もなく、〈女神の浄火デア・イグニス〉と命のやり取りをするほど愚おろかではありません。ならば行うべきは舌ぜつ戦せんであり、議論とはやはり、お互たがいの顔を見ながらするのが最善です。この暗くら闇やみの中ならば神父も眼帯を外せると言うのなら、こちらにお招きするのが最善でしょう？」

　いや、最善どころか俺おれには完全なる悪あく手しゆにしか思えない。「でしょう？」などと同意を求められても困る。

「では王女よ。君は神父を許したのか？」

「私は許しを求めるような事は何一つ──」

　していませんよ、と反論しようとした神父は、ゼロはいつものように片手を上げて黙だまらせる。

　王女はゼロの質問にしばし悩なやみ、

「いいえ」

　と答えた。

「ですが、わたくし個人の恨うらみなどは瑣さ末まつな問題です。殺せる機会があれば積極的に殺しますが、今はその時ではない──けれど先ほど仕留めそこねたのは、非常に惜おしかった」

　ねえ、ラウルと王女は微ほほ笑えみ、ラウルはそれに曖あい昧まいな笑みで答える。

　投なげ槍やりの軌き道どうは完全に神父の心臓に捉とらえていたから、ラウルも本気で殺す気ではあったんだろうが、本意ではなかったという複雑な心境だろう。

　リーリもラウルには殺されかけている関係上、その表情は渋しぶい。

「〝今はその時ではない〟──というのは？　馬のは先ほど、君が〈不完全なる数字セストゥム〉について調べていたと話していたが」

「我が師アルゲントゥムは、〈不完全なる数字セストゥム〉の一員でありながら、そのあり方を快く思ってはいませんでした。あくまで、自らの目的のために利用していただけ──何も詳くわしくは話してくださらなかったけど、わたくしにだってそれくらいは分かります。わたくしも利用するつもりで、サナレにこの体を明あけ渡わたしました。それに、もし〈不完全なる数字セストゥム〉が教会を滅ほろぼすのなら、それに助力するのが魔ま女じよと世界にとって最善だとも」

　神父が口をはさむ隙すきを与あたえずに、王女は「しかし」と言葉を繫つないだ。

「〈不完全なる数字セストゥム〉の目的は〝教会の破は壊かい〟ではなかった。〈不完全なる数字セストゥム〉──すなわち、その指導者である〝あの方〟は、〝世界そのものの破は壊かい〟を目指していたのです」

　俺おれは口笛を吹いた。

「そいつはすげぇや。恐おそろしすぎて泣きそうだ」

　俺おれが茶化すと、それに合わせて神父も失笑する。

「世界とは、まったく大きく出たものですね。その力があるのなら、教会を滅ほろぼす事など明日にでも達成できるでしょう」

「──笑い事に聞こえるのですね」

「いいや」

　冷たく放たれた王女の言葉に、ゼロの張はり詰つめた声が答える。

　それで、俺おれの笑いも一いつ瞬しゆんで引っ込んだ。だが深刻に捉とらえるには、話の規模がでかすぎる。少なくとも、飯を食いながらするような話題じゃねえと思うんだが……。

「神父よ。君は一つ誤解をしている。教会を滅ほろぼすのは難しい。だが、世界を滅ほろぼすのは容易たやすい事だ。〝対象を限定しない〟だけで、あらゆる事は単純になる」

「村から悪党を見つけるより、悪党がいる村ごと焼いた方が楽って話か？」

　俺おれの言葉に、ゼロは頷うなずく。そして案の定、神父がそれに突つっかかった。

「いかにも魔ま女じよらしい暴論ですね。それで、〝世界の安あん寧ねいのために世界を滅ほろぼす〟などという話になるわけですか」

「あー、そういや言ってたな、そんな恐おそろしげな話」

　昨晩、十三番からの作戦決行の合図を待っていた時だ。

　サナレを封ふう印いんするためには王女を懐かい柔じゆうする必要があり、そのためには、神父の命を差し出すのが簡単だと俺おれは言った。

　すると神父は、ならばサナレにそそのかされているアルバスを殺す方が楽だと言った。

　そしてゼロは、ならば世界を滅ほろぼせばすべてが解決すると言った。あの時は詳くわしく聞かなかったが、もし〈不完全なる数字セストゥム〉の目的がそれだとするなら無視できない。

「では〈不完全なる数字セストゥム〉は、教会を滅ほろぼすために、世界ごと破は壊かいしようと？」

　神父の問いに、ゼロは曖あい昧まいな表情で首をかしげる。

「少し違ちがう。王女が先ほど語った通り、目的は〝教会の破は壊かい〟ではない。どちらかと言えば、〝世界の再生〟だ。──例えば、この鍋なべに毒が溶とけているとしよう」

　こつん、とゼロが匙さじで鍋なべを叩たたいた。

「このままでは食べられないが、溶とけてしまった毒を取り除く事はできない。そんな時、君ならばどうする？　ネズミの」

「え……？　あの……つ、作り直す……？」

「そうだ。作り直すしかない。だが作り直す前に、何をする？」

「中身を……捨てる……」

　リーリの答えは単純だった。誰だれだってその答えに行き着くだろう。──だからこそ、ぞっとする。

「それが〝世界を滅ほろぼす〟という事だ。最終目的は〝作り直す事〟であり、破は壊かいはその前段階にすぎないのだ」

「さすがはゼロ様ですね。しかし具体的にどのような手段を用いるのかは、誰だれも教えられてはいませんでした。ただ、〝あの方〟がウェニアス王国に教会騎き士し団だんを集めようとしていたのは間ま違ちがいありません。サナレは、そうして集めた教会騎き士し団だんを背後から叩たたくつもりだと考えていたようですが……」

　その程度じゃ〝世界の破は壊かい〟とは言わないだろう。どう考えたって〝教会騎き士し団だん壊かい滅めつ〟でしかない。

「──なあ魔ま女じよ。お前なら、どうやる？」

　俺おれの質問に、ゼロが顔を上げた。

「世界の滅ほろぼし方かた……か。我わが輩はいも色々考えた。水や空気を毒に変えれば簡単だが、植物や獣けものにも犠ぎ牲せいが及およぶ。子が産まれぬように呪のろいをかけてはどうかと考えたが、〝作り直し〟を考えると、無む垢くな赤子こそ残したい。結論はついに出なかった。そしていっそこう思ったのだ──ああ、魔ま女じよではない者が世界を滅ほろぼしてくれればいいのにと」

「魔ま女じよではない者……ってのは？」

　ゼロは首を左右に振ふった。

「分からない。だが〝無む作さく為い〟が必要な事は間ま違ちがいない。教会も、魔ま女じよも、大人も、赤子も、ありとあらゆる区別を持たず、無む作さく為いに破は壊かいする純じゆん粋すいな暴力。それこそが世界を均一に破は壊かいし、結果生まれる世界にこそが安あん寧ねいがある──そう、思った」

「……過去形なのですね」

　指し摘てきしたのは神父だ。ゼロは眼帯をしていない神父と視線を合わせ、老ろう婆ばが孫に向けるような、穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「当時の我わが輩はいは魔ま法ほうを生み出す前だった。しかし〝世界を滅ほろぼす〟などという結論はいささか単純すぎて、一種の思考停止とも思えてな。それで、魔ま女じよと人間との共存のために考えたのが魔ま法ほうだ」

　それに、とゼロは言葉をつなぐ。

「死んでほしくないものを見つけた。──見つけてしまった。ならばもう、我わが輩はいは世界の破は壊かいなど願えない」

　勘かん弁べんしてくださいよ、と神父が土の天てん井じようを仰あおいだ。

「この状じよう況きようでのろけに走るつもりですか？　あなたが傭よう兵へいに執しゆう着ちやくしている事なんて、今いま更さら言われなくても十分に分かっています」

「君もだぞ、神父」

　ゼロのほっそりとした指が神父を指した。指を向けられた本人は虚きよを突つかれて間ま抜ぬけ面づらを晒さらし、慌あわてて険しい表情を取とり繕つくろう。

「私？　魔ま女じよに執しゆう着ちやくされる神父なぞ、おとぎ話にしても悪あく趣しゆ味みだ」

「ネズミのもそうだ。当然、ネズミのが慕したうその両親にも、我わが輩はいは死んで欲しくはないと思う。そしてアルゲントゥムに託たくされた王女に──その従者である馬の。魔ま法ほうが広まり、根付いた黒こく竜りゆう島とうの住民。自らの罪と向き合い、生きる事を決意したアクディオスの聖女に、その支えとして立つ鷹たかの。何かと油断のならないイデアベルナの領主。この国を背せ負おって立つわっぱに──まあ、その従者である狼おおかみも、我わが輩はいそれほど嫌きらいじゃない」

　この一年で出会った連中を、ゼロは指折り数えて列挙する。

「最初、我わが輩はいは傭よう兵へいだけが特別だと思っていた。だが、神父と他愛のない言い合いをする傭よう兵へいを見ているのが好きだし、ネズミのと料理をしている傭よう兵へいも好きだと思う。そうすると、神父もネズミのも、特別なように思えてきた」

「俺おれ基準かよ！」

　思わず突つっ込こむと、ゼロは笑った。

「そう──君が基準だ。テオが死んだ時、君はひどく苦しんだ。それを思い出すと我わが輩はいも苦しく、二度と君にあのような思いをさせたくないと強く思った。すると我わが輩はいが穴ぐらを出て触ふれてきた多くの者が、すべてかけがえのない唯ゆい一いつであると気づいたのだ」

「……結局それは、のろけではないんですか？」

　と、神父が半眼で俺おれとゼロを睨にらむ。

　ゼロは「かもしれないな」と愉ゆ快かいそうに笑ったが、俺おれはどうにも笑えなかった。

　誰だれもが、誰だれかにとって特別な唯ゆい一いつだ。──俺おれはそれをガキの頃ころから知っていたが、大人になってからその考えを切り捨てた。

　でなければ、傭よう兵へいなんぞやっていられない。目の前にいる敵に女によう房ぼうがいるのか、ガキがいるのか──そんな事を考え出したら、誰だれ一人殺せやしない。

　もしゼロが〝慈じ悲ひ〟だとか〝博愛〟だとかいう感情を持ってしまえば、ゼロはもう冷れい酷こくではいられない。俺おれはそれを、ひどく残ざん酷こくな事だと思った。

　俺おれが黙だまって固まっていると、食事を終えたゼロがごろりと俺おれの膝ひざに倒たおれ込こんできた。

「お、おい……」

「我わが輩はいは冷れい酷こくな魔ま女じよだ、傭よう兵へい。心配せずとも、それは変わらない。我わが輩はいが大切に思う者のために、他人にとっての唯ゆい一いつ無む二にを奪うばう事──それを躊ちゆう躇ちよしたりはしない。だが、無む作さく為いに滅ほろぼされる世界の中に、君達を放り込む事をよしとはしない。それだけの話だ」

　人間ならば誰だれもがしている、身近な誰だれかへの〝特とく別べつ扱あつかい〟。そのどこまでもまっとうな自分中心な考え方に、俺おれは少し安あん堵どする。

「では、世界を守ると？」

　王女の問いに、ゼロは眠たげに「そうだ」と答える。まるで草むしりでも引き受けたような気安さだ。

「〈不完全なる数字セストゥム〉が世界を破は壊かいすると言うのなら、我わが輩はいはその破は壊かいから世界を守ろう。我わが輩はいの力の及およぶ限りでな。王女よ、君はどうする？」

「わたくしは……」

　王女は神父へと視線を投げた。暗い土つち壁かべの中でも、目が慣れれば少しは見える。

「……黒こく竜りゆう島とうは、どうなったのです？」

　その質問は神父に向けられたものだった。

　黒こく竜りゆう島とうには、魔ま法ほうを覚えた連中が今も暮らしているはずだ。魔ま法ほうと、魔ま法ほうに関する記き憶おくを捨てて島を出る選せん択たくもあったのに、魔ま法ほうを選んで島に残った魔ま法ほう使つかい達が。

　神父はその黒こく竜りゆう島とうの調査をせよと命令を受けており、当然その実情を知っている。

　神父が教会にどう報告したかによって、黒こく竜りゆう島とうの運命が変わってくるわけだが……俺は神父が黒こく竜りゆう島とうについて、どんな報告を教会にしたのか、そして黒こく竜りゆう島とうが今どうなっているのか一切知らなかった。

　ルートラ大聖堂に立ち寄った時、神父の口からなんらかの報告はされてるはずだが──。

「竜によって滅びました」

「……へ？」

　神父の答えに、俺おれは間ま抜ぬけな声で聞き返し、王女はピクリと片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「わずかばかりの生存者は、全員船にて島を脱だつ出しゆつ。一時的に竜りゆうを休きゆう眠みん状態に陥おちいらせる事には成功しましたが、今後黒こく竜りゆう島とうに接近するのは極きわめて危険であるため、禁止海域にする事が賢けん明めいであると主教様に進言しました。──おそらく、その通りになるでしょう」

　ひゅう、とゼロが口笛を吹いた。意外に思ってゼロを見ると、「君の真ま似ねだ」と言われる。確かに、俺おれも口笛を吹きたくなるくらい完かん璧ぺきな後処理だった。

　つまり神父は、黒こく竜りゆう島とうの魔ま法ほう使つかいどもを守るため、教会に虚きよ偽ぎの報告をしたって事になる。教会の規則について詳くわしくなくとも、これが重罪である事は確信できる案件だ。

「なぜです？　おまえは〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官──わたくしのお師し匠しよう様を無む慈じ悲ひに殺したくせに、なぜ黒こく竜りゆう島とうの民には慈じ悲ひをかけたのです」

「彼らは誰だれも殺していない。そして誰だれも殺さない」

　神父の答えは単純だった。王女はふ、と短く息を吸い、苦々しげな表情を浮うかべる。

「そもそも、歴史的に見れば黒こく竜りゆう島とうは流る刑けい地ちです。彼らが島から出ないのなら、死んでいるのと変わりはない。そして彼らの討とう伐ばつを行えば、少なからず教会に犠ぎ牲せいが出るでしょう。島から逃にげ出だす者も現れるかもしれない。そう考えての判断であり、慈じ悲ひではありませんよ」

　ひゅう、と。口笛を吹いたのはラウルだった。

　これには王女がぎょっとして振ふり返かえる。

「傭よう兵へいさんの真ま似ねです」

「品のない事はおやめなさい」

　ぴしゃりと言われて、はあい、とラウルは間の抜ぬけた答えを返す。

　下品で悪かったな、と心のなかで吐はき捨すてると、なぜかリーリが口笛を吹いた。吹いてしまってから、慌あわててばっと口を押おさえる。

「あの……練習してみただけ……鳴ると思わなくて……」

　恥はずかしそうに震ふるえながら、どうにかそれだけ口にすると、リーリは頭を抱かかえてその場に丸くなった。穴があったら入りたい──と言うより、穴を掘ほって潜もぐっちまいそうな勢いだ。

　くっくとゼロが楽しげに笑い、釣つられたように王女も笑う。

「そう……黒こく竜りゆう島とうは滅ほろんだのですね」

　どこか遠い目をしながら、王女は故郷を懐なつかしむように呟つぶやいた。

　禁止海域になってしまった以上、王女が自力で黒こく竜りゆう島とうに帰れる可能性はどこまでも低い。泳いで行けばどうにかなるだろうが、現実的とは言いがたい。

　だが、王女は気落ちした風もなく、毅き然ぜんとして神父に言った。

「ありがとうございます、神父。黒こく竜りゆう島とうを滅ほろぼしてくれて。わたくしはあなたを許すつもりはありませんが、同時に感謝を捧ささげます」

「そんなもの捧ささげられても困りますよ。それより、ゼロの質問に答えなさい。黒こく竜りゆう島とうに戻もどるのは不可能ですが、教会に保護を要よう請せいすればどこかの国があなたを引き取ってくれるでしょう」

「わたくしには保護など必要ありません」

「では、新たな師し匠しようが必要か？」

　ゼロの言葉に、王女は目を見開いた。

「君はサナレの研究を元に、死し霊りよう術じゆつを応用して新たな魔ま法ほうを生み出した。これは恐おそるべき才能であり、並外れた努力の賜たま物ものだ。捨てるにはあまりに惜おしい。我わが輩はいはアルゲントゥムに、君を頼たのむと言われた。我わが輩はいが君の師し匠しようになるつもりはないが……幸い、ここは魔ま法ほう国家ウェニアスだ。そして主席魔ま法ほう使つかいたる詠よみ月つきの魔ま女じよに、我わが輩はいは少々顔が利きく」

「……星せい瞰かんの魔ま術じゆつ師しの弟子であったわたくしが……泥どろ闇やみの魔ま女じよの口くち利ききで、詠よみ月つきの魔ま女じよの弟子に……？」

「なかなか面おも白しろそうだと思わないか？　少なくとも、神父を殺すよりは」

　王女は躊ちゆう躇ちよしなかった。「そうですね」と素直に頷うなずき、真まっ直すぐにゼロを見る。

　そして、

「それが最善と言えるでしょう」

　と、いつもの口くち癖ぐせで締しめくくった。





２






〝世界を守る〟と一口に言ってはみても、〈不完全なる数字セストゥム〉を率いる〝あの方〟ってのが誰だれで、どこにいるのかを割り出さなけりゃどうにもならん。

　だが、それより何より、まずはウェニアス王国と教会の戦争だ。

「今いま頃ごろ、十三番が坊ぼう主ずの頭ぶん殴なぐって説教かましてるんだろうな」

　想像すると笑えてくる。きっとゼロも笑うだろうと思ったんだが、ゼロは表情を硬かたくして、何か考え込んでいる風だ。

「魔ま女じよ？」

「うん？　ああ……いや……十三番から、報告の使つかい魔まがこない事が気になってな」

「説教で忙いそがしいんだろ？」

「ん……まあ……そうだろうとは思うのだが、妙みような違い和わ感かんがあってな……ひどくざわつくのだ、ここが」

　そう言って、ゼロは自分の胸を軽く叩たたいた。

「それ、心配って事？」

　リーリが口にした言葉に、ゼロは意味の理解できない言葉を聞きでもしたような顔をする。

「心配？　我わが輩はいが？　十三番を？　──まさか。世界が終わろうとありえぬ話だ」

「ま、あの十三番がサナレや坊ぼう主ず相手に遅おくれを取るとも思えねぇしな。心配するなら、十三番より坊ぼう主ずの方だろうよ」

「いかにも、そうだ。十三番の説教は、長く陰いん湿しつで反論が難しい。わっぱの泣き顔が目に浮うかぶようだな」

「戦争を引き起こしておいて、説教で済むというのもどうかと思いますがね」

　俺おれとゼロが軽口を叩たたき合あうと、神父が冷ややかに吐はき捨すてる。

　──まあ、さすがに説教だけで済むわけじゃないだろう。

　とは言え、とにかくサナレという異物は取とり除のぞいた。あとは始めちまった戦争にどう決着をつけるかだ。

　アルバスに会って状じよう況きようを確かく認にんし、ついでに王女を預けるために、俺おれ達は王都プラスタを目指す事になった。

　ウェニアス王国北東にある廃はい村そんから、王都プラスタまでは徒歩で七日ほどだろう。俺おれと、ゼロと、神父にリーリ、そこに王女とラウルが加わって、なかなかの大所帯だ。

　今から出発の準備を整えて移動を始めたら、少しも歩かないうちに夜がくる。

　夜通し歩いても問題ない顔ぶれではあるが、なにせ、神父はラウルに腹を貫つらぬかれてまだ間もない。無理をさせて倒たおれられても厄やつ介かいなので、今夜は休養に充あてる事にした。

　その間に水を汲くみ、食料になる草や果物を集め、食いきれなかった分の鹿しかの肉を切り分けて燻くん製せいにし、せっかくなので鹿しかの膀ぼう胱こうを洗って新たな水みず袋ぶくろに加工する。

　ラウルがいるなら多少荷物は増やせるし、水はいくらあっても困らねぇからな。

〈岩蔵エトラーク〉はそのまま即そく席せきの宿しゆく泊はく施し設せつになり、ゼロの魔ま法ほうで内部は明るく照らされている。

　小さくて丸い、小型の太陽みたいなものが〈岩蔵エトラーク〉の天てん井じよう付近にふわふわと浮ういている様子はなんとも異様だが、それが明るさばかりか暖かさまで提供してくれるとなれば、異様さなどは露つゆほども気にならない。

　この〈日鞠ソルム〉という魔ま法ほうは収しゆう穫かくの章の初歩で、曇くもりの日に畑を照らす太陽なのだとゼロは言った。

　王女はそんなゼロの魔ま法ほうを見て「わたくしも使いたい」とぽつりとこぼし、渋しぶるゼロについて回って「もう暴走はさせないから、再び魔ま法ほうが使えるようにしてくれ」と要求している。

　魔ま術じゆつの勉強も進めたし、死し霊りよう術じゆつの研究で魔ま力りよくの制せい御ぎよにも自信がついた今ならば、【ゼロの書】の魔ま法ほうも暴走させずに使えるはずだという主張だが──まあ、せめてアルバスと十三番に引ひき渡わたすまでは我が慢まんしていただきたいところだな。

　神父は体力回復に努め、リーリはそんな神父にあれこれ世話を焼いている。

　結局のところ、旅の準備は俺おれとラウルが進めているという状じよう況きようだった。

「さすがに、傭よう兵へいさんは旅慣れていますね」

　鹿しかの膀ぼう胱こうを膨ふくらませ、乾かわかしている俺おれを見て、ラウルが感心したように言った。

　ラウルはと言うと、枝と弦つると鹿しかの骨で作った釣つり竿ざおで、晩飯の材料を調達している最中だ。ラウルは信じられないほど釣つりが上う手まく、傍かたわらにはすでに十匹ぴき近い魚が積み上げられていた。

「お前も十分旅慣れてると思うがな……」

「僕ぼくはほら、森での生活が長かったので」

　生まれた瞬しゆん間かん父親に殺されかけて、森に逃にげ込こんで一人で生き延びた──それがラウルの出生だ。なるほど生きる力は確かに強くなるだろう。

「でも、姫ひめ様と島を出て、サナレの影えい響きよう下かであっても旅をして……自分が至らないと感じる事はたくさんありました。野宿の時、雨よけの布を張るのにすら手こずっちゃって」

「乗せて歩けるってのは、それだけで強みだと思うがな。お前とお姫ひめさんだけが先行するなら、王都まで三日もあれば着くんじゃねえか？」

「馬に乗るのって疲つかれるんですよ、傭よう兵へいさん。僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶでも、姫ひめ様は不ふ眠みん不ふ休きゆうじゃ走れません。その点については、サナレに感謝しているんです。彼女は疲つかれるとすぐに文句を言いますが、姫ひめ様は我が慢まんしてしまうから……」

「そういうもんかねぇ」

「ゼロさんは、我が慢まんとかしないんですか？」

「あいつはなぁ……しねぇなあ」

　いつだって、自分中心のわがまま放題だ。自分の分の荷物を持つのだって嫌いやがる。

　我わが輩はいは必要ないのに、だとか。着き替がえなど不要だ、だとか。極きわめつけは、自分で歩くのだって嫌いやがって、俺おれの肩かたによじ登り始める始末だ。

「信しん頼らいしているんですね、傭よう兵へいさんの事」

「あれを信しん頼らいって言っていいのやら……」

「羨うらやましいです。姫ひめ様は、僕ぼくをあまり頼たよってくれませんから──っと」

　ラウルが十一匹ぴき目の魚を釣つり上あげる。

　六人の大所帯ともなると、食糧の問題は重要になってくる。道中で見つけられる食料が人数分あるとは限らないしな。

　なので、鹿しか肉にくはほとんど保存食行きだ。魚も骨をとっておけば、出だ汁しとして活用できる。

　道連れが増えると面めん倒どうも多いが、荷物を分けて持てるのは大きな利点だ。

「さっきも怒おこられちゃいました。僕ぼくがわざとみなさんに捕つかまったって」

「実際、そうだったんだろ？」

「いえ、まあ……そうなんですけどね」

「そりゃ、確かに信しん頼らいに値あたいしねぇ従者だな」

　俺おれの軽口に、ラウルは「確かにそうだなぁ」とのんびり答える。

「そうだ。あの、黒こく竜りゆう島とうでの事なんですけど……」

「うん？」

「すみませんでした、肩かた、痛かったですよね」

　ラウルが槍やりで俺おれの肩かたを貫つらぬいた挙句、崖がけから叩たたき落おとした事を謝あやまっているらしい。

　俺おれは膨ふくらませた鹿しかの膀ぼう胱こうの口を紐ひもでぐるぐるに縛しばりながら、舌を出して吐はき捨すてた。

「そんなん、傭よう兵へいの世界じゃ日にち常じよう茶さ飯はん事じすぎて記き憶おくにも残ってねぇよ。今日の味方が明日の昼には裏切って、仲間だった連中の首を土産みやげに報ほう奨しよう金きんをもらう世界だ。それより神父に侘わび入れといた方がいいんじゃねえのか？」

「神父様はほら、魔ま術じゆつ師し様を殺しているので」

　自じ業ごう自じ得とくかなって、とラウルは笑う。神父を殺そうとした事については、完全に正当な報復だという考え方らしい。

「お前、温和そうに見えて結構過激だよな……」

「傭よう兵へいさんは、過激そうに見えて優やさしいですよね」

　しれっと切り返されて、俺おれは鼻の頭に皺しわを寄せて立ち上がる。

「先に戻もどって、焚たき火びの用意をしてる。お前も適当に切り上げて戻もどってこいよ。暗くなる前に晩飯を済ませて、早めに眠ねむって早朝出発だ」




　薪まきを集めて火をおこし、解体した鹿しかを保存用に加工しつつ晩飯の準備を進めていると、あっという間に日が暮れ始めた。

　本日の献こん立だては、川魚の葉は蒸むし、川魚の塩焼き、おまけに鹿しかの脂あぶらで揚あげ焼やきにしたサワガニだ。

　保存食に向かない鹿しか肉にくの一部も、今夜のうちに食っちまう。

「お兄ちゃん、鹿しかの、鹿しかのね……えっと、かんぞー？　をね、生で食べると美お味いしいって、お母さんが」

　とリーリによるささやかな進言があったが、俺おれは生肉全ぜん般ぱんを忌き避ひしているので、リーリにまるごとくれてやる事にした。

　料理人の矜きよう持じとして、自分が食わないものを料理はできない。

　リーリはぶよぶよとした赤黒いソレの扱あつかいについてかなり長時間悩なやんでいたが、さっと洗って薄うす切ぎりにすると、少しだけ塩を振ふってえいやと口の中に放り込んだ。

　その途と端たんに、目を見開いて尻尾しつぽを硬かたくピンと立て、味の感動に打うち震ふるえて俺おれを見る。──いや、分かるぞリーリ。俺おれも食人衝しよう動どうが出る前は普ふ通つうに食ってたからな。

　今ならもう大だい丈じよう夫ぶだろうが、一度嫌けん悪お感かんを持っちまったものに再度手を出すのはなかなかどうして難しい。

　リーリは肝かん臓ぞうをすべて丁てい寧ねいに切り終えると、さっそく焚たき火びを囲んでいる連中のところに運んでいった。

　恐きよう怖ふの悲鳴でも上がるかと思ったが、意外にも──ってほど意外でもねぇが──ゼロと王女が喜びの声を上げた。

「ほう、肝かん臓ぞうか。食前のつまみとしては悪くない」

「新しん鮮せんな内臓は、狩かりに成功した日にしか味わえない最高の美食。気が利ききますね、チビ」

「リーリ、チビじゃない！」

　リーリがキィキィと文句を言うが、気にせず王女は鹿しかの肝かん臓ぞうを摘つまんで食べる。ゼロも喜々として手を出すが、神父はどちらかと言うと、さっと顔色を青くして皿から距きよ離りをとった。

　どうやら生の内臓は苦手らしい。

　だが、リーリはそんな事お構いなしに、ずいと神父に皿を近づけた。

「美お味いしいよ、神父様」

　ひ、と神父が喉のどの奥おくから悲鳴を漏もらした。

「いえ、私は……」

　いりません、と言おうとする神父を許さずに、ゼロが畳たたみ掛かけるように言う。

「神父よ。肝かん臓ぞうは血液を濃こくしてくれる。今の君に必要な食材だ、ありがたく食べるといい」

　それに、王女が追つい随ずいした。

「よもや神の使徒ともあろう御お方かたが、子供のように好すき嫌きらいをする……なんて事は、もちろんありはしないでしょうね？」

　神父の頰ほおに、つうと一筋の冷ひや汗あせが伝う。だが、ここで拒きよ絶ぜつなどしては〈女神の浄火デア・イグニス〉の名折れだと腹を決め、鹿しかの肝かん臓ぞうを恐おそる恐おそる口に放り込んだ。

　ろくに嚙かみもせずに飲み込んで、

「とても……美お味いしい……です……」

　と青い顔で強がりを言う。

　するとリーリがまったく悪意なく「もっと食べて」と言うものだから、神父の顔色はますます青くなるばかりだ。

「そのへんにしとけ、チビ。獣けもの堕おちや魔ま女じよならともかく、普ふ通つうの人間に生肉はちと危ねぇんだ」

「危ない？」

「腹壊こわすんだよ。焼いて食っても美う味まいから、軽く火を通してやれ」

　別に助たすけ舟ぶねを出すつもりじゃなかったが、実際、生肉を食ってひっくり返った連中を俺おれは多く知っている。中には死んだ奴やつもいる事を思うと、体力が落ちている神父にはあまりおすすめできない食べ物だ。

　そういうわけで、生肉試食会を早々に切り上げて、本格的に晩飯の流れとなった。

　サワガニをつまみつつ、蒸むし魚ざかなを食べ、焼いた鹿しかの肝かん臓ぞうをつつきながら、魚が焼けるのを待つという、野宿にしては破格に豪ごう勢せいな食しよく卓たくだ。

　浮うかれすぎな気もするが、無事にサナレを封ふう印いんした記念日という事にしておこう。

　そして意外だったのが、ラウルは別に草食でもなんでもないという事だった。果物や野菜を好みはするが、普ふ通つうに肉も魚も食うらしい。

「そ、そうなの……!?」

　とリーリが衝しよう撃げきを受け、ラウルは「そうなんですよ」と申し訳なさそうに笑いながら、焼き魚を平らげる。

「わたくしも昔、ラウルは野菜しか食べないのだと思っていて……」

　王女は気難しげに顔を顰しかめ、責めるような目でラウルを睨にらむ。

「そうしたらある日、ラウルが倒たおれたのです。医者に見せたら栄養失調だと」

「いや、僕ぼくもまさか倒たおれるとは……」

「森では肉も魚も食ってなかったのか？」

「いえ、森では食べてましたよ。鳥とか、ネズミとか」

　リーリが全身の毛を逆立てて、ぱっと俺おれの背後に隠かくれる。

「いや、誰だれもお前を食うとは言ってねぇだろう……」

「リーリ、馬、嫌きらい」

「お前、徹てつ底てい的てきに嫌きらわれたな……」

「うーん……無理もないと言いますか……こうして一いつ緒しよに食事をしている事自体が不思議と言いますか……」

　ラウルは困ったように眉まゆ尻じりを下げるが、実際にリーリと神父を殺そうとしたわけだから、弁解したり、機き嫌げんを取ろうとしたりはしない。

　そもそも、ラウルにとって重要なのは王女だけであって、そのほかは全部おまけという感じがある。

「それを言うなら、神父が俺おれ達に同行している時点で異常だしな。しかしまあ……お姫ひめさんを連れてプラスタに向かうにしても、どう行くのが正解かねぇ。坊ぼう主ずが俺おれ達への手配を解いといてくれると助かるんだが……」

「解かれていたとしても、国中にその知らせが徹てつ底ていされるまで時間がかかります。かと言って、人目につかずに王都プラスタに行くのは不可能でしょうし……」

　ふうむ、とゼロが焚たき火びの周りに刺さした焼き魚に手を伸のばしながら唸うなった。パリっと焼けた魚の皮に、塩がキラキラと光って遠目に見ても美味そうだ。

「とすると、最も寄よりの町の兵舎にでも行って、わざと捕つかまるのが一番簡単なのだろうが……」

「無茶言うなよ。獣けもの堕おち三人と、魔ま女じよ二人と、〈女神の浄火デア・イグニス〉の六人組が兵舎になんぞ現れたら、どう好意的に解かい釈しやくしても殴なぐり込こみにしか見えねぇぞ」

　話し合いの前に殺し合いが始まるのは目に見えている。

「傭よう兵へい。【魔ま女じよの手紙】でわっぱに連れん絡らくをつけてみてはどうだ？」

　言われて、俺おれは初めてその存在を思い出した。そう言えばそんな手があったなと、荷物から古びた羊よう皮ひ紙しを引っ張り出し、俺おれははたと動きを止める。

　乱雑な字で、たった一行。





──迎むかえに行く。そこで待て。






「……はん？」

「なんだ？　なんと書いてあるのだ」

　ゼロが魚を頰ほお張ばりながら、首を伸のばして手紙を覗のぞき込こむ。

「……いや、迎むかえにくるって……」

「……どこにだ？」

「ここにじゃねえのか？」

　馬のいななきが、夕暮れの空に響ひびいたのはその時だった。

　ラウルがはっとして顔を上げ、森の──〈学舎〉がある方に注意を向ける。

「……馬？　変だな。さっきまで足音もなかったのに……」

「すげぇ勢いで近づいてくるぞ」

　俺おれは剣けんを摑つかんで立ち上がる。同時に、王女が険しい表情で言った。

「魔ま女じよの道──！　〈学舎〉にはウェニアス王国の各地へ繫つながる、魔ま術じゆつ的てきな道が存在するのです。今までサナレ以外が訪れる事はありませんでしたが、〈不完全なる数字セストゥム〉の何者かが異変を嗅かぎつけてきたのやもしれません」

「──いや。どうやらそうでもないようだ」

　緊きん張ちようを走らせる俺おれ達とは対照的に、ゼロはのんびりと立ち上がった。

　まさか──と俺おれは【魔ま女じよの手紙】に視線を落とす。

「これか？」

　と聞けば、

「それだろう」

　と答えがある。

　そしてわずか数秒後に、森の中から青毛の馬が飛び出してきた。それは俺おれ達の鼻先で急停止し、大きく仰のけ反ぞって前足で空くうをかいてから、荒あら々あらしく着地する。

　沈ちん黙もくは、しばし。

「……こ……怖こわかったぁああぁ……！　い、一番速い馬ってめっちゃ速い……！　振ふり落おとされるかと思った……！」

　馬の首にしがみついていた金きん髪ぱつのガキが、実に情けない半べそで沈ちん黙もくを打ち破った。

　俺おれ達が何も言えずに呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、アルバスはようやく至近距きよ離りに立っている俺おれ達に気づいて、そそくさと居住まいを正した。

　それから、小さな体格に不ふ釣つり合あいな馬の巨体から、ずるずると滑すべるように下りてくる。

　間ま違ちがえようもない。金きん髪ぱつ金眼の主席魔ま法ほう使つかい──偉い大だいなるソーレナの直系である、詠よみ月つきの魔ま女じよアルバスだ。

　間ま違ちがえようもないはずなのに、一いつ瞬しゆん、俺おれは十三番が現れたのだと思った。

　アルバスの声を聞き、そして馬から下りてきた時に感じたのは、懐なつかしさや驚きよう愕がくではなく違い和わ感かんだ。

　一方、馬から下りたアルバスは、俺おれ達から何がしかの反応があるのを待っている。別れ方が最悪だった事を思えば、大人としてこちらが声をかけてやるのが優やさしさってもんだろう。

　なんで、どうやってここにきたのかとか。

　国の状じよう況きようはどうなってるとか。

　よくも罪人として手配しやがったなとか。

　言うべき事は多くある。多くありすぎて俺おれが選びあぐねていると、ゼロの方が口を開いた。




「……十三番が……死んだのか」




　思いがけない言葉に、俺おれはぎょっとしてゼロを見る。

　──それで、気づいた。

　アルバスが十三番の杖つえを持っている。そしてその体からにじみ出るような、ついこの間までは感じなかった、異様な気き迫はくと威い圧あつ感かん。

「……まさかだろ？」

　無理やり笑って、俺おれはアルバスを見た。

　アルバスは俯うつむき、唇くちびるを嚙かみ締しめ、苦しげに俺おれを見てから、ゼロを見る。

　はっきりとした口調で、一言。

「僕ぼくを守って」

　それが答えだった。





３






　十三番が死んだ。

　それはにわかに信じがたい話で、十三番を心底嫌きらっている俺おれですら、かなりの衝しよう撃げきを受けていた。

　ゼロは十三番の話を聞いて、表情一つ動かさない。

　一言、

「そうか」

　とだけ言った。

「お前……平気なのか……？」

「無論だとも。十三番はわっぱを守り、その力をわっぱに託たくした。なるほど、奴やつが望んだ通りの死に様ではないか」

　さらりと言ってのけるゼロの様子は、まったくいつも通りだった。

　そんなゼロに、神父が気き遣づかうように声をかける。

「……ですが、十三番はあなたの実じつ兄けいでは……」

「血の繫つながりなど、魔ま女じよにとっては重要ではない。そもそも、我わが輩はいはその十三番に同門を殺されているのだ。今いま更さら十三番が死んだところで……っと」

　ゼロが軽くよろけて、足元を見る。リーリがゼロの足にしがみついていた。

「……悲しいね」

　それだけ言って、リーリは小さく肩かたを震ふるわせる。

「よすのだ、ネズミの。我わが輩はいは悲しくなどない。本当に……少しも……」

　言葉の途と中ちゆうで、ぽたと、ゼロの頰ほおを涙なみだが伝ってリーリの頭の上に落ちた。はっとして顔を上げたリーリの額にパタパタと涙なみだが落ちて、リーリまで泣きそうな顔になる。

「なみ……だ……？」

　ゼロはその涙なみだを指先で拭ぬぐって見つめ、自分が泣いている事実に呆ぼう然ぜんとしつつ、リーリの手から離はなれて数歩よろけた。

「涙なみだなど、なぜ……ただ十三番が……死ん……ッく……ふ……！」

　突とつ然ぜん決けつ壊かいした涙なみだを抑おさえる事ができず、ゼロは手の平で両目を覆おおい、背中を丸めて嗚お咽えつした。

「なんだ、これは……はは、驚おどろいたな……！　少しも制せい御ぎよが利きかないではないか。まるで、壊こわれて……ッ！」

　ゼロがその場に膝ひざから崩くずれ落おちるのを、俺おれは咄とつ嗟さに抱だき止とめる。

　するとゼロは俺おれの肩かたにしがみつき、爪つめを立て、声も上げずに泣き始めた。体の内側で暴れまわる感情の濁だく流りゆうを、きっとゼロは今まで経験した事がない。

　自分が悲しんでいる事にさえ涙なみだが溢あふれて初めて気が付くほどの鈍どん感かんさを、俺おれは笑う事はできなかった。

　一年前のゼロなら、きっと泣きはしなかったんだろう。十三番の死を静かに受け入れて、当たり前のように思って、それで終わりだった。
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　だが、ゼロは執しゆう着ちやくを知ってしまった。情愛という感情を知り、死が別れであり、辛つらく、悲しいものなのだと知ってしまった。

　ゼロは涙なみだで濡ぬれた息を吐はき、「傭よう兵へい」とかすれた声で俺おれを呼んだ。

「君はテオが死んだ時、これほど苦しかったのか……？　ああ──王女よ！　君はアルゲントゥムを失った時、こんなにも痛かったのか……！　詠よみ月つきを失ったわっぱの痛みは……ッ！　我わが輩はいは……ッ……こん、な……」

「ごめんゼロ……ごめん……！　僕ぼくが死ぬはずだったんだ。僕ぼくが殺されるはずだったのに！」

「よせ坊ぼう主ず。お前を守ったのは十三番の決断だ。お前が謝あやまる事じゃねえ」

「けど……」

「泣けば落ち着く。──そういうもんだ、これは。そうだろう？　お姫ひめさん」

　王女は十三番という男を知らない。それがゼロの兄だとも知らない。

　それでも、ゼロが泣くほどの存在が死んだのだと察するだけの頭はある。そして、師し匠しようであるアルゲントゥムを殺された過去がある。

「……謝罪や励はげましなど、死の喪そう失しつの前にはただ無意味です。シロ、あなたがそばについていてさしあげなさい。わたくし達は離はなれていますから、どこか静かなところへ」

「……それが最善か？」

　俺おれが王女の口くち癖ぐせを真ま似ねして無理やり笑ってみせると、王女は少しだけ微ほほ笑えんで踵きびすを返した。それにラウルが続き、渋しぶるリーリとアルバスを神父が杖つえで追い立てる。

　俺おれは肩かたを震ふるわせて泣き続けるゼロを抱だき上あげて、川の方へと歩き出す。

　涙なみだでぐしゃぐしゃになった泣き顔には、いつか冷たい水が必要になる。涙なみだを流した経験のない獣けもの堕おちにだって、それくらいの予想はついた。




　ゼロを抱かかえたまま川まで歩き、ゼロを抱かかえたまま川辺に座る。俺おれは一度もゼロを下ろそうとはしなかったし、ゼロも俺おれから離はなれようとはしなかった。

　腰こしを下ろしてからも、ゼロは何も言わないし、俺おれからも話しかけたりはしない。

　だが別に、居い心ごこ地ちが悪いという事もなかった。

　俺おれはゼロに泣き止んで欲しいわけじゃないし、ゼロだって俺おれからの慰なぐさめなんぞ求めてもいないだろう。だから俺おれは泣き続けるゼロを腕うでに抱だいたまま、ただぼんやりと時間が過ぎるのを待っていた。

　聞こえるのは川のせせらぎと、時々ゼロが鼻をすする音だけだった。耳を澄すませば、神父達がアルバスとあれこれと話をしているのも聞きこえてくるだろうが、今は盗ぬすみ聞ぎきに精を出すような気分じゃない。

　気が付けば夕日も落ちて、月明りが俺おれの影かげを地面に落としている。

　いつの間に夜になったのか……空を見上げると、馬ば鹿か馬ば鹿かしいほど見事な満月だった。

「……月、明るいな」

　返事を求めたわけじゃない。独り言のような感想だった。するとゼロの肩かたがぴくりと動いて、のろのろと顔を上げる。

　月を見上げて、

「……そうだな」

　と答えたゼロの目は真っ赤に充じゆう血けつし、同じように瞼まぶたも赤く腫はれている。

「ほら、鼻水」

　布を鼻に当ててやると、ゼロは素直に鼻をかみ、はふ、と子供のように息を吐はいた。

「……君は、一言も我わが輩はいを慰なぐさめないのだな」

「なんだ？　俺おれに慰なぐさめを期待してたのか？」

　そいつは意外だ、と目を丸くして尻尾しつぽを立てると、ゼロは力なく笑ってゆるゆると首を左右に振ふった。

「少しも」

「そりゃよかった」

「……だが、もし期待したら」

「うん？」

「君は、どう慰なぐさめてくれる？」

　俺おれは思い切り顔を顰しかめて、泣いたせいで少しだけ不細工になったゼロの顔を見下ろした。

　その目は期待に満ちているようで、最初から諦あきらめているようにも見える。

「……俺おれは十三番が嫌きらいだったぞ」

「それが慰なぐさめの言葉ならば、評価をつけるのもはばかられる酷ひどさだな……」

「殺しても死なねぇ類の化物だと思ってた」

「それは我わが輩はいも同感だ」

「──誰だれが殺やったんだ？　あの化物を」

　言った瞬しゆん間かん、ゼロの目に力強い光が宿った。

　俺おれの服を握にぎり締しめていた指が解け、すっとその背筋が伸のびる。

「傭よう兵へいよ。それは〝慰なぐさめる〟ではなく、〝焚たきつける〟と言うのだ。そこに考えが及およんでしまったら、我わが輩はい、悲しみに暮れる暇ひまもなく頭を働かせねばならん」

「ほかにやり方を知らないんでな」

　そんな言葉に、ゼロは野や暮ぼな男めと罵ののしりながら、ゆるく握にぎった拳こぶしで俺おれの胸を軽く殴なぐった。

「……なあ、傭よう兵へいよ。どれほど陰いん湿しつで、陰いん険けんで、思い込みが激しく、はた迷めい惑わくな魔ま術じゆつ師しだろうと、十三番は我わが輩はいの唯ゆい一いつの同どう胞ほうだった。──我わが輩はいの片割れだった。十三番が選んで受け入れた死を、我わが輩はいがどうこう言う気は毛頭ない。だが、傭よう兵へい」

「……ああ」

「我わが輩はいは悲しい。どうしようもなく、悲しい」

「ああ、だろうな」

　ゼロにとって、十三番がどれほど特別な存在だったのか、俺おれには想像もつかない。

　それでも俺おれは、ゼロが十三番について語る時に見せる、無意識の愛情を知っている。ゼロと十三番の間には、俺おれなんかは及およびもつかないほどの強い絆きずなが確かにあった。

「なあ、魔ま女じよ。気づいてたか？」

「うん？」

「サナレを封ふう印いんした今、俺おれにはもう〈不完全なる数字セストゥム〉を追う理由はねぇんだ」

　俺おれの言葉に、ゼロは大きく目を見開いた。

「それは……今、十三番を失って悲しんでいる我わが輩はいにするべき話か……？」

「最後まで聞けよ。これで慰なぐさめになるか分からねぇが──」

　言葉の途と中ちゆうで、なんだか急に気き恥はずかしい気分になってきた。ゼロの目が真まっ直すぐに俺おれを見つめているのが落ち着かなくて、俺おれはゼロの後頭部を摑つかんで肩かた口ぐちに引き寄せる。




「お前のためなら戦う」




　それはたぶん、俺おれにとって一世一代の告白のようなものだった。

　ゼロが今まで俺おれに向けてくれた好意のすべてに、こんな言葉でしか返せないのが情けないような気もするが、あいにく、これが俺おれの精せい一いつ杯ぱいだ。

　ゼロは俺おれの肩かたに額を押おしつけたまま、しばらく何も言わなかった。

　かと思うと、急に肩かたを震ふるわせ、笑い出す。

「わ……笑う事ねぇだろうが！　そりゃ、俺おれなんかじゃ大した力にゃならねぇだろうし、十三番の代わりは務まらねぇだろうが……」

「いいや、違ちがう。──違ちがうのだ。違ちがう」

　くつくつと肩かたを揺ゆらしながら、ゼロはただ「違ちがう」と繰くり返かえす。

「何が違ちがうんだよ……笑ってんじゃねえか」

「これが笑わずにいられるか？　我わが輩はいはほんの一いつ瞬しゆん前まえまで悲しんでいたのだ。だが我わが輩はいは今、悲しみと同じだけの喜びを感じている。なぜならば、我わが輩はいはようやく君の〝特別〟になった」

　そうだろう？　と、ゼロは問うが、それは質問というより確かく認にんだった。

　そして俺おれがどう答えようと、ゼロはもう確信している。──別に否定する気もねぇけどよ。

「なあ、傭よう兵へい。我わが輩はいは、君のためなら世界を滅ほろぼせると思った。そして君がともに戦ってくれるのならば、世界を救う事など造ぞう作さもない」

　言うなり、ゼロはひらりと俺おれの膝ひざから立ち上がり、川の流れに手を浸ひたした。水をすくって顔を洗うんだろうと思っていたら、予想に反して、ゼロは勢いよく川に顔を突つっ込こむ。

「お、おい……！」

　川に落ちるんじゃないかと、俺おれが思わず腰こしを浮うかすと、ゼロは長い髪かみで水しぶきを上げながら勢いよく顔を上げた。

「誰だれが十三番を殺したか──その答えはわっぱが知っているだろう。わっぱの命を狙ねらい、十三番を屠ほふるほどの相手となれば、サナレなど問題にならない強敵だ」

　川から顔を上げたゼロは、すっかりいつも通りの威い厳げんと風格を取とり戻もどしていた。

　目の充じゆう血けつも、瞼まぶたの腫はれも消え去り、すべてを超ちよう越えつした偉い大だいなる魔ま女じよの堂々たる復活だ。

　いつものように軽かろやかに指を弾はじくと、濡ぬれた髪かみが一いつ瞬しゆんで乾かわき、夜風に吹かれた銀糸の髪かみが月明かりにキラキラと光る。

　満月を背に堂々と立つその姿は、俺おれがゼロと初めて出会った時以上に綺き麗れいに見えた。

「戻もどるぞ、傭よう兵へい。我わが輩はいは十分に悲しんだし、十三番の死は悲劇ではない」

「おうよ」

　俺おれは立ち上がった。

　その時だ。

　急に、気温が下がった。

　吐はく息が真っ白に染まり、そればかりか川までもが凍こおり付つき、その氷面に、不自然なほどくっきりと満月が輝かがやいていた。

「なんだこいつぁ……！　おい魔ま女じよ！　一体──」

「分かったぞ、傭よう兵へい」

「……何？」

「誰だれが十三番を殺したか」

　あまりにも唐とう突とつだった。

　なんで急にそれが分かったのかとか、それよりこの寒さは何なんだとか、言いたい事は多くあった。

　だがゼロが見つめている一点──空に浮うかぶ満月に視線を向けて、俺おれはすべての疑問が凍こおり付つき、そして氷解するのを意識した。

「……あいつ、か？」

「そう……そして、あれは我わが輩はいの師だ」

　死んだはずのゼロの師し匠しようであり、先代の〝泥どろ闇やみの魔ま女じよ〟。

　馬ば鹿かな、と笑い飛ばす事はできなかった。それほど、あまりにもゼロに似ている。そして十三番に。

　息が止まりそうな美び貌ぼうだった。

　そして、足首まで届きそうな銀色の髪かみだった。

　世界を睥へい睨げいするような赤い瞳ひとみは、どこか茫ぼう洋ようとしていて、広大な森をただ眺ながめている。

　その瞳ひとみが、ふと動いてゼロを見た。

「いい夜だな、ゼロ。悪あく魔まが魔ま女じよを祝福するような、素す晴ばらしい月だ」

　まるで、道すがら出会った友人に語りかけるような気安さだった。

　魔ま女じよはゆったりと両りよう腕うでを広げて月を抱だく。

「この日、この夜、ついに堂どう々どう巡めぐりの議論が終わる。あらゆる仮説が実証される。心が震ふるえるだろう？　──お前も」

　赤い目が俺おれを見た。

「祝福してくれるな？」

　その微ほほ笑えみは、人の正気を破は壊かいする。それでも、どうにか──。

「なんで俺おれが……！」

　幸いな事に、人外の美び貌ぼうに多少なりとも耐たい性せいがある。

　俺おれの返事がお気に召めさなかったのか、魔ま女じよはついと片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「お前に言ったのではない」

「はぁ!?　いや、どう考えても今俺おれに──」

「──ゼロ！　傭よう兵へい！」

　森の向こうから、アルバスの切せつ迫ぱくした声と、複数人の足音が近づいてきた。

　この急激な温度変化を異常事態と察して、様子を見にきたんだろう。

　森から飛び出してきたアルバスは、俺おれ達が対たい峙じしている魔ま女じよを見るなり息を止めた。

「ゼロ、こいつ……！」

「分かっている、わっぱ。あの女が生きているという事──十三番が死んだという事。〈不完全なる数字セストゥム〉という集団の掲かかげる理念に、今までの軌き跡せき。総合すれば、答えはもはや明白だ」

「これはさすがに俺おれにも分かるぜ、当てようか？」

　言うまでもなく、この場にいる全員が理解していた。

　あの魔ま女じよこそが、サナレの言う〝あの方〟だと。

　こいつが〈不完全なる数字セストゥム〉の長として教会と魔ま女じよの対立を煽あおり、サナレを使ってアルバスをそそのかし、そして十三番を殺したのだと。

「ゼロ。僕ぼく、戦えるよ」

　言って、アルバスが一歩前に出た。

　神父は何も言わずに杖つえを大おお鎌がまに変形させ、前に出ようとするリーリを足で小こ突づいて無理やり下がらせる。

　ラウルは王女を背に乗せて、槍やりを手に状じよう況きようを見み極きわめようとしている。

　ゼロの青あお紫むらさき色いろの目は油断なく魔ま女じよを睨にらみ、俺おれもいつでも抜ぬけるように剣けんを握にぎり締しめている。

　そんなヒリヒリとするような殺気を向けられていながら、魔ま女じよはまるで無む警けい戒かいだった。

「逸はやるな。我わが輩はいは、お前達を殺しにきたわけではない。ただ、舞ぶ台たいの一等席に招待してやりたかっただけだ。我が愛いとしき観客達よ」

　言うなり、魔ま女じよは仰ぎよう々ぎようしく片かた腕うでを振ふり上あげた。それから、舞ぶ台たいで語り部がそうするように、空中で深々と頭を下げる。

「よくぞ、よくぞ、よくぞ集まってくれた。そしてよくぞ集めてくれた。ああ──ゼロ、我が愛いとしき弟子よ。お前の選んだ獣けものの戦士は、魔ま女じよにとってこの上ない従じゆう僕ぼくだ。師としてなんと誇ほこらしい事か」

　魔ま女じよはいかにも眠ねむそうに、ゆったりとした口調で話す。

　動作のすべてが緩かん慢まんで怠たい惰だだが、目だけはギラギラとした興奮に燃えていた。

　その目が、ぞるりとアルバスの姿を捉とらえる。

「十三番の命を犠ぎ牲せいに生きながらえた、若き詠よみ月つきの直系。お前の存在はまるで奇き跡せきだ。十三番を〝食った〟のだな？　なんとおぞましい……なんと素す晴ばらしい」

　そしてリーリに。

「ああ──小さきネズミの戦士よ。密ひそかに死を運ぶ者よ。教会と民衆にもっとも嫌けん悪おされ、すべてに優先して狩かられた〝ネズミ〟などという醜しゆう悪あくな獣けものの魂たましいが、五百年の時を経た今も存在している事に、我わが輩はいはただ震ふるえるばかりだ」

　王女と、ラウルに。

「あのアルゲントゥムが、短き生しよう涯がいで唯ゆい一いつ残した直じき弟で子し──類まれなる魔ま法ほうの才に恵めぐまれし黒こく竜りゆう島とうの王女に、その従者たる異い形ぎようの騎き士し。我わが輩はいのものになる可能性もあったのに、まったく惜おしい事をした」

　最後に、舌なめずりさえして神父を見た。

「極きわめつけはお前だ。〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官。この場に神父がいる事に、我わが輩はいは興奮すら覚える。お前をずっと見ていたよ。いつゼロを裏切るのか……いつ死ぬのか。なのにお前は、今もそうしてそこにいる」

　取って食われそうなその凄せい惨さんとも言える気き迫はくに、さすがの神父も青ざめ、ぞわぞわとした寒気に体を震ふるわせる。

「……こう言ってはなんですが、ゼロ。あなたの師し匠しようは少々……いえ、かなり気持ちが悪い」

　神父の声は緊きん張ちようでわずかに上ずり、軽口を叩たたく声にもいつもの余よ裕ゆうは感じられない。

　そんな神父の言葉に同意を込めて、ゼロは歯を見せて苦笑した。

「アレは五百年前の大戦を生いき抜ぬいた古き魔ま女じよだ。我わが輩はいですら理解が及およばぬ。悪あく魔まとつがい、子を成し、産まれた子供を悪あく魔まに捧ささげるほどだからな」

　まるで趣しゆ味みの悪いおとぎ話だった。教会の説教で聞くような、おぞましい悪の魔ま女じよそのままじゃねえか。

　そしてそんな悪の魔ま女じよが、俺おれ達を〝一等席〟に招待してまで、一体何を見せてくれると言うのか──。

　魔ま女じよが空中に捧ささげ伸のばした手を握にぎり、開く。その手の平に、赤黒い肉の塊かたまりが現れた。

　今にも鼓こ動どうを始めそうに新しん鮮せんな──。

　それは人間の心臓だ。

「十三番の……心臓……」

　アルバスが唇くちびるを震ふるわせる。瞬しゆん間かん、ゼロの表情が変わった。

　相手が自分の師し匠しようである事などお構いなしに、無む詠えい唱しようで〈鳥追スタィム〉をその心臓に向かって撃うち放つ。

「馬ば鹿か！　お前急に何して──」

　慌あわてる俺おれを完全に無視して、立て続けに〈枝落ラマント〉〈炎縛フラギス〉〈崩ク岳ド砕ラ〉──息つく間もない魔ま法ほうの連続で、森の一部が完全に吹き飛ぶ。

　だがもうもうと立ち込める土つち埃ぼこりが晴れたとき、泥どろ闇やみの魔ま女じよは相変わらずそこにいた。

「な……どうなってんだ……!?　頑がん丈じようすぎるだろう！」

「いや、実体ではない……！　やはり、命を危険にさらすような愚ぐ策さくは取らぬか……！　わっぱ！　今すぐウェニアスの結界を強化しろ！　魔ま女じよが悪あく魔まより身を守る、基本にして絶対の守護方ほう陣じん──今の君ならばできるはずだ！」

「え？　あ？　え？　い、今!?」

「今だ！」

　ゼロはほとんど叫さけぶように言った。

　状じよう況きようがまったく理解できていない俺おれ達を差し置いて、ゼロだけがすべての危険を察知し、尋じん常じようじゃない焦あせりを見せている。

「ちょっと落ち着け魔ま女じよ！　一体何をそんなに慌あわてて……！」

「悪あく魔まだ」

　ゼロは言った。当然、そんなんで俺おれが理解できるわけもない。

「我わが輩はいが一年前、君の体に悪あく魔まを降ろした事を覚えているか？」

「そりゃ覚えてるが──」

「ならば分かるだろう。獣けものの戦士の肉体は、魔ま術じゆつや魔ま法ほうの贄にえに役立つだけでなく、悪あく魔まの依より代しろとして極きわめて適している。なぜならば、獣けものの戦士の姿は悪あく魔まの姿に極きわめて似ているからだ。だから悪あく魔まの力を振ふるう時、その肉体が役に立つ。そしてお師し匠しよう様は──泥どろ闇やみは……！　大陸に存在するすべての獣けものの戦士を器うつわとして、無数の悪あく魔まを召しよう喚かんする気だ！」

　なるほど、さすがの俺おれも世界の終わりを理解した。

　それに応じるようにして、泥どろ闇やみの魔ま女じよがゆったりと口を開く。




「これより、世界を破は壊かいする」










【幕まく間あい　新世界の幕開け】










　泥どろ闇やみの魔ま女じよと呼ばれて、数百年の時を生きた。

　五百年前の大戦で教会とともに悪の魔ま女じよを狩かり、その教会からの手て酷ひどい裏切りの果てに穴ぐらに隠かくれ住すんだ。

　知らぬ間に増えていく弟子とともに無む為いな時間を過ごし、真の安あん寧ねいを求めて堂どう々どう巡めぐりの思考に溺おぼれた。

　そう──ゼロが、魔ま法ほうを生み出すまでは。

　魔ま法ほうさえあれば、この世界は大きく変わる。

　変えられる。

　そのためならば、すべてを犠ぎ牲せいにしてもいいと思った。

　ともに過ごした弟子達も、泥どろ闇やみの称しよう号ごうも、永遠に続く怠たい惰だも。

　この魔ま術じゆつを練り上げるのに十年の時を要した。

　魔ま術じゆつを成功させるため、いくつもの贄にえを集めた。特に重要だったのは三つだ。

　まずは悪あく魔まの力で死んだ者の魂たましい──これは魔ま法ほうが広まったおかげで、随ずい分ぶん楽に集まった。

　次に、怒いかれる竜りゆうの血──これの入手は困難を極きわめ、星せい瞰かんの魔ま術じゆつ師しアルゲントゥムの協力によってようやく得られた貴重な品だ。

　最後が、偉い大だいなる魔ま術じゆつ師しの心臓だ。

　本来ならば、これにはソーレナの心臓を使う予定だった。

　強大な魔ま術じゆつを成功させるのに、ソーレナの心臓ほど理想的な贄にえはない。そのために、ソーレナの隠かくれ家がに入り込む方法を研究したというのに、火ひ炙あぶりで殺されるとは──。

　代だい替たいとしてその孫娘を使おうと思ったが、今にして思えば、名だけを引ひき継ついだひよっこの魔ま女じよなどより、十三番の心臓が手に入ったのはむしろ幸運だったと言える。

　そして、何よりも〝器うつわ〟だ。

　無数の、そしてさまざまな獣けもの堕おち──それが今戦争のために、あるいは人間に戻もどしてもらおうと、大陸全土からこのウェニアス王国を目指して集まっている。

「さあ……こい。殺さつ戮りくの愉ゆ悦えつに耽たん溺できする、無む秩ちつ序じよな暴力の象しよう徴ちようどもよ。退たい屈くつな地じ獄ごくの底から這はい出だして、我わが輩はいと〝人形遊び〟を始めよう」

　世界を均一に破は壊かいし、安あん寧ねいをもたらすために必要なもの。

　すなわち、教会も、魔ま女じよも、大人も、赤子も、ありとあらゆる区別を持たず、無む作さく為いに破は壊かいする純じゆん粋すいな暴力。

　召しよう喚かんされた悪あく魔まこそが、その答えだった。




　そうして──。

　世界は一夜にして変化した。

　その夜、眩まばゆいばかりの満月を背に悠ゆう然ぜんと空を漂ただよう魔ま女じよを多くの者が見たと言う。

　大陸の北から南──果ては黒こく竜りゆう島とうの民までもが。




　──これより、世界を破は壊かいする。




　その言葉をきっかけに、ありとあらゆる獣けもの堕おちが狂くるったように暴れ出した。

　彼らはその強きよう靭じんな肉体をもって手当たり次し第だいに人を食い、犯おかし、奪うばい、血と死体の海のなかで歌い、踊おどった。

　無論、教会と教会騎き士し団だんは戦った。

　だが、どうやって対たい抗こうできると言うのだ。ウェニアス王国の魔ま女じよ討とう伐ばつに多くの教会騎き士し団だんが駆かり出だされ、地方の戦力は著いちじるしく低下している。

　暴徒と化した獣けもの堕おちというだけで十分な脅きよう威いであるのに、彼らは呼吸するように〝魔ま術じゆつ〟を操あやつった。腕うでの一ひと振ふりで大風を起こし、地面を割り、人を狂くるわせ、雷かみなりを落とした。
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　それはすでに〝獣けもの堕おち〟ではなく、それを器うつわとした〝悪あく魔ま〟だった。

　勝ち目などあるはずもなく、一夜が明けて、世界は地じ獄ごくと化していた。

　そんななか、唯ゆい一いつ難を逃のがれた国がある。

　魔ま法ほう国家ウェニアス王国──詠よみ月つきの魔ま女じよアルバスによる結界に守られたこの国に悪あく魔まは手出しができず、また結界内部の獣けもの堕おちも正気を保った。

　そして、ウェニアス王国の魔ま女じよを討とう伐ばつすべく集った八万の教会騎き士しもまた、奇き跡せき的てきにその過半数が生き残る事となる。

　教会騎き士し団だんは魔ま女じよを倒たおすための組織であり、彼らがウェニアス王国の坑こう道どう入口に作り上げた村──〝魔ま女じよの絞こう首しゆ台だい〟フルウィネスカは、魔ま女じよとの対決を前提に作られた基地でもある。

　魔ま女じよの力の根源である悪あく魔まを退ける力を、その村は持っていた。

　魔ま除よけの呪じゆ文もんを口々に唱え、悪あく魔まの嫌きらう香こうを焚たき、無力な民を集めて一晩を耐たえ抜ぬいた。

　近きん隣りん国家より敗走してきた騎き士しや傭よう兵へい、果ては民衆に紛まぎれてひっそりと息を殺していた魔ま女じよ達までもを戦力に加え、さらに一日を乗り切った。

　しかしウェニアスに入国すべく多くの獣けもの堕おちが集っていた事もあり、フルウィネスカは大陸中でもっとも苛か烈れつな悪あく魔まの攻こう撃げきにさらされた。さらにウェニアス山脈を背負った防衛戦では、後退も敗走も難しい。

　坑こう道どうの開通に割さける人員は少なく、そもそも坑こう道どうを開通させたところで、撤てつ退たいする先は魔ま法ほう国家──すなわち教会にとっての敵国である。

　それでも、せめて教会騎き士し団だんとは無関係の民だけでも逃にがす事はできないか。

　神に祈った彼らの頭上に、〝鷹たか〟が飛んだのはその時だった。

「ウェニアス王国が教会との停戦を申し出た！　坑こう道どうから離はなれて伏ふせろ！　魔ま女じよが山をぶち抜ぬいて退路を確保する！」

　大空を舞まってそう告げた鷹たかの獣けもの堕おちが、アクディオスの聖女の従者である事は周知であった。

　なぜならば、アクディオスの聖女であるフェーリアその人も、またフルウィネスカにいたからである。

　聖女の命でウェニアス国内にて情報を集めていた獣けもの堕おちがもたらした、信しん頼らいの置ける情報に対して、教会騎き士し団だんの下した判断は素す早ばやく、的確だった。

　即そく座ざに撤てつ退たいの準備を整え、山脈に道が穿うがたれるのを待つ。

　同時刻──ウェニアス王国側も、なだれ込んでくるであろう教会騎き士し団だんの受け入れ準備に奔ほん走そうしていた。山脈の外で何が起きているのかは、鷹たかの獣けもの堕おちによる報告であらかた把は握あくできている。

　堅けん牢ろうな壁かべのように空を穿うがつ山脈に立ち向かうのは、ゼロと名乗る銀ぎん髪ぱつの魔ま女じよただ一人──さすがに無茶だと誰だれもが思った。

　ゼロを知る幾いく人にんか──〝仲間〟と呼べる者達は露つゆほどもゼロの力を疑いはしなかったが、魔ま法ほうを覚えた国家魔ま法ほう使つかいでさえ、〈崩ク岳ド砕ラ〉で山脈に穴を開けるなど不可能だと囁ささやき合あった。

　だが、ゼロはそんな囁ささやきになど怯ひるみはしない。不敵に笑うその魔ま女じよの優ゆう雅がさに、気づけば誰だれもが口を閉ざした。

　そして詠えい唱しようが始まると、誰だれもが息を飲んでいた。




　バーディガ・ルム・ド・ガーグ




　大地を震しん撼かんさせし普あまねく力の苗なえ床どこよ




　我を阻はばみし障害を打うち砕くだけ




　収しゆう穫かくの章・第八頁けつ──〈崩ク岳ド砕ラ〉




「──承しよう認にんせよ、我はゼロなり！」




　それは、大地が割れるような轟ごう音おんと、空が落ちたかのような閃せん光こうに、空気が破は裂れつするような衝しよう撃げきだった。

　興味本位の見物人の半数が目を回し、ある程度の覚かく悟ごをしていたはずの者でさえ、耳を塞ふさいでその場にしゃがみこんだ。

　巻き上がった砂すな埃ぼこりが降り注ぎ、視界と呼吸を奪うばったが、それさえも気づけば風に吹き散らされて晴れていた。

　そして、眼前に広がった光景に誰だれもが息を飲んだ。

　ゼロの魔ま法ほうは、山脈に坑こう道どうを穿うがちはしなかった。

　坑こう道どうどころか──ウェニアス王国を囲む山脈の一部を、まるごと吹き飛ばしたのである。
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「──さて、お集まりのお歴々よ。歴史的に見て極きわめて重要な話し合いの席において進行を任された事を、このクレイオン共和国はイデアベルナの領主トーレス・ナダ・ガディオ──心から光栄に思う。前口上は短めにして、本題に入らせていただこう」

　領主の堂々たる宣言により、寄せ集めの共同体による方針会議が始まったのは、ゼロが山脈に穴をぶち開けたわずか三日後の朝だ。

　結界になだれ込んできた教会騎き士し団だんおよび、坑こう道どう近辺に集まっていた旅人の保護を終え、当座の宿を用意し、怪け我が人にんを治ち療りようし、食糧を配給し、ようやく人ひと心ごこ地ちついた頃ころ、ウェニアス国王──つまりナナが、教会関係者を含ふくめた会議を招しよう集しゆうしたわけだ。

　イデアベルナ領主がちゃっかり議事進行役になっているのは、いつもの根回しの賜たま物ものだろう。

　そもそも、カルを使って外部と連れん絡らくを取り合えたのは、領主の力によるところが大きい。

　泥どろ闇やみの魔ま女じよが世界の破は壊かいを宣言した直後、領主はこっそりと連れん絡らくを取り合っていたカルを連れ、ナナに停戦を進言した。

　ナナは一秒の躊ちゆう躇ちよもなくそれに同意し、カルを使ってその旨むねを教会騎き士し団だんに伝えて、同時に状じよう況きようを打開する力を持った精せい鋭えいの魔ま女じよを四方の坑こう道どうに派は遣けんしたという運びだ。

　会議の会場は、立地と宿しゆく泊はく施し設せつ、さらに物資の関係から、フォーミカムに決まった。会議室は、教会広場に堂々と鎮ちん座ざまします聖堂の礼れい拝はい堂どう。おそらく、ここに魔ま女じよと獣けもの堕おちが足を踏ふみ入いれたのは──少なくとも胸を張っては──初めてだろう。

　用意された卓たくはご丁てい寧ねいに円えん卓たくで、そこにはウェニアス国王として座すナナと、魔ま女じよ代表のアルバス、教会騎き士し団だん長ちよう、教会の代表として聖女フェーリア、そして議長ことイデアベルナ領主トーレスが集っていた。

「……なんで教会の代表がリアなんだ？」

　という俺おれの素そ朴ぼくな疑問には、リアの従者たる鷹たかの獣けもの堕おち──カルが丁てい寧ねいに答えてくれる。

「聖女ってのは教会の中でもかなり位が高いんだ。その上、ウェニアス王国は教会関係者を追い出す政策をとった関係で、国内にリアより位の高い聖職者がいない。しかもリアは〝奇き跡せき〟の力で、悪あく魔まと戦う教会騎き士し団だんを一昼夜癒いやし続けた。教会騎き士し団だんの信しん頼らいも厚く、会議に送り出されたって寸法よ」

　なるほど理り屈くつは分かったが、あきらかに「わたし、ここにいていいのかしら？」という顔で円えん卓たくに座るリアを見ているとヒヤヒヤして仕方がない。って言うか、リアの奇き跡せきは魔ま法ほうの力なんだから、つまりこいつは魔ま法ほう使つかいなんだが……。

　まあ、殺人神父が補ほ佐さとしてその後方に控ひかえてはいるので、教会の見解は基本的にこいつが口にする事になるだろう。

　ちなみに、俺おれとゼロとカルの三人は、壁かべに張り付いて会議の様子を眺ながめている。黒こく竜りゆう島とうの王女とラウルは部外者だし、内容が理解できないだろうリーリも会議には不参加だ。

　本来なら、俺おれとゼロもいるべき席ではないんだが──どういうわけか、教会騎き士し団だん長ちよう以外とは全員顔見知りだから許されている。

「まずは情報の共有をはかりましょう。我々が、何を、どこまで理解しているのか」

　言って、領主は円えん卓たくに広げられている羊よう皮ひ紙しに指を置いた。

「さてご存知の通り、悪あく魔まの脅きよう威いにさらされた我々人類の安息の地は、今はこのウェニアス王国の結界内部をおいてほかにありません。教会側のご意見では、大陸各地に散らばる七大聖堂には悪あく魔まを退ける力があるとの事ですが──これは聖女様の領分ですかな？」

　領主に話を振ふられ、リアは首を巡めぐらせて神父を見る。神父はそれを受けて軽く咳せき払ばらいし、教会騎き士し団だん長ちようの方に顎あごをしゃくった。

〈女神の浄火デア・イグニス〉は教会の一員ではあるが、教会内部では侮ぶ蔑べつの対象だ。リアが助言を求める順番としては、どう考えても教会騎き士し団だん長ちようが優先だろう。

「あ、ごめんなさい……教会の序列について、まだあまり詳くわしくなくて……ええと、お願いできますか？　ユードライト様。わたし、大聖堂に行った事すらないもので……」

　改めて言われて、騎き士し団だん長ちようは重々しく頷うなずいた。

　このユードライトって名の騎き士し団だん長ちようだが──まあ、なんて言うか、印象としては「城じよう壁へきが動いてる」って感じだ。人間のくせに体格が俺おれとほとんど変わらない上、甲かつ冑ちゆうを着たままだから、ますますそんな印象になる。

　お偉えら方がたの前に出る時の礼れい儀ぎとして兜かぶとだけは外しているが、その眼光から放たれる威い圧あつ感かんを考えると、兜かぶとをかぶっていた方がまだマシかもしれない。

　年の頃ころは三十半ば。岩を叩たたいて平たくしたような凶きよう悪あくな顔を、黒々とした髪かみと髭ひげが、育ちすぎた森みたいにもっさりと覆おおっている。

　この風ふう体ていで薄うす汚ぎたなく見えないのは、神の祝福めいた奇き跡せきの賜たま物ものとしか思えない。

「では聖女様に代わり、僭せん越えつながら自分がお答えさせて頂く。自分は世せ俗ぞくの教会騎き士し団だん所属ゆえ、さほど教会組織に造ぞう詣けいが深いわけではないが……」

「え、そうなんですか？　じゃあ、やっぱり神父様に……」

「失礼、ただの謙けん遜そんであります、聖女様。このユードライト、かなりのところで教会には造ぞう詣けいが深いと自負しております」

　リアのとぼけた発言にすかさず訂てい正せいを入れて、ユードライトは改めて口を開いた。

「そもそも七大聖堂とは、教会が魔ま女じよとの戦争のための拠きよ点てんとして建てられた建造物だ。それらは五百年前の大戦で、魔ま女じよの力──すなわち悪あく魔まの力に対たい抗こうした実績がある。この度たび、獣けもの堕おちの肉体を得て暴あばれ狂くるっているのが悪あく魔まならば、七大聖堂におわす方々が命を長らえている可能性は十分にある」

　これに、アルバスが同意した。

「僕ぼくもその可能性は高いと思う。ウェニアス王国中の教会から、魔ま女じよ撃げき退たいに関する資料を集めて読んだけど、教会が使う結界は、魔ま女じよが悪あく魔まに対して使う結界とほとんど同じなんだ」

　俺おれはちらとゼロを見た。

　前に、ゼロが俺おれにこんな話をしてくれた事がある。

　はるか昔、教会は〝魔ま術じゆつを悪用し混こん沌とんをもたらす者〟から民を守る存在だったと。

　そして安あん寧ねいを好む魔ま女じよはそれに協力し、魔ま女じよ狩がりを手伝いさえしたほどだと。──それなら、教会が魔ま女じよと同程度に強力な結界を使っていても不思議はない。

「結構！」

　ぱん、と領主は派手な音を立てて手を叩たたいた。

「ではこの広大な大陸で、生き残りは我々だけではないという事だ。どうにかして、連れん絡らくだけでも取りたいものですが……カルが上空から偵てい察さつしたところ、山脈周辺にたむろしていた悪魔憑きどもが一いつ斉せいに撤てつ退たいし、北を目指し始めた」

　北、と聞いてナナの表情が変わる。

「と言うと……まさか〝祭さい壇だん〟？」

「ご明察です、陛へい下か。七大聖堂を統とう括かつする代行様のおわす祭さい壇だんが、大陸北部に浮うかぶジェネロス島にある。私は歴史にはあまり明るくありませんが、この地が教会にとって始まりの地である事くらいは知っている。もし私が〈不完全なる数字セストゥム〉の長ならば、まずはこの地を蹂じゆう躙りんし、なんなら牙が城じようとするでしょうなぁ」

　まあ、と不安げな声を上げたのはリアだ。閉じた両目を紗しやで覆おおってはいるが、カル曰いわく、目は見えるようになりつつあるらしい。

「どうしましょう……祭さい壇だんには、代行様がお一人でいらっしゃるのでしょう？」

　そうなのか？　という質問を込めて、俺おれは隣となりに立つカルを見た。

　カルは軽く翼つばさを閉じ開きし、「そうらしいぜ」と言葉で答える。

「七大聖堂はでかくて派手だが、女神の意思を伝える代行様ってのは、小さくて地味な祭さい壇だんに一人で住むのが習わしらしい。で、祭さい壇だんに近づけるのは七大聖堂の主教様だけ。島には一いつ般ぱんの信者も立ち入り禁止だ──教会騎き士し団だん含ふくめてな」

「そりゃやべぇな」

「結界があるってんなら、生き延びてる可能性は高いが……外部との接せつ触しよくを絶たれて食糧がどれだけ持つか」

「食糧に関しては、しばらく問題はない」

　耳ざとく俺おれ達の会話を聞き拾ったユードライトが、野太い声できっぱりと言う。

「そもそも代行様に食糧をお届けするのは年に一度で、時期を考えれば先日一年分の食糧を搬はん送そうしたばかりのはずだ。加えて、祭さい壇だんには家か畜ちくもいるし畑もある」

　すると領主は、また嬉うれしそうに両手を叩たたいた。

「結構、結構。ならば最大級楽観的に考えて、一年は祭さい壇だんでの籠ろう城じようが可能な事になりますな。教会信者として私も実に喜ばしい。しかし──悪あく魔ま憑つきどもが祭さい壇だんに向かったという事は、その御おん身みを救出するには悪あつ鬼き三千の巣そう窟くつに乗り込む必要が出てくる。……陛へい下か」

　領主に話を振ふられて、ナナは重々しく首を左右に振ふった。

「残念だけど、ウェニアス王国から兵を出す事はできないよ。確かに代行様は教会的には重要人物だけど、その一人を救うために千の兵を割さいては、万の民を救う機会を失う事になる。特に悪あく魔まに対たい抗こうする力を持った我が国の魔ま女じよや魔ま法ほう使つかいは、すでに近きん隣りん国家への救助任務が決まっている。悪あく魔まが集中していると思われる北──ノックス大聖堂への派兵さえ、未いまだに決めかねている状じよう況きようだ。ましてや〝祭さい壇だん〟行きなんて……」

「いやはや、もっともなご意見ですな。では騎き士し団だん長ちよう殿どの。私の記き憶おくが正しければ、確か現在、ウェニアス王国に集った教会騎き士し団だんはおよそ五万程度ですが……」

　そもそも、ウェニアス王国を包囲していた教会騎き士し団だんの数は八万だった。

　東西南北の坑こう道どうを二万ずつで固めていたわけだが──そのうち北坑こう道どうを包囲していた連中は全ぜん滅めつした。

　東坑こう道どうは早期に戦線を放ほう棄きし、敗走した連中が辛かろうじて南坑こう道どうに合流。魔ま女じよ数人がかりで坑こう道どうを開通させ、どうにか国内に退たい避ひできたのが三万だ。

　そして、西坑こう道どう──ゼロが山脈をまるごと吹き飛ばしたのがまさにここだが、そこを指揮していたのがこのユードライト騎き士し団だん長ちようだ。

　生き残った教会騎き士し団だんは一万八千──民に出た死者は百に届かないという。

　傷の治ち療りようができるリアがその場にいた事ももちろん大きな要因だが、それにしたって恐おそるべき生存率だ。

　何が理由かと言うと、ユードライトが「魔ま女じよを拒こばまなかった」事だと言う。

　古き魔ま女じよには〝魔ま法ほう〟は使えないが、強力な〝魔ま術じゆつ〟が使える。

　そして時間のかかる魔ま術じゆつを使うには、教会騎き士し団だんによる時じ間かん稼かせぎが必要だ。

　利害は一いつ致ちしていた。

　神の下げ僕ぼくたる教会騎き士し団だんが、魔ま女じよの盾たてになるなどと──と反対する部下達を恫どう喝かつして黙だまらせてでも、ユードライトは民を守るために魔ま女じよとの共同戦線を張った。

「そのうち三万を、七大聖堂への救助に当てようと考えている。さらに北にあるノックス大聖堂へは、別べつ途と一万の兵を用立てて祭さい壇だんに向かわせるつもりだ。一万はウェニアス王国の警備に残すのが得策だと考えているが……今回の戦いで魔ま女じよの力を目の当たりにし、その助力は欠かせないと感じている。魔ま女じよの同行が得られなければ、我が教会騎き士し団だんは任務の半ばでその半数以上が命を落とす事になるだろう」

「言いたい事は分かるよ。こちらとしても、近きん隣りん諸国の生存者の捜そう索さくおよび護衛に、教会騎き士し団だんの助力は不可欠だ。七大聖堂への人員派は遣けんは共同で当たれると思うのだけど、祭さい壇だん行きだけは協力し兼かねる。時間もかかるし、あまりに危険な上、成功率が極きわめて低い。そして、これは悪く取らないで欲しいのだけど……」

「代行様をお助けする〝必要性〟がない──と？」

　鋭するどく問う神父の無表情に、ナナは笑みを浮うかべず「そうだ」と答えた。

「はっきり言ってしまえばね、民にとっての教会とは、近所の聖堂に常じよう駐ちゆうしている神父の事だ。少し信心深くなると、その上に〝主教〟が存在している事に気づく。だが世界に大聖堂が七つあり、それを統とう括かつする祭さい壇だんが存在する事を知らない信者の方が多いんだよ」

「何を馬ば鹿かな……！」

　ありえない、とユードライトが反論するのを、リアの気まずそうな苦笑いが止めさせた。

　まさか、という表情のユードライトに、リアは「ごめんなさい」と眉まゆ尻じりを下げる。

「あの、わたし孤こ児じで……世間知らずだったし……聖女に認にん定ていされてから、しばらくしてなんです……その、主教様の上に、代行様がいるって知ったの……」

　聖女たるリアの告白に、「僭せん越えつながら」と神父が補ほ足そくする。

「陛へい下かの意見に賛同するわけではありませんが……私も〈女神の浄火デア・イグニス〉になる前は、教会についての知識はほとんど……幼い頃ころより教会について学んでこられたユードライト様には信じがたい話でしょうが、教会について詳くわしいのは、教会の人間だけなのです」

　まあ、一いつ般ぱんの信者を近づけない島に隠いん居きよしてるんじゃ、知名度が低くなるのも無理はない。

　世間と自分との認にん識しきのずれに愕がく然ぜんとしているユードライトに、ナナは追い打ちをかける。

「代行様が民の心の支えになるほど重要な存在なら、私も少しは考える。だが〝教会が結束するため〟に必要なだけなら、私は新しい代行を選出する事を提案したい」

「では、見殺しにしろと言うのか！」

　ユードライトは吠ほえる。それに対してナナは涼すずしい顔で肩かたをすくめて、怒ど声せいを右から左へと聞き流した。

「私は協力できない、と言っているだけだ。君達教会の人間は、外部から協力を得られるのが当然だと考えているきらいがあるが……分かるだろう？　今は生きる事で精せい一いつ杯ぱいなんだ」

　結局のところ、〝生存〟に関係のないわがままは、自分達でどうにかしろという話だ。

　ユードライトはいかつい顔をより凶きよう悪あくに歪ゆがめて言葉を詰つまらせ、リアはオロオロとしながら二人をとりなそうとし、それを神父に止められてしゅんとなる。

「……僕ぼくが同行するっていうのは？」

　ピリピリと緊きん迫ぱくした場の空気を、アルバスの言葉が破った。

「僕ぼくはどこの隊にも編入されてないし、僕ぼくの結界なら教会騎き士し団だんを悪あく魔まから守れる。──そもそも、教会騎き士し団だんの戦力がウェニアスに集中しちゃったのは僕ぼくの責任だ。僕ぼくが戦争を始めたから……ううん、それ以外の事も全部……なのに、僕ぼくだけ安全な場所にいるなんてできないよ」

　おっと、こいつはまずい流れだ。

　アルバスは握にぎり締しめた拳こぶしを震ふるわせ、どうにか平静を装よそおおうとしているが……その背中は不安やら後こう悔かいやら責任やらの重圧で、今にも押おし潰つぶされそうだ。

　代わりがいない以上仕方がないとは言え、主席魔ま法ほう使つかいの座にい続ける事自体、アルバスにとっては苦痛だろう。

　十三番が生きてさえいれば、歴史的大失態を犯おかしてなお、責任ある立場にい続けるなんて拷ごう問もんを受けずに済んだはずだが──その十三番すら、自分を守って死んだとあっちゃ、ガキじゃなくても平静ではいられない。

　そして、平静ではない状態で危険な判断を下そうとしている。

「ダメだよ、アルバス。何度も話しただろう？　君をどこの隊にも組み込んでいないのは、君にはウェニアス王国の結界を維い持じするという、もっとも重要な仕事があるからだ」

　きっぱりとはねつけたナナに、領主も追従した。

「陛へい下かのおっしゃる通りだ。確かに主席魔ま法ほう使つかい殿どのが同行すれば、北への遠えん征せいは必ずや成功するでしょうが……さすがに、割に合わない」

「だけど、見捨てるなんて……！」

「感傷で動けるような状じよう況きようじゃないんだよ、アルバス。遠えん征せい先さきで君が死んだら誰だれがこの国を守るんだい？　結界の維い持じは？　魔ま法ほうの〈許可〉は？　トーレスの言う通りだよ。君の派は遣けんは割に合わない」

「全部七番に任せればいい！　彼女はどうせこの国を動けないんだから……」

　自分の名を出されて、ナナが少しばかり表情を険しくした。

　ナナとウェニアス国王が同一人物だという事実は、すでにアルバスに教えてある。つまりアルバスは、ナナに「お前が国を守ればいいだろ」と言ってるわけだ。

　これでナナが気を悪くしないわけがない。

「言いたくはないけどね、アルバス──彼女の師し匠しようは君を守って死んだ」

　ナナの言葉に、アルバスばかりか領主にも緊きん張ちようが走った。

　七番というのが誰だれなのか、そしてその師し匠しようが何者なのか、ナナの協力者である領主も知っている。何も知らないはずのユードライトと聖女まで、気まずい雰ふん囲い気きを感じ取って表情を硬かたくしている。

「そして、もし彼が生きていたら、〝すべてを七番に押おし付つけて自由に動け〟などとは決して言わないはずだ。なぜならば」

　言葉を切って、ナナは鋭するどくアルバスを睨にらんだ。

「七番という魔ま女じよは未熟で、今や人類存続の要かなめとなったウェニアス王国をその身一つで防衛できるほどの力はない。彼は七番ではなく、君に力を託たくしたんだ。託たくされた本人である君が、そんな事も分からないとは……まったく失望させてくれる」

「へ、陛へい下か！　言葉がすぎますぞ。アルバス殿どのも、何も無責任で言っているわけでは……」

　慌あわてて領主がとりなそうとしたが、ナナは取り付く島もない。

「無責任だよ、トーレス。保有する力に見合わない短たん慮りよは罪だ」

　あーあ、と俺おれは気のない声を上げた。

「こりゃ大おお喧げん嘩かって感じだな」

　まったく、とゼロも同意する。

「会議という感じではないな……ナナも平静ではない」

　そっと呟つぶやいたゼロの言葉通り、ナナは明らかに苛いら立だっていた。冷静に考えてみれば、ナナは祖父である先王に続いて、師し匠しようである十三番まで亡なくしてるんだ。以前のような飄ひよう々ひようとした余よ裕ゆうが感じられないのも無理はない。

　アルバスが黙だまり込こむと、突とつ然ぜんリアの背後に控ひかえていた神父が奇き声せいを上げた。

「せ、聖女様!?　どうなさったのです、突とつ然ぜん涙なみだなど……！」

　何かと思ってリアを見ると、青ざめた顔に笑みを貼はり付つけたまま、ボロボロと涙なみだを流して震ふるえていた。

「あの……あの、わたし……人が怒おこっているのが怖こわくて……あの、ごめんなさい。も、もう少し優やさしく……や、やさしく……」

　最後まで言い切る事ができず、リアは両手で顔を覆おおって泣き出した。

　カルがすかさず飛び出していくと、リアはカルにしがみついて「ごめんなさい」と繰くり返かえしながら泣き続ける。

　さすがにナナも気まずそうに眉まゆをひそめ、「すまない」と短く謝罪した。

「……少し、大人気なかったね。許してくれ、アルバス」

　ナナの謝罪に、アルバスは気落ちした様子のまま、形ばかり頷うなずいてみせる。

「冷静になって話を戻もどそう。それで──ユードライト騎き士し団だん長ちよう」

「む、お、ああ……何か？」

「祭さい壇だん遠えん征せいについてだけど……今一度教会内部で相談してもらいたい。何しろ、とにかく危険だ。代行様も、一年は生き延びられるんだろう？　少し時間をおけば、人員を割さく余よ裕ゆうもできると思うし……」

　そうだな、とユードライトは想像以上に素直に応じる。

「当方としても、主席魔ま法ほう使つかいを連れ出すのは悪あく手しゆだと考えている。人員がいないのならば、我らだけでどうにかするしかあるまい」

　どうやら、決着がついたらしい。

　だがその決着に納なつ得とくできないのがアルバスだ。しかしアルバスが発言する前に、リアがぐすぐすと鼻を鳴らしながら顔を上げ、言った。

「わたし、たくさん人を死なせてしまったの」

　唐とう突とつとも言える、告白めいた発言だった。

　事の真相を知っている神父はギクリとし、何も知らない騎き士し団だん長ちようはぎょっとして動きを止める。だがリアが見ているのは、ほかの誰だれでもなくアルバスだ。

「わたしを人殺しって言う人が、今もたくさんいます。人殺しのくせに聖女を気取って、いい暮らしをして、恥はずかしくないのかって。……でも、だからってわたしが死んでしまったら、誰だれも助けられないでしょう？　わたしが飢うえて、倒たおれてしまったら、助けられるはずだったたくさんの人が苦しんでしまう」

「……何が言いたいの？」

　探さぐるような目で、アルバスはリアを見た。

　リアは自分の言いたい事が上う手まく伝わらない事に少し焦あせって、助けを求めて神父を見る。

　神父は少し悩なやんだが、聖女の求めに応じる事にしたらしい。

「責任の取り方を間ま違ちがえるな──とおっしゃっているんですよ。たとえあなたに責任があるからといって、あなたが適切ではない仕事を担になうのはまったくの不合理であると」

　まさにそう言いたかったらしく、リアは嬉うれしそうにこくこくと何度も頷うなずいた。

「わたしも間ま違ちがえそうになったんです。死んでしまいたいって思ったの。わたしが死ねば、きっと怒おこっている人達の気も済むからって。──けど、それは〝逃とう避ひ〟だって、ある人に言われたんです。逃にげて、これから救えるはずの人を見捨てるのかって」

　懐なつかしい。これは、生きる希望を失ったリアにゼロが言い放った言葉だ。リアは生きて償つぐなう事を決め、ゼロから【ゼロの書の写本】を受け取った。

　あれから随ずい分ぶんと経たったが、リアはこうして立派に聖女として生きている。

「当たり前の事なのですけど……自分が一番役立つ場所って、自分にとって一番苦しい場所ではないんです。苦しい場所にいると許された気になれるし、危険な場所に行けば、怒おこっていた人達も少し優やさしくしてくれる。でもそれって、結局自分が楽になりたいだけなんだって」

「ぼ、僕ぼくは、別に……楽になりたくて言ってるわけじゃ……」

　アルバスが勢いを失いつつも、ごにょごにょと反論する。

　リアは「そうですよね」と答えて恥はずかしそうに俯うつむくが、アルバスをおとなしくさせる事には成功したようだった。

　ふーむ、とゼロが感心したような声を上げる。

「どこの誰だれかは知らないが、なかなかいい事を言う者がいるではないか」

「いや、お前がリアに言った台詞せりふだろうが」

「なに、我わが輩はいが？　なんと、さすが我わが輩はいだ。いい事を言うではないか」

　これはボケなのか？　それともマジなのか……？

　俺おれが突つっ込こむべきか悩なやんでいると、突とつ然ぜんどこかで悲鳴が上がった。声の遠さからして、外の広場からだろう。ざわめきが広がり、俺おれ達が顔を見合わせると同時に、室外からバタバタと駆かけてくる足音がある。

「陛へい下か！　お嬢じようさん！」

　飛び込んできたのは、血相を変えた犬面だ。

　途と端たんに、アルバスが怒おこって立ち上がる。

「ホルデム！　大事な会議だから、よほどの異常事態でもない限り邪じや魔まするなって言っておいただろ!?　多少の問題くらいお前が対処してくれなきゃ……！」

「それが……その……俺おれじゃちょっと対応できないって言うか……」

　犬面は引きつった表情のまま、今しがた自分が飛び込んできた扉とびらを指さした。

「りゅ、竜りゆうが……聖堂前の広場に……！」

　それは、円えん卓たくから全員が立ち上がるのに十分な異常事態だった。




　聖堂から飛び出してみると、なるほど確かに竜りゆうがいた。

　想像していたほどでかくはないが、大人が一人余よ裕ゆうで乗れるくらいには大きい。

　その全身は銀色の鱗うろこに覆おおわれており、頭には捻ねじれた角が二本──見た事のある竜りゆうだと思ったが、それよりも見覚えのある男が一人、竜りゆうの首の付け根辺りにまたがっている。

「……あ」

　と俺おれが声を上げれば、
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「おお」

　とゼロも嬉うれしそうに笑みをこぼす。

「お前、黒こく竜りゆう島とうの……！」

「破は竜りゆう王おうではないか！」

　ゼロが明るく声をかけると、黒こく竜りゆう島とうの破は竜りゆう王おうこと、ゴーダもこちらに気づいて目を見開いた。

「お、大おお仰ぎような名で呼ぶな馬ば鹿か者もの！　目立つだろうが……！」

　などと慌あわてて怒ど鳴なるが、竜りゆうに乗って登場するという今世紀最大の大目立ちをぶちかました男の台詞せりふとしてはいささか間ま抜ぬけだ。

　ゴーダは野次馬からの注目を一身に浴びながら、そそくさと竜りゆうから飛び下りた。

「しかも、なぜこのような市街地にいるんだ、お前らは……！　南の辺境にある〈弓ゆみ月つきの森〉に行くと言っていたではないか！　まったく……ヒースに臭においを追わせてきてみれば、これではとんだ晒さらし者ものだ」

「ヒース？」

　誰だれだそいつ、と俺おれが問うと、竜りゆうが低く喉のどを鳴らして返事をする。──そうか、竜りゆうに名前をつけたのか。まあ、乗ってくるくらいだから、そりゃ名前つけてない方がおかしいか。

　ゼロはゴーダの脇わきを素す通どおりして竜りゆうに駆かけ寄より、思い切り威い嚇かくされながらも、気にせずその姿を観察し始めた。

「これは、あの時の子こ竜りゆうか？　驚おどろいたな、離はなれてまだあまり経たっていないというのに、もうこれほど育ったか」

「それについては、俺おれも驚おどろいている。日ひ毎ごとに大きくなっていくんだ。まだ成長している」

「よくまぁ、乗れるように調教できたなあ」

　見れば、竜りゆうの首には鞍くらと荷物が括くくりつけられている。ゴーダは俺おれの言葉に眉み間けんの皺しわを深くして、「調教などしていない」と言い放った。

「俺おれが馬に乗っているのを見て、こいつが無理やり俺おれを乗せて飛び始めたんだ。俺おれが馬に乗ろうとすると、怒おこって馬を食おうとする。それで、仕方なく鞍くらを作った」

　ゼロは笑った。

「愛されているではないか。竜りゆうはすっかり君の半身だな」

「愛が重すぎて苦労している。──それより、そろそろ彼らに説明すべきではないか？　その……この状じよう況きようを。見ろ、完全に固まってしまっているではないか」

　どこか申し訳なさそうな表情を浮うかべ、ゴーダが顎あごをしゃくったのは俺おれとゼロ以外の全員だ。リアなどはあまりの事にくらりと気を失い、カルが慌あわててその体を抱だきとめる。

　竜りゆうと戦った事がある神父までもが、あんぐりと顎あごを落として硬こう直ちよくしている始末だ。

「おお、うむ。なるほど、では我わが輩はいから紹しよう介かいしよう。これなるは破は竜りゆう王おう──黒こく竜りゆう島とうにて竜りゆうを下し、その竜りゆうの半身となった、おそらく歴史上初めての人間だ」

「破は竜りゆう王おうはよせと言っただろうが！　それほど大げさなものでは……」

「いや全然大げさじゃないよ!?　りゅ……竜りゆうだよ!?　竜りゆうに乗ってきたんだよ!?」

　アルバスが素すっ頓とん狂きような声を出すのと同時に、ようやく固まっていた連中が動き出した。

「ど、どうなってるの？　って言うか、なんでまたゼロ達はこんな……竜りゆうに乗ってくるような人と知り合いなわけ？　そもそも、なんできたのこの人？　何しにきたのこの人？」

「いやはや、竜りゆうなどという規格外の生物に登場されては、何事もなかったかのように会議の続行はできませんな。聖女様も気を失ってしまわれた事ですし、よき時まで一時休きゆう憩けいといたしましょう。お歴々もそれでよろしいですかな？」

　慌あわてふためくアルバスに対して、領主はこの異常事態でも冷静だ。

　ナナはゼロと一いつ緒しよになって竜りゆうの観察を始めちまってるし、こうなってはユードライトも会議を続けろとは言えないだろう。

　ユードライトはしばし竜りゆうを凝ぎよう視しすると、

「……その竜りゆうを厩うまやに入れたら……馬は全ぜん滅めつするのだろうな……」

　と、実に現実的な意見を口にする。

　ゴーダはユードライトの言葉に気難しげに顔を顰しかめ、

「ヒースは〝殺す〟以外の目的で肉は食わん」

　と断言した。
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「……今、なんと言った破は竜りゆう王おう？」

「だから、破は竜りゆう王おうはよせと……」

「そんな事はどうでもいい。大陸南部には悪あく魔まが出現していないというのは確かか？」

　宿屋の一室で重たげな甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ捨すてながら、ゴーダが何気なくこぼした情報に、ゼロは驚きよう愕がくの声を上げた。

　そのゼロの剣けん幕まくに、ゴーダの方が驚おどろいた顔をする。

「ああ……奇き妙みような魔ま女じよが〝世界を破は壊かいする〟とか言い出した夜、ヒースが妙みように騒さわいでな」

　泥どろ闇やみの魔ま女じよが宣言した世界の破は壊かい──これがウェニアス王国のすべての場所から目もく撃げきされたのは、多くの証言から既すでに判明している。

　その声は空からとなく、森からとなく、耳の聞こえない人間にさえ届いたと言い、満月を背に悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむ姿は、洞どう窟くつの奥おくに溜たまった水たまりにまで映ったそうだ。

　山脈の外部に陣じんを敷しいていた教会騎き士し団だんの話から、ウェニアス国外でも同じ事が起こっていたとは知っていたが──その影えい響きようは黒こく竜りゆう島とうにも及およんだらしい。

「黒こく竜りゆう島とうには特に異変はなかったんだが、俺おれはお前達を追って〈弓ゆみ月つきの森〉を目指して南に飛んだんだ。目立たないよう飛んでいたからさほど詳くわしく観察できたわけではないが……南に関して言えば、この近辺ほどの地じ獄ごくはなかった。むしろ異変に気づいたのは、ヒースに進路を任せてウェニアスに近づいてからだ」

　ゴーダの話が事実なら、状じよう況きようは随ずい分ぶん変わってくる。ゼロは荷物から大陸地図を持ち出して広げると、指で距きよ離りを測って「なるほどな」と頷うなずいた。

「おい、勝手に納なつ得とくしてねぇで説明しろよ」

「何においても言える事だが、魔ま術じゆつには効果範はん囲いが存在する。術者を中心として、どの距きよ離りまでその影えい響きようを及およぼせるかだな。魔ま術じゆつの種類にもよるが、今回お師し匠しよう様が使った魔ま術じゆつは〝特定の範はん囲いにいる獣けものの戦士に悪あく魔まを降ろす〟というものだ」

「一年前、お前が俺おれの体使って悪あく魔まを召しよう喚かんしたのと同じなんだよな」

　俺おれが顔を顰しかめて言うと、ゼロは「そう、それだ」と悪びれた風もなく言う。

「君は悪あく魔まに意識を乗っ取られ、人外の力を振ふるって襲おそい来くる敵を一いつ掃そうし、ウェニアス王国における魔ま法ほうの使用の制限に成功した」

「ああ……意識が戻もどるまで三日かかったし、戻もどった後もしばらく気分は最悪だった」

「あれを広こう範はん囲いに、しかも無差別にやらかした結果が今の状じよう況きようだ。当然、一匹ぴきの悪あく魔まを召しよう喚かんするより高度な魔ま術じゆつであるし、その効果範はん囲いを広げるほどに負担は増える」

「……つまり、大陸の南側は、お前の師し匠しようの力が届かなかったって事か？」

「可能性は高い。大陸中に散らばっていた獣けものの戦士が、こぞってウェニアス王国を目指していた事を考こう慮りよすれば、大陸のはずれに行くほど被ひ害がいが減るのは当然だが──お師し匠しよう様が大陸中央にいるのなら、南にも相応の被ひ害がいが出ていたはずだ。それが、破は竜りゆう王おうが空から観測して異変を検知できないほどならば、お師し匠しよう様が大陸北部に潜せん伏ぷくしている可能性は極きわめて高くなる」

　それはトーレスが会議で語った、〝〈不完全なる数字セストゥム〉は教会にとっての聖地を奪うばうため、ジェネロス島の祭さい壇だんを目指す〟という説とも一いつ致ちする話だった。

「無論、仮説は仮説だ。だが、お師し匠しよう様自身も悪あく魔まから身を守るため、結界に潜ひそんでいるのは間ま違ちがいない。我わが輩はいにも感知できない、強力な結界にな。そして悪あく魔まという存在は、その結界によって生じる〝空白地帯〟を目指す。そこに自身を召しよう喚かんした者がいる事を知っているからだ」

「目指して……どうするんだ？」

　ゴーダが甲かつ冑ちゆうを脱ぬぐ手を止めて、硬かたい声でゼロに問う。

「契けい約やくを果たすか、魔ま女じよを殺す。でなければ、悪あく魔まは地じ獄ごくに戻もどる事ができないからだ。悪あく魔まの召しよう喚かんというのは、半ば強制なのだ。強制的に呼び出して、無理やり交こう渉しように入る。無論、悪あく魔まは交こう渉しように応じない事もできるが、その場合は魔ま女じよが死ぬか、諦あきらめるまでこの世界に拘こう束そくされる事になる」

「そりゃ悪あく魔まにとっても大だい迷めい惑わくだな……」

「いかにも、そうだ。であるからこそ、我わが輩はいの作った魔ま法ほうは、悪あく魔まと魔ま女じよの双そう方ほうにとって有ゆう益えきな技術なのだ」

　ふん、とゼロは自じ慢まんげに腕うでを組む。

「って事は、お前の師し匠しようを殺せば、悪あく魔ま憑つきは消えるのか？」

「そうだ」

「地じ獄ごくに戻もどりたがらない悪あく魔まは？」

「例外なく消える。術者と良好な関係を築きずき、地じ獄ごくに戻もどりたくない悪あく魔まは、ただ全力で術者を守るだけだ」

　という事は、だ。

　どちらにせよ、悪あく魔まはゼロの師し匠しようのところに集まるって事だ。つまりゼロの師し匠しようをぶち殺して世界に平和を取とり戻もどすには、悪あく魔まの巣そう窟くつに突つっ込こんでいく必要がある。

　それこそ、教会の最高権力者を救助すべく、祭さい壇だんに乗り込む教会騎き士し団だんと同じように。

　深く息を吐はいて、ゴーダが脱ぬぎかけのまま止まっていた脛すね当あてを床ゆかに置いた。

「まったく……少し黒こく竜りゆう島とうから出てみたら、とんでもない話になってきたな……こんな事ならば、島で来年の収しゆう穫かくについて頭を悩なやませている方がマシだったぞ」

「そりゃそうだわな。黒こく竜りゆう島とうには獣けもの堕おちもいねぇだろうし、悪あく魔まがわざわざあんな辺へん鄙ぴな島を襲おそうって事もねぇだろう」

「今からでも、何も聞かなかった事にして戻もどりたい気分だ」

「そう腐くさるものではないぞ。少しばかり世界は地じ獄ごくに近づいたが、救えたものもある。例えば──救えたと言えばそうだ、破は竜りゆう王おう」

「……なんだ」

　もはやそう呼ばれる事は諦あきらめた、と言うようにゴーダが答えると、ゼロは優やさしげに目を細めて窓の外に顎あごをしゃくった。

「見てみろ。我わが輩はい、確かにあれを救ったぞ」

　ゴーダは怪け訝げんそうに片かた眉まゆを吊つり上あげ、窓から軽く身を乗り出す。

　そこには、道を歩く王女とラウルの姿があった。

　ゴーダは一いつ瞬しゆん息を止め、血相を変えて部屋から飛び出していく。

「なぜそれを早く言わないんだ！　姫ひめに裁決を仰あおぎたい事案が山ほどあるというのに！」

「……あいつ、自分が王になったって自覚あるんだよな？」

　ゴーダの後ろ姿を見送って俺おれが思わず呟つぶやくと、ゼロがクツクツと肩かたを揺ゆらして「至らないという自覚もあるのだ」と笑う。

　と、ゴーダと入いれ替かわるようにして、部屋の戸を叩たたく音がした。

　応じると軽快に戸が開き、白い鷹たかの獣けもの堕おちが姿を見せる。

「なんだカル。会議再開か？」

　聞くと、カルはいつものようにその翼つばさを軽く閉じ開きした。

「そう伝えにくるつもりだったんだが。まあきてみろよ。ちょっと面おも白しろい事になってるぜ」




　──なるほど、果たして。




　カルの言葉通り、会議の間ではちょっとした騒そう動どうが起こっていた。

　ナナが廊ろう下かに引ひき倒たおされ、一人の騎き士しが馬乗りになっている。殴なぐられたらしいナナの顔は腫はれあがり、助けに入ろうとする連中を、十人を超こす教会騎き士し団だんの連中が止めていた。

「祭さい壇だん遠えん征せいに協力はできない？　新しい代行様を選出すればいいだと？　混乱に乗じて教会の失しつ墜ついを図はかる腹積もりだろうが、そうはいかないぞ！」

「教会の失しつ墜ついになんて興味はないよ。私はそもそも教会とは共存派だ」

「黙だまれ！　口先だけならばなんとでも言える。世界を滅ほろぼすと宣言したあの魔ま女じよだって、もとはと言えば貴様らの仲間だったのではないのか!?」

　あれまあ、と思わず声が出る。

　そんな俺おれの素直な感想に、カルが苦笑交じりに同意を込めて頷うなずいた。

「ユードライト騎き士し団だん長ちようが、教会騎き士し団だんの連中に会議のあらましを伝えたらこのざまらしい。しばらく口論してたが……ほら、あの王様、ちぃとばかし言葉がキツイだろ？」

　抗こう議ぎにきた若い騎き士しを心無い言葉でバッサリ切り捨て、逆ぎやく上じようさせて殴なぐられたというのが、この状じよう況きようのあらましらしい。

　カルは教会騎き士し団だんが乗り込んできた時点で危険を察知し、早々にリアを自室に下がらせた。

　そのついでに俺おれ達に声をかけ、戻もどってきたら暴力沙ざ汰たに発展していたというわけだ。

　間の悪い事に、領主もアルバスも神父もこの場にいない。

「ほかの連中は？」

「今、人が呼びに行ってるよ。どうやら、あそこで騒さわぎを起こしてる連中の一派にそそのかされて、全員聖堂を離はなれてるらしい」

　俺おれは笑った。なるほど、警備の犬面すらいない理由がよく分かった。

「用意周しゆう到とうな直じか談だん判ぱんだな。情熱で突つっ走ぱしってるただの馬ば鹿かじゃないわけだ。ご立派ご立派」

「ふーむ。教会も一枚岩とはいかないようだな……」

　とは言え、獣けもの堕おちである俺おれが止めに入れば余計にこじれるし、怪け我が人にんも出るだろう。俺おれがいくら気を遣つかって戦っても、教会騎き士し団だんの連中は平気で俺おれに剣けんを向けるだろうしな……。

　何よりナナが助けを求めていない。

　俺おれ達が話している間にも、ナナに馬乗りになった若い騎き士しは、その目にギラギラとした怒いかりを宿してナナの首元を絞しめ上あげる。

　一いつ瞬しゆん、騎き士しにしては妙みように薄うす汚よごれているなと思ったが、どうやら肌はだの色が褐かつ色しよくらしい。髪かみは短く、乱雑に切ってあり、目め尻じりがきりっと上がった大きな目は山やま猫ねこを思い出す。

　そんな山やま猫ねこの燃える瞳ひとみとは対照的に、ナナの緑色の瞳ひとみは冷め切っている。

「思い通りにならないと、すぐに力でねじ伏ふせにかかる……相手の都合などお構いなしに、自分達にとっての最善を押おし付つけ、拒こばめば悪人だと決めつけて糾きゆう弾だんする……ご立派な正義だな」

「そうとも。我ら教会騎き士し団だんは、千の兵を失おうとも、一人の民を救うために戦う。〝割に合わない〟などという考えで、救いを待つ民を見捨てはしない。この正義、胸を張って押おし付つけよう。拒こばめば悪人と決めつけよう。──こと、支配者という強き立場の人間に、高潔さを求めてなぜ悪い！」

「ならその正義を、犬死にする兵に好きなだけ振ふりかざせばいい。けど、分かるだろう？　君達の犬死にに、私の兵が付き合う義理はどこにもない」

「貴様──！」

　騎き士しが再び拳こぶしを振ふり上あげた。だが、

「そこまでだ！」

　空気を震ふるわせるユードライトの恫どう喝かつが、その拳こぶしを止めさせる。

　振ふり向むくと、ユードライトを筆頭に、領主とアルバス──ついでに神父が、聖堂の廊ろう下かを足早に向かってくるのが見えた。

　ユードライトはとりわけ激高している様子で、人ひと垣がきをかき分けてのしのしと進み、ナナに馬乗りになっている騎き士しの体を摑つかむ。

　かと思うと、そのまま片手で持ち上げて、壁かべに向かって荒あら々あらしく投げつけた。

　叩たたきつけられた騎き士しは苦しげに呻うめいて崩くずれ落おち、ユードライトはそんな騎き士しに目もくれずナナを助け起こす。

「心よりお詫わび申し上げます、陛へい下か。私の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきです。優ゆう秀しゆうな騎き士しなのですが、少々熱くなりやすいところがありまして……」

「いや、気にしないでくれ。私の不注意だ。教会騎き士し団だんに気を許しすぎていたよ。次からはきちんと護衛を付けて歩こう」

　ナナによる辛しん辣らつな嫌いや味みに、ユードライトは反論もできずに表情を硬かたくする。

　そんなユードライトに、床ゆかを這はいながらも騎き士しが吠ほえついた。

「騎き士し団だん長ちよう殿どの！　なぜそのような男にへつらうのです！　その男は、代行様を見捨てるべきだとはっきりと口にしました。魔ま女じよの護衛が必要だというのは分かります。ですが、だからと言って魔ま女じよに下るようでは、教会騎き士し団だんとしての矜きよう持じはどうなるのです！」

「馬ば鹿か者もの！　貴様こそ教会騎き士しとしての矜きよう持じはどこにやった！　我らの力は、民を脅おびやかす脅きよう威いにのみ行使されるべきものだ。貴様が振ふるった力は、一方的な暴力だ！」

「いいえ！　騎き士し団だん長ちよう！」

　騎き士し団だん長ちようの叱しつ責せきにさえ折れないとは、まさに筋金入りだ。

　ナナに襲おそいかかった若い騎き士しは、壁かべに手をついてよろよろと立ち上がり、ユードライトと対たい峙じする。

「その男は、千を守るための一の犠ぎ牲せいを厭いとわない。ならば万を救うために千の民を犠ぎ牲せいにするでしょう。それは民への脅きよう威いです。我々は千と一を守るべきだ！　その努力をすべきだ！　切り捨てられる一人の存在を軽視する権力者を、決して許してはならないのです！」

　堂々と切られた啖たん呵かに、上役であるはずのユードライトが押おし負まけるほどだった。

　賛辞の口笛でも吹きたくなるが、さすがにこの空気では自じ重ちようする。──と思ったら、俺おれの隣となりから口笛が上がった。

　ぎょっとして視線を下げると、案の定ゼロだった。

「おい、魔ま女じよ……！」

「いいではないか、傭よう兵へい。頑がん迷めいなまでに愚ぐ直ちよくな正義──いかにも教会騎き士し団だんらしい。我わが輩はい、嫌きらいじゃないぞ。なればこそ──祭さい壇だんの遠えん征せい任務、この我わが輩はいが同行しよう」

　あーあ、言っちまった。

　しかも大勢の前ではっきり宣言しちまった。

　緊きん迫ぱくしていた空気が混乱に変わり、ざわめきという形で広がった。ゼロはそんな空気のなかで堂々と歩みを進め、ユードライトと若い騎き士しの間に立つ。

「北の地は、現在この大陸上でもっとも危険な地と化しているのは確実だ。そんな場所に生半可な魔ま女じよを送り込んだところで、教会騎き士し団だんごと悪あく魔まの餌え食じきになるのは必至。教会騎き士し団だんのみで行くなど自殺行こう為いだ。しかし我わが輩はいが同行すれば、ノックス大聖堂を解放し、さらにジェネロス島の代行を救助する事も不可能ではない」

「ま、待ってよゼロ！」

　ゼロの宣言に顔色を青くして、アルバスが飛び出してきた。

「ゼロは最強の戦力なんだよ？　僕ぼくなんかよりずっと強い！　もしまた悪あく魔ま憑つきが大量に襲おそってきた時、君がウェニアスにいてくれないと……」

「我わが輩はいがいないと……どうだと言うのだ？　詠月よ」

　アルバスははっとして口を閉ざした。

　ゼロはもう、アルバスを〝わっぱ〟と呼ばない。それは、ゼロがアルバスを一人の魔ま女じよとして認めたという事だ。

「そもそも君とて、ウェニアスの防衛を放ほう棄きして出しゆつ陣じんしようとしていたではないか」

「それは……ゼロがいるからってのもあったし……」

「そう──まさにそういう事だ、詠よみ月つきよ。これは、ウェニアス王国の防衛は、我わが輩はい抜ぬきでも十分にまかなえると考えての提案だ。君がいるからこそ、我わが輩はいは打って出る事ができる」

「打って出る？」

　領主が目を瞬またたき、どういう事かと身を乗り出す。

「つまりゼロ殿どのは、代行様救出のために祭さい壇だんに同行する──というわけではないのですな？」

「いかにも──それはもののついでだ」

「では、本来の目的は……？」

「そこの高潔な若き騎き士しと同じだ。──千と一。すなわち、世界を救う」

　まるで茶番劇のような台詞せりふだった。

　時が時なら。

　場所が場所なら。

　人が人なら──この場を満たしていたのは沈ちん黙もくではなく爆ばく笑しようだろう。

　だが今、この時、この場所で、ゼロが「世界を救う」と言う事を、誰だれが笑い話にできる？

　もし世界を救える誰だれかがいるとしたら、ゼロをおいてほかにいない。

「しかし……どうやって？」

　質問を口にしたのは領主だが、この場にいる全員──もちろん俺おれをのぞいてな──の疑問だろう。

　ゼロの答えは簡潔だった。

「元げん凶きようたる魔ま女じよを探し出し、殺す」

　ナナが小さく吹き出した。

　視線が自分に集まると、慌あわてた様子もなく謝罪する。

「失礼。その凄すさまじい自信と決断力が、死んだ友人にあまりにもそっくりで、ついね。ああ、彼でもきっとそう言っただろう。あとは自分に任せておけとでも言うように」

　自然と、俺おれは十三番を思い出していた。

　俺おれはほんの少しもあの野郎が好きじゃなかったが、あの男が味方についた時に感じた、途と方ほうもない安心感は覚えている。

「まあ、ゼロはそもそもウェニアス王国の魔ま女じよではないからね。ゼロの行動を私が決めたり、制限したりする事はできない。──決めるのは君だ、ユードライト騎き士し団だん長ちよう」

「それは……我々としては願ってもない申し出だが……そちらの利点はどこにある？　祭さい壇だんに、その元げん凶きようたる魔ま女じよがいるとは限らない。まさか、魔ま女じよが奉ほう仕しの精神で教会に助力をするわけではないだろう」

　実にもっともなご意見だった。至し極ごくまっとうな疑いの眼まな差ざしだ。

　ゼロはユードライトの懐かい疑ぎの眼光などものともせずに、「簡単な事だ」と言ってのける。

「我わが輩はいが教会に期待するのは、無論その人手と物資だ。道中での食糧や水の確保、寝ね床どこの用意に、深夜の見張り──そういう事を期待している。さらに、道中での情報収集……例えばノックス大聖堂に到とう着ちやくしたとき、魔ま女じよと獣けもの堕おちでは明らかに怪あやしまれる。ウェニアス王国に避ひ難なんしろと言ったところで、応じる馬ば鹿かはいないだろう。つまり煩はん雑ざつな事をすべて君達に押おし付つけつつ、北の地にて殺すべき魔ま女じよの手がかりを探さぐりたいのだ、我わが輩はいは」

「う……む……そういう事ならば……」

「──ここまでが利害面での理由だ。もう一つある」

　ふ、とゼロが表情を引ひき締しめた。

　その視線はアルバスに向かい、アルバスは視線を向けられる理由が分からず狼狽うろたえる。

「責任の話をしていたな、詠よみ月つきよ」

「……あ」

「それに国王。そちらの若い騎き士しもだ」

　誰だれのせいで、大陸中の戦力がウェニアスに集ったか。

　誰だれのせいでナナの師し匠しようが死んだか。

　誰だれのせいで世界に悪あく魔まが溢あふれたか。

　明確に口にはしていなくても、全員、おおむねそんなような事を口にした。そして俺おれは、この先にゼロが口にする言葉を予測できる。

　そんな俺おれの表情に気がついて、ゼロは珍めずらしく、気まずそうに片かた笑えんだ。

「二度と言わないと約束したな、傭よう兵へい。──だが、今こそ言おう。我輩のせいだと。諸悪の根源は我わが輩はいだと。我わが輩はいが魔ま法ほうを生み出したからだと。我わが輩はいは技術を生み出し、その管理を怠おこたった。その事について、我わが輩はいはただの一度も自分を許した事はない。だからこそ──」

　ゼロは力強く言葉を続けた。

「我わが輩はいは北に行く。たとえ教会騎き士し団だんが我わが輩はいの同行を拒こばんでも。たとえ我わが輩はい一人でもな」

　異論はあるかと最後に問われて、異をとなえる者は当然ない。

　ゼロは満足そうに頷うなずいた。

「では決まりだ」

　どうやら、そういう流れになった。

　その様子を俺おれがぼんやり眺ながめていると、隣となりに立っているカルがなぜかチラチラと物言いたげな視線を送ってくる。

「……なんだよ」

「いや、落ち着いてんなと思ってな」

「はぁん？」

「ゼロが教会騎き士し団だんに同行するって事は、お前も一いつ緒しよに行くんだろ？　はっきり言って死亡率八割は超こえる遠えん征せいだぞ」

「あー……そう言やそうだな」

　俺おれが視線を明後日あさつての方向にやって鼻の頭をかくと、カルは呆あきれたと言わんばかりに顎あご──って言うか、こいつの場合クチバシだな──を撫なでた。

「あんた、そんな豪ごう胆たんな性格だったっけか？」

「いや、今も死ぬのは嫌いやだけどよ。まあ、アクディオスの一件から先、色々あったんだよ。それにあれだ。全世界で一番安全な場所は間ま違ちがいなくあいつの隣となりだからな」

「そりゃまあ……いや、確かにそうか……」

　カルは腕うでを組んで天てん井じようを見上げ、肩かたを落として息を吐はく。ご納なつ得とくいただけたらしい。

「──神父よ。君はどうする？」

　ゼロに視線を向けられて、黙だまって事の成り行きを見守っていた神父が不思議そうに片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「私？」

「君は教会からの命令で、我わが輩はい達のお目付け役をしていたわけだが……今や〈女神の浄火デア・イグニス〉はおろか、教会そのものの危機だ。今後も我わが輩はいに同行するのか、あるいは別の任務に赴おもむくのか」

「私は……命令の変へん更こうがない限りは、あなた達の監かん視しを……」

「報告する相手もいないのにか？」

　神父ははっと息を吞のむ。

「そもそも、命令の変へん更こうを行える者がいないだろう。君の判断で、取るべき行動を決める時だ。聖女が教会の最高責任者として、会議の席についている事態だぞ？」

「それは……しかし……」

「──まあ、いい。それは君が考える事だ。騎き士し団だん長ちようよ、出立の日取りが決まったら遣つかいをよこせ。行くぞ傭よう兵へい」

　もう会議に用はないとばかりに、ゼロは踵きびすを返して歩き出す。

　誰だれもゼロを止める事はせず、俺おれも黙だまって後に続いた。背後では領主が声を張り上げて野次馬を散らし、会議の再開を告げている。

　広々とした聖堂しばらく歩くと、通用門の柱の陰かげに、小さなネズミの獣けもの堕おちが座り込んでいるのが見えた。

「……偶ぐう然ぜんだな……ってわけじゃねぇよな。なんだチビ、どうした？」

　明らかに、俺おれ達を待まち伏ぶせしていたんだろう。

　声をかけると、リーリはちらと俺おれ達に目を向けて、

「北に行くの？」

　と問う。

　さっきの騒そう動どうに駆かけつけたはいいが、出るに出られず立ち聞きしていたんだろう。

「ま、そういう流れになったな」

「うむ。少しばかり面めん倒どうだが、何せ世界を救わねばならん」

「……リーリは？」

　俺おれはゼロと顔を見合わせ、同時に「どうしたもんか」と顔を顰しかめる。

　リーリを北に連れて行くのか──行かないのか。今まではリーリが勝手についてきている、という体で一いつ緒しよに行動していたが、ここから先はさすがに危険がすぎる。

　いくらリーリが、見た目によらず、規格外に恐おそろしい獣けもの堕おちでもだ。

「お前は──」

「おいてく？」

　そう言われると、なぜだか罪悪感が湧わく。俺おれが何か言おうとすると、ゼロがしゃがみ込んでリーリと目線を合わせた。

　そして、

「どうして欲しい？」

　と聞く。

　リーリはそんな単純な質問にも答えられず、下を向いたままもごもごと口を動かし、服を握にぎったり、離はなしたりを繰くり返かえすばかりだ。

　何か様子が変だった。

　ついてくる時はあんなにも強ごう引いんに、半ば無理やり俺おれ達についてきたというのに──。

「あ」

　突とつ然ぜん、俺おれは思い出した。

　こいつが俺おれ達についてくると言い出した理由を、だ。

「お前……両親の心配してんのか……？」

　ぎゅっと、リーリの手がスカートを摑つかんだ。つまりリーリが言いたいのは「連れて行って」ではなく「ついてきて」だ。

　気づいた瞬しゆん間かん、俺おれは困り果てて耳をぺたりとへたらせた。

　俺おれにも残してきた家族がいる。オヤジとおふくろ、村のみんながどうしているのか……村を出て長年経っている俺おれですら気になるんだ。

　ほんの少し前に両親と離はなれたばかりのリーリが、気にならないわけがない。

「み……南の方は……そんなに、危なくないって……だから、お父さんもお母さんも、生きてるかも……けど、危ないかも……で、だから……リーリ、助けに……行きたいけど、けど」

　助けてやる、とは言えない。

　リーリにもそれは分かっていて、それでもどうにかしたいと願ってやまない。俺おれが何も言えずにいると、ゼロはリーリの頭を一ひと撫なでして立ち上がった。

「……南にあるルートラ大聖堂へは、どのみち教会騎き士し団だんが派は遣けんされるはずだ。君がそれに同行できるよう、話をつける事はしてやれる。──だが、そこまでだ」

「あ……」

　こくりと、リーリは頷うなずいた。首から下げている宝石を握にぎり締しめ、

「じゃあ……ばいばい、だね」

　と言う。

　──なんだ、と思った。

　なんだこいつは、ちゃんと最初から「自分にとって何が一番大切か」を分かっている。俺おれ達がどう行動しようが、自分が決めた道を曲げる事はしない。

　リーリは不安と孤こ独どくで震ふるえていた。

　それでも両親を助けるために、見知らぬ教会騎き士し団だんの連中に混じって、悪あく魔ま憑つきどもがうろつく陸路をルートラまで進む覚かく悟ごができている。

「そう言えば、ネズミの。──君は確か、神父に貸しが一つあるのではなかったか？」

　ゼロの言葉に、リーリはピンと耳を立てた。

「ルートラに向かうのならば、早めに貸しを精算しておくといい。〈女神の浄火デア・イグニス〉は決して聖堂の正門を通らない。──通用門ここで待っていれば、会議の終わりに会えるだろう」
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　頑がん張ばれよ、と。

　そんなわけの分からない応おう援えんの言葉を残し、ゼロと傭よう兵へいはリーリの前から立ち去った。期待していたわけではない。それでも、ひどく寂さびしいと思う。

　もしもゼロと傭よう兵へいが「一いつ緒しよにこい」と言っていたら、自分はどうしただろうか？　きっととても嬉うれしく思い、それでもついて行きはしなかっただろう。

　リーリにとって両親は、何にも代かえ難がたい大切な存在なのだ。

　──一人でも大だい丈じよう夫ぶ。

　膝ひざを抱かかえて俯うつむくと、薄うす汚よごれた茶色いネズミが駆かけ寄よってきて、気き遣づかわしげにリーリの周囲を駆かけ回まわる。

　それを見て少しだけ元気が出た。

　──一人じゃないから、大だい丈じよう夫ぶ。

　心のなかで呟つぶやいて、リーリは両親から贈おくられた首くび飾かざりを握にぎり締しめる。

　神父に会う必要なんてない。今すぐゼロと傭よう兵へいを追いかけて、ルートラに向かう教会騎き士し団だんに同行すると言えばいいのだ。

　そう思うのに立ち上がる事ができなくて、リーリはその場にじっとうずくまっていた。──それこそゼロの言葉通り、神父の足音が聞こえてくるまで。

　杖つえで大理石の床ゆかをカツカツと叩たたく音を響ひびかせて、神父がリーリの方に歩いてくる。

　リーリは神父に声をかけるつもりはなかった。

　貸しなど、別に精算できなくてもいい。そのまま素す通どおりされる事を半ば確信しながら、リーリは壁かべに張り付いてじっと息を殺してその時を待つ。

　案の定、神父はリーリの前を素す通どおりした。だが数歩行きすぎところでぴたりと足を止め、

「……何か私に言う事はないんですか？」

　と聞く。

　リーリはびくりと肩かたを跳はねさせ、ただ首を左右に振ふった。

　神父にそれが見えているはずもないのに、声で返事をする事ができない。

　口を開けば、拒きよ絶ぜつされるだけの願いを口にしてしまいそうだった。断られる事が分かっていながら口にするには、この願いはあまりにも大切で、切実すぎる。

「貸し借りの精算の話をしていたでしょう」

「……聞こえてたの？」

「耳がいいので。──決まったんですか？」

　リーリはこれにも首を左右に振ふる。

　すると神父はくるりと踵きびすを返し、数歩戻もどってリーリの正面に立った。

「一度だけ聞きます。私にどうして欲しいんです？」

「……何も」

　神父は威い嚇かくするように杖つえで強く床ゆかを突ついた。

「私は見えすいた噓うそが嫌きらいです。何かして欲しい事があるのでしょう？　でなければ、ここで待っているはずがない。その内容がなんであれ、断る、断らないは私が決める事です。私が下していない決断を、他人に勝手に下されるのは私の理念に反する」

「断られたくないもん……」

「だからと言って、承しよう諾だくされる可能性を捨てるのですか？」

「だって……！　神父様、リーリの事嫌きらいだもん……！」

「あなたは馬ば鹿かなんですか？」

　心底呆あきれ果はてたと言うように、神父は深くため息を吐ついた。

　リーリは呆あきれられる事にも、馬ば鹿かにされる事にも、蔑さげすまれる事にも慣れている。そのはずなのに、神父に嫌きらわれる事が怖こわくて辛つらい。

「ご……ごめんなさい……」

「前にも言いましたが、卑ひ屈くつすぎて気持ちが悪い」

　鋭するどく吐はき捨すてられて、リーリはきつく奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

「──私がいつ、あなたを嫌きらいだと？」

「……え？　えと……い、いつも……？」

　今いま更さらすぎる質問のように思えた。だから素直に答えると、神父の杖つえがリーリの頭を鋭するどく叩たたく。

「ほ、ほらぁ！　そ、そうやっていつも叩たたくし……！　い、意地悪するし……！」

「私は誰だれに対してもそうです」

「ち、違ちがうもん！　町の人とかには、もっと優やさしいもん……！」

「はぁ？　ネズミのくせに、私に猫ねこをかぶって欲しいんですか？」

　リーリは目を瞬またたいた。

「……猫ねこかぶってたの？」

「神父になる前の私はちんけな盗人ぬすつとで、詐さ欺ぎ師しでした。そんなクズの性しよう根ねが、心こころ優やさしい聖人君子のわけないでしょう」

　吐はき捨すてるような神父の言葉に、そうなんだ、と素直に思った。確かに、人当たりよく優やさしげにしている神父より、傭よう兵へいやゼロに罵ば声せいを浴びせている神父の方が随ずい分ぶんと自然に見えた。

「それに私が嫌きらっているのはあなたではなく、獣けもの堕おち全ぜん般ぱんです。特に女の獣けもの堕おちには反へ吐どが出る。本来ならばこうして口をきくのも嫌いやなほどです」

「う……うぅ……あぅう……」

　ほら、やっぱり嫌きらいなのではないか。

　そんな事、わざわざ言われなくても分かっている。

　リーリは声を上げて泣き出してしまいたいのを必死に堪こらえて、逃にげ道みちを探して左右に視線を走らせた。

　だが最初の一歩を踏ふみ出だす前に、神父の杖つえがリーリの進路を妨ぼう害がいする。

　また、ため息を一つ。

「それでもこうして、わざわざ私から声をかけている。──その意味が分からないほど、あなたは馬ば鹿かなのかと聞いているんです」

　リーリは目を瞬またたいた。

　え？　と声を上げて神父を見上げれば、眼帯ごしでも分かるほど不ふ機き嫌げんそうに顰しかめられた顔がある。

　どうして神父を好きだと思ったのか、リーリはふと思い出した。

　会話をしてくれるからだ。──平等に扱あつかってくれるからだ。

　傭よう兵へいやゼロを罵ののしるのと同じように、神父はリーリに罵ば声せいを吐はく。同じように叩たたくし、同じようにかばってもくれる。

　リーリに近づくのも嫌いやがる人間が大半だった。ネズミは病気を媒ばい介かいするからと、触ふれるのも嫌いやがる者ばかりだった。

　だが神父は、敵に追われながらもリーリを抱かかえて走ってくれた。

　獣けもの堕おちを堕だ落らくの象しよう徴ちようとして迫はく害がいする教会の神父が。中でも凶きよう悪あくと名高い〈女神の浄火デア・イグニス〉の裁定官が──だ。

　心底の嫌けん悪おがどういうものか、リーリはちゃんと知っている。

「……まあ、それでも何もないと言うなら、どうでもいいですけどね」

　ふんと鼻を鳴らして、神父は再びリーリに背を向けた。

　その背中を見送ってしまえば、二度と神父には会えないだろう。──どうせ二度と会えないのなら、少しくらい勇気を出してみてもいいのではないか。

「ま、待って！」

　思った瞬しゆん間かん、リーリは駆かけ出だしていた。

　すでにかなり先を歩いていた神父の足に飛びついて、力いっぱい抱だきしめる。

　いつものように避よけられたり、振ふり払はらわれたりするかと思ったが、神父は黙だまって立ち止まってくれた。

　ただそれだけで、少しだけ奮ふるい立たたせたリーリの勇気の後あと押おしになる。

「い……一いつ緒しよに……あの……いっしょ、に……」

　体が震ふるえ、声が震ふるえ、涙なみだも出ないのに鼻水が出てくる。

　その鼻水をすすり上げ、リーリは神父の顔を見た。同じく、神父もリーリを見下ろしている。

「……一いつ緒しよに、なんです？」

「い……一いつ緒しよにぎて……ぐだざい……！　る、ルートラに……お父さんと、お母さん……助けにいぎだいけど……ひ、一人じゃ……不安で……だがら……ッけど、お兄ちゃんとお姉ちゃんはダメで……！　きょ、教会の人と……一いつ緒しよに行っでもいいって、言うんだけど……し、知らないひと、怖こわぐでぇ……！」

　完全に、リーリは泣き出していた。

　お願い、お願い、お願いと繰くり返かえし、もう十七歳さいだというのに、小さな子供のように神父の足に縋すがって喚わめく。

　本当は、傭よう兵へいにもこうして縋すがりたかった。

　だがそうしたら、きっとあの男は困り果ててしまうだろう。承しよう諾だくする事もできないのに、冷たく突つき放はなす事もできない。表面上はどれほど冷れい酷こくに突つき放はなしても、後々になって気に病やんでしまう。そういう性格だと知っているから、リーリは傭よう兵へいにわがままを言えなかった。

　それに比べて、神父はリーリが何を頼たのんでも、欠片かけらほどの良心の呵か責しやくも覚えずに拒きよ絶ぜつできる。その冷れい酷こくさが安心できた。

　きっと、この必死の懇こん願がんだって無む駄だなのだ。それでも、こうして懇こん願がんを聞いてもらえただけでリーリは満足だった。

　気にかけてもらえた。それだけで嬉うれしい。

　そんな、九割諦あきらめという心持ちでいたものだから──。

「……だから、早く言えと言ったでしょう」

　神父が溜ため息いき交まじりにこう呟つぶやいた時、リーリはどういう意味か理解できなかった。

　すると神父は、ぽかんとしているリーリの首根っこを摑つかんで猫ねこのように持ち上げた。

　そのまま、先ほど出てきたばかりの会議の間に引き返す。

「え？　え？　え？」

　と狼ろう狽ばいしている間に、神父は会議の間に続く扉とびらを開け放った。

「聖女様。先ほど賜たまわりました、七大聖堂への遠えん征せい任務の件ですが……どの隊に同行するかは私に一任して頂けるのでしたね」

　部屋に入るなり神父が放った言葉に、薄うす緋ひ色いろの髪かみをした女が「まあ」と声を上げて嬉うれしそうに立ち上がった。

「引き受けていただけるんですね！　さすが、やっぱり神父様は優やさしいわ。ね、カル。言ったでしょう？　神父様は絶対やってくれるって」

「そうだなリア。分かったから座れ。とりあえず座れ。転ぶ前に座ってくれ」

　後ろに控ひかえている鷹たかの獣けもの堕おちになだめられ、リアと呼ばれた女は興奮した様子のまま椅い子すに腰こしを下ろす。

　神父はリアがきちんと腰こしを下ろすのを見届けてから、

「では、ルートラ大聖堂に向かう隊への編成をお願いいたします。それと、同行者にネズミを一いつ匹ぴき加えますので──」

　と、猫ねこのようにつまみ上げたリーリの体を、ずいと眼前に突つき出だした。

「ネズミ嫌ぎらいが隊にいる場合は、編成に少々気を遣つかって頂く必要が。後々、このネズミの有用性についてご説明しますが──怒おこらせると数千の部隊も総そう崩くずれになる可能性があるので、命が惜おしければ下手な事はするなと騎き士し団だん員いんに徹てつ底ていさせておく事を強く推すい奨しよういたします。私からは以上です。リーリ、挨あい拶さつを」

「え、あの、えっと……え？」

　突とつ然ぜん注目を浴びてリーリは焦あせり、空中でジタバタともがいてみたが、神父が下ろしてくれる気配はない。

　リーリは沈ちん黙もくと注目に耐たえかねて、

「よ……よろしくおねがいします……」

　と、一応礼れい儀ぎ正ただしく挨あい拶さつをしておく事にした。
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「──無理に我わが輩はいに付き合う必要はないのだぞ、傭よう兵へい」

「……何？」

　部屋に戻もどって出発の準備を進めていると、ベッドにだらりと横たわったまま、ゼロが急に妙みような事を言い出した。

　俺おれは床ゆかに腰こしを下ろし、瓶びんに詰つめた野菜の酢す漬づけを荷物に入れようとした状態のまま、ゼロの方に顔を向けて鼻の頭に皺しわを寄せる。。

「どういう意味だ、そりゃ」

「南の地に家族がいるのは……ネズミのだけではないだろう？　という話だ」

　指し摘てきされて、ぎくりとした。

　そう言えば一度だけ、俺おれはゼロに故郷の話をした事がある。南の方の出身で、十三歳さいで村を出た──と。それを、ゼロは覚えていたんだろう。

「ネズミのが両親を助けに行くと言った時、君は明らかに動どう揺ようしていた。──家族を思い出したのだろう？　君がネズミのと一いつ緒しよにルートラを目指すと言っても、我わが輩はいは止めない」

　……なるほど。

　それでさっきの演説で、〝我わが輩はい一人でも北を目指す〟なんて言葉が出てきたわけか。

　言葉のあやかと思っていたが、あえて俺おれを除じよ外がいしていたらしい。

「先さき程ほども話したが……此こ度たびの惨さん劇げきは我わが輩はいのせいだ。ここまで事が大きくなるとは、君も予想していなかっただろう？　我わが輩はいを責めてもいい」

「その話は散々しただろうが。重要なのは〝誰だれを倒たおせば終わるかだ〟って。今いま更さらどうもこうもねぇよ」

「我わが輩はいのせいで、君の両親が死んでいてもか？　君の故郷が消し炭になっていてもか？」

　俺おれは黙だまった。

　手に持ったままだった瓶びん詰づめを荷物の中に押おし込こんで、俺おれはゆっくりと立ち上がる。

　ゼロがどんな顔をして話しているのか気になってベッドを覗のぞき込こむと、ゼロは俺おれから表情を隠かくすようにごろりと寝ね返がえりを打って背中を向けた。

「……我わが輩はいは、間接的にではあっても君の家族を殺したかもしれない」

「ん……まあ、そうだな」

「ネズミのの両親もだ。お師し匠しよう様の魔ま術ほうの効果範はん囲いが南にまで及およんでいれば、確実に死んでいただろう」

「分かんねぇぞ。ルートラ大聖堂に上う手まい事逃にげ込こんでりゃ生き延びたかもしれねぇ」

「今も、大陸全土で多くの力なき者が悪あく魔まに蹂じゆう躙りんされている。我わが輩はいは──！」

「うるせぇな。俺おれはお前と行く。たとえお前が、歴史に残る最悪の魔ま女じよ事件の元げん凶きようでもだ」

　きっぱりと言うと、背を向けていたゼロが俺おれに振ふり向むいた。

　その頼たよりなさげな表情からは、いつもの堂々とした天才魔ま女じよの風格は感じられない。

「そりゃ村は心配だ。両親もな。だが、そもそも俺おれは両親がまだ生きてるかも知らねぇんだ。小さい村だからな、悪あく魔まに襲おそわれる前に消えちまっててもおかしかない……それくらい無関心だった。なのに危険が現実的になったからって、急に愛郷心をこじらせてお前を捨てるなんてのは……なんつうかその……アレだ」

　言った瞬しゆん間かん、思わずと言った風にゼロが吹き出した。

「アレと言われても、我わが輩はいにはさっぱり分からないぞ、傭よう兵へい」

「いや、なんかそんな感じ分かるだろ？　格かつ好こう悪かつこわるいっつうか、みっともないっつうか、結局北に行くのが怖こわくて両親をダシに逃にげただけなんじゃねえかとか……そういうアレだ」

「なるほど、ソレか」

　ひとしきり、ゼロはくつくつと肩かたを揺ゆらして笑い続け、ほうと息を吐はいて仰あお向むけにベッドに沈しずみ込こんだ。

「そうか……うむ……そうだな。そういうアレならば、仕方ない」

　うんうんと一人頷うなずきながら、にやりと笑って俺おれを見る。

「では──傭よう兵へい。我わが輩はいとともに、世界を救う旅に出よう」

　相変わらず、ゼロは昼ひる寝ねに誘さそうような気安さで、世界を救うと口にする。

　だから俺おれも同じような気安さで、

「おやつは銅どう貨か三枚までな」

　と軽口を叩たたいた。




　神父がついてきてくれる事になった──と、リーリが晴れやかな笑顔で報告に飛び込んできたのは、その夜の事だった。

　リーリがあれこれ説明していると、神父まで俺おれ達の部屋にやってきて、律りち儀ぎにも教会によるゼロの監かん視しの一時中断を端たん的てきに告げる。

「寂さびしくなるな、神父。ネズミのも。我わが輩はい、君達とする旅が好きだった」

「それはどうも。私の方は、無む駄だに何度も死にかけた悪い思い出しかありませんが……」

　確かに、それは間ま違ちがいない。俺おれ達といたせいで神父が生死の境をさまよったのは、一度や二度で済む話じゃない。──まあ、こいつが弱いのがそもそもの原因だが。

「あのね、あの。お父さんとお母さん見つけたら、リーリここに戻もどってくるの。だからお兄ちゃんも、お姉ちゃんも、ここに戻もどってくるんでしょ？」

「まあ、死ななければな」

　俺おれがさらりと答えると、リーリは明らかに傷ついたような顔をして俯うつむいてしまった。すると、神父の杖つえが容よう赦しやなく俺おれの頭を殴なぐる。

　くそ、毎回避よけられねぇなこの攻こう撃げき。

「心配するな、ネズミの。たとえ世界を救えずとも、傭よう兵へいだけは守ってみせる」

「いや、そこは傭よう兵へいを犠ぎ牲せいにしてでも世界を守ってくださいよ」

「傭よう兵へいのいない世界をか？　守る価値を感じないな」

「バーカ。結果的に世界が滅ほろんじまったら、生き残った俺おれも死ぬって事だぞ」

　俺おれがその驚きよう愕がくの新事実を教えてやると、魔ま女じよは「それもそうだな」と難しげに顔を顰しかめ、

「では両方を守るとしよう」

　と心底頼たよりになる事を言ってくれる。

「お前のそういうところ、俺おれわりと嫌きらいじゃねえぞ」

　いつものゼロの言葉を、悪戯いたずら心ごころに真ま似ねして口にしてみる。

　するとゼロはにやりと笑い、「言うようになったではないか」と肘ひじの先で俺おれを小こ突づいた。

　そんな俺おれ達に、神父があからさまに舌打ちする。

「我々は明朝、ゴーダとともに竜りゆうに乗り、教会騎き士し団だんに先さき駆がけて南を目指す事になりました。現在南に脅きよう威いが及およんでいないにしても、危機的状じよう況きようは早めに伝えておいた方がいい。大人二人と子供一人程度ならば、乗せて飛べるらしいので」

「ゴーダが？　へーぇ、随ずい分ぶん協力的だな」

「彼は教会信者ですから」

　そう言えばそうだった。

　教会を信しん仰こうしていて、致ち命めい的てきに魔ま法ほうの才能がない──元魔ま法ほう兵へい団だんの団長。それがゴーダという男だ。何度も「自分は教会信者だ」と言っていたし、その教会からの要よう請せいなら喜んで手を貸すだろう。

「収まるところに収まった……という感じだな。王女の方は、しばし詠よみ月つきのもとで魔ま術じゆつを学ぶそうだ。魔ま力りよくを制せい御ぎよする訓練に勤いそしめば、いつか〈許可〉を与あたえても問題なく魔ま法ほうを扱あつかえるようになるだろう。そうすれば大きな戦力となる」

「では、報告を済ませましたので、私は明朝の準備に取とり掛かかります。──リーリ、あなたもですよ」

「う、うん……！」

　リーリはしばしまごついてから、意を決したように俺おれとゼロに順番に抱だきついて、恥はずかしそうに部屋を飛び出していく。

　その後を追って部屋を出ようとする神父を、俺おれは少し悩なやんで呼び止めた。

「……無理を承知で、一つ頼たのまれてもらえるか」

「嫌いやです」

「聞いてから断れクソ神父！　これでも恥はじを忍しのんでんだ！」

「傭よう兵へいよ、とても恥はじを忍しのんでいる態度には見えないぞ……」

「黙だまってろ魔ま女じよてめぇ！　くそ……言うんじゃなかった……」

「──で、なんです？」

「聞くのかよ」

「受けるとは言っていませんよ」

　はいはいそうでしょうともよ。

　俺おれは思い切り顔を顰しかめて舌打ちし──それでも、手近な布を破いて紙代わりにし、とある村の場所を書いて神父に押おし付つけた。

「これは？」

「俺おれの故郷だ。小さい村で、ルートラに近いとは言わねぇが……」

「頼たのまれましょう」

　あっさりとしたものだった。俺おれがぽかんとして顎あごを落とすと、神父は何事もなかったように部屋を出て行こうとする。

　しかし最後の最後、廊ろう下かに足を踏ふみ出だした時、思い出したように振ふり向むいた。

「神のご加護を──魔ま女じよと獣けもの堕おちに、加護があるかは分かりませんがね。ではまたいずれ」

　そして、俺おれとゼロだけになった。

「……あ、礼を言いそびれた……って、自然に承しよう諾だくしすぎだろあいつ……」

　俺おれが顔を顰しかめて言うと、ゼロは笑った。

「なに、次の機会に言えばいい。またいずれ──だ」




　翌朝、大だい歓かん声せいに見送られ、快晴の空に銀色の竜りゆうが飛んだ。

　俺おれとゼロはそれを窓から見送り、急に静かになった部屋でしばしぼんやりとする。

　だが浸ひたっている時間はない。

　俺おれ達は俺おれ達で、祭さい壇だんに向かうという命知らずの仕事があった。同行するのは、一万数千の教会騎き士し団だん──それを率いるのは、どうやら例のユードライト騎き士し団だん長ちようではないらしい。

　事前に軽く聞いた話では、東坑こう道どうで指揮を執とっていた教会騎き士しらしいが……。

「東坑こう道どうっつーと、あれだろ？　早い段階で戦線放ほう棄きして、南坑こう道どうと合流したとかいう……」

　別に、それを軟なん弱じやく者もの扱あつかいするつもりは全くない。

　むしろ傭よう兵へい稼か業ぎようが長かった身としては、悪あく魔ま憑つきなんていう未知の存在に襲おそわれて、無理に戦おうとせずに撤てつ退たいしたのは英断だったとすら思う。

「騎き士し団だん長ちようが今日、直じき々じきに引き合わせてくれるそうだ」

「魔ま女じよと獣けもの堕おちの傭よう兵へいに引き合わされて、教会騎き士し団だんのお偉えらいさんがどう反応するやら……あまり楽しみではねぇな」

「そう心配するな。騎き士し団だん長ちようは何も言わなかったではないか」

「ありゃ騎き士し団だん長ちようが特別なんだよ。それでも、俺おれと話す時はちぃとばかし引きつってる。まあ、悪あく魔まに憑つかれて大暴れする獣けもの堕おちに殺されかけたんだ。何も感じない方がおかしいだろうよ。──だから少しくらい険悪な反応されても怒おこるんじゃねえぞ」

「なるほど。善処しよう」

　本当に分かってんだろうな、こいつ……。

　ともあれ、相手がどんな奴やつだろうと俺おれ達にはどうしようもない。

　そんな風にだらだらしつつ、装備の手入れなんかを進めながら部屋で過ごしていると、騎き士し団だん長ちようからの遣つかいが俺おれ達を呼びにきた。

　案内されるままに聖堂に足を運び、正面の大おお扉とびらをくぐったところで、ユードライトの出で迎むかえを受ける。

　相変わらずの甲かつ冑ちゆう姿すがたで、今日は首から上もしっかり兜かぶとに覆おおわれているので、もう一見すると人間かどうかも分からない。

「よくきてくれた。早さつ速そくだが、遠えん征せいで隊長を務める騎き士しを紹しよう介かいしよう。──ジェマ！」

　呼ばれて、ユードライトの背後から一人の人物が歩み出る。

　途と端たんに、思わず「あ」と声が出た。

「あいつ、昨日の……」

　と俺おれがこぼすと、ユードライトは「そうだ」とばかりに重々しく頷うなずく。

　昨日、ナナに食ってかかっていた若い騎き士しだ。

　ユードライトが巨体すぎるというのもあるが、こうして改めて見ると、その陰かげに隠かくれるくらい細身で華きや奢しやな事が分かる。

　この辺りではあまり見ない褐かつ色しよくの肌はだに、短すぎる髪かみ。その顔を改めて近くで見ると、彫ほりが深く、こぼれ落ちそうなほど大きな目に思わずはっとさせられる。

　顔つきは凜り々りしく精せい悍かんで──精せい悍かんな……。

「あー……妙みような確かく認にんさせてもらっていいか？」

　出だし抜ぬけに俺おれが聞くと、ジェマと呼ばれた騎き士しは不ふ審しんそうに首を傾かしげた。

「構わないが……」

「お前さん、男……だよな？」

「いや、申し訳ないが女だ」

　よし分かった。俺おれには生物の性別を見分ける能力が欠けつ如じよしてる。

　こうなってくるともう、ユードライト騎き士し団だん長ちようすら女なんじゃないかと思えてくる。

「女が隊長では不満か？」

「ああ、いや違ちがう。気を悪くしないでくれ。最近相手の性別を間ま違ちがえる事が多くてな……」

　ふうん？　とジェマは相変わらず不ふ審しんそうに俺おれを見る。

「ジェマ。礼を失するな。相手は魔ま女じよと獣けもの堕おちだが、お前の隊を守る要かなめとなる者達だ」

　ユードライトに叱しつ責せきされて、ジェマは慌あわてて姿勢を正す。

「失礼した。──昨日の失態も含ふくめて謝罪する。穏おん便びんな抗こう議ぎで済ませるつもりだったのだが、頭に血が上ってしまって……いや、いい訳はすまい。私はジェマ」

「我わが輩はいはゼロだ。こちらは傭よう兵へい」

「うん？　その……〝傭よう兵へい〟は名前ではないだろう……？」

「〝ゼロ〟だって数字だぞ」

　ジェマの指し摘てきに俺おれが切り返すと、ジェマは「あ、本当だ」と目を瞬またたく。第一印象の苛か烈れつさに反して、わりかし素そ朴ぼくな性格をしているらしい。

「まあ、色々あって本名を伏ふせてるんだ。好きに呼んでくれや」

　今いま更さら名前を隠かくす必要もない気がするが、最近では自分で自分の名前を忘れそうな勢いだ。

　握あく手しゆのために手を差し出すと、ジェマは一いつ瞬しゆんぎくりとして動きを止める。

「あ、悪い。触さわらない方がいいか」

　慌あわてて手を引っ込めると、ジェマははっとして首をぶんぶんと左右に振ふった。

「ち、違ちがうんだ！　すまない。その……獣けもの堕おちに少々苦手意識があって……先に言っておくが、魔ま女じよに対してもだ。ユードライト騎き士し団だん長ちようほど、その……上う手まく切きり替かえられない。魔ま女じよの力が必要だという事は理解しているのだが」

「ああ、いやそれは別に。抵てい抗こうあるのが普ふ通つうだしな……」

　しかも、教会騎き士し団だんで指揮を執とるほどご立派な家いえ柄がらの、しかもお嬢じよう様さまだ。獣けもの堕おちを前にして、悲鳴や罵ば声せいを口にしなかっただけ賞賛に値あたいする。

「言い訳になるかもしれないが……昔、父を獣けもの堕おちに殺されているんだ。戦場での事で、仕方ないとは分かっているが、どうにもな……君も傭よう兵へいをしていたのだろう？　長いのか？」

「まあ、そこそこな」

　そうか、とジェマは破は顔がんする。

　その笑顔のままで、

「なら、聞いた事くらいあるかもしれないな。残ざん虐ぎやくな事で悪名高い傭よう兵へいで──〝黒の死し獣じゆう〟と呼ばれていたらしいのだけど」

　と言った。
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　あとがき




　ついに七巻に到とう達たつしてしまいました。すごいや。お久しぶりです、虎こ走ばしりかけるです。

　あ、本編読みました？　ここからものすごくネタバレしていきますからご注意ください。

　大だい丈じよう夫ぶですか。じゃあ行きますね。

　死にましたね。奴やつが。

　このキャラに関しては、実は登場した時点から決まっていた最さい期ごです。最初から決まってはいたんですが、何度も何度も「本当に死ななきゃいけないのか？」「どうにかして生かせないのか？」と、生存の可能性を模も索さくしたりもしました。

　けど死んでしまった。そんな死です。

　ほかにも、お久しぶりのキャラが続々登場です。聖女コンビや破は竜りゆう王おうがまた出せて本当に嬉うれしい。カルはこの世で一番書きやすいキャラな気がしている。気さくで陽気で話しやすいから、話させやすい。

　リーリと神父がパーティーから離り脱だつするのは、書いている私本人も意外でした。書いていたらなんだかそういう流れになっていた……どっちも大好きなキャラなのに寂さびしいよ。

　さらに、大きくお話が動きました。これも初期から漠ばく然ぜんと決まっていた展開で、どうなるかは書き上げてみるまで判然としなかったんですが、いかがでしょう？　いい感じに大おお風ぶ呂ろ敷しきが広がった感じ、しますでしょうか？

　登場人物が増え、勢力が増え、それに合わせて小説の形式も少し変化してきました。

　一巻では傭よう兵へいの視点のみで書いていたのが、途と中ちゆうから「幕まく間あい」を挟はさむ形式になり、最近では章内で区切って傭よう兵へい以外の視点を入れるようになったり。

　いろいろと、苦肉の策や苦く渋じゆうの決断がシリーズ通してちりばめられている。もがき苦しみつつ、一歩一歩這はうようにして書き続けている感じです。

　そんな風に苦しみつつも、今もこうして続けられているのは、やはり本を手に取って下さる読者のみなさまのおかげです。本当にありがとうございます。

　十二月発売予定の次巻からは、新キャラを絡からめつつ、世界を救う旅が始まります。

　傭よう兵へいの過去や、少し進展したゼロと傭よう兵へいのラブコメなどを絡からめつつ、悪あく魔まがひしめく北の大地を目指していく。

　どんな旅になるのか、私もわくわくしています。

　また、次巻のあとがきでお会いできるのを楽しみにしています。
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虎こ走ばしりかける

寅年の射手座。東京の下町育ち。一日八時間眠らないとまともに活動できないので、人生を損している気がするのが密かな悩み。写真のネタが切れたので、著者近影はこのままずっと虎で行くことにした。
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イラスト／しずまよしのり

埼玉県在住。主人公が獣人という一風変わった作品なので最初、傭兵を描くのにてこずりましたがさすがに慣れてきました。ゼロと傭兵のこれからの物語を楽しみにしつつイラストでより魅力のある作品に出来たらと思います！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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